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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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オープニングセレモニー
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　夢ゆめを見ていた。

　きみと出会った高校二年の日。

　あの夢のような日の夢を──。







「お疲つかれさまでございました。新しん婦ぷ様のお色直しが済すみましたら、またお声がけさせていただきます。」

　教会での式を終え、新しん郎ろうの控ひかえ室しつに戻もどった風ふう太た郎ろうに、スタッフの女じょ性せいが声をかけてきた。

「あの……新しん婦ぷの姉し妹まいを見ませんでしたか？」

「はい。お早いうちからいらしていましたよ。」

「そう、ですか……。」

　なぜ四人とも、式に姿すがたを見せなかったのだろう。風太郎が首をかしげていると、今度は男だん性せいスタッフから声がかかった。

「新しん郎ろう様。新婦様がお呼よびですのでお越こしください。」

　風太郎は、奥おくがカーテンで仕切られた新婦の控ひかえ室しつにやってきた。

「どうしたんだ？」

「もうすぐ着き替がえ終おわるから、そこで待ってて。」

「そういや、あいつら来てるみたいだぞ。ったく、何たくらんでんだか。高校のころから変わっちゃいねぇ……問題児だらけだ。」

　あいつらのせいで、数え切れないほど胃いに穴あなが開くような思いをした。

　風太郎は肩かたをすくめると、フッと笑えみを浮うかべた。

　──さっきも夢ゆめを見たっけな。あの日を何度、夢に見るんだろう。

　タワーマンションで、初めて五つ子とわかったときの驚おどろきといったら。

　そんな、深く脳のう裏りに刻きざまれるほどの──。

（とんでもない悪あく夢むだ！）

　そのとき、仕切りのカーテンがシュッと開いた。

「「「「「お待たせ！」」」」」

　眼がん前ぜんに現あらわれた光景に、風太郎はギョッとして固まった。

「まだ俺おれは夢ゆめを見てるのか……？」

　そこにいたのは──同じ顔、同じ髪かみ型がた、同じウエディングドレスをまとった、五人の花はな嫁よめだった！





第一話







　ミーンミーンミーン……。

　緑豊ゆたかな霊れい園えんで、蟬せみの声が降ふるように聞こえている。

　高校三年生の夏休み。中なか野の家けの五つ子たちは、そろってお墓はか参まいりに来ていた。

　一いち花か、二に乃の、三み玖く、四よつ葉ば、五い月つきが、中野家の墓の前に並ならんで手を合わせる。

　八月十四日の今日は、五つ子が小学六年生のとき亡なくなった母・零れ奈なの命日だ。

　一度は治ったと思われた母の病気だったが、五人が修しゅう学がく旅りょ行こうから帰ったあと再ふたたび体調を崩くずし、わずか数か月後に帰らぬ人となってしまった。

　一方の花立てには、五つ子たちが毎年手た向むける花束が供そなえられている。

　丸みを帯びた黄色い花か弁べんが可か愛わいらしい、母との思い出の花だ。

　あの日、ぎゅっと抱だきしめてくれた母の温ぬくもりを、五つ子たちは今も忘わすれない──。




　草むらに咲さいた黄色い小花が、初夏の風に揺ゆれている。

　河か川せん敷しきのグラウンドでは、小学生女子によるサッカーの練習試合が行われていた。

「四葉！」

「まかせて！」

　ゴール前で待ちかまえていた四葉が、二乃のパスしたボールを胸むねでトラップして、豪ごう快かいに三点目のシュートをたたき込こんだ。

「ハハッ！　今日もおまえたちのおかげで大勝利だ！」

　某ぼうサッカー界の英えい雄ゆう選手にそっくりな監かん督とくは、上じょう機き嫌げんである。

　五つ子ならではの以心伝心のコンビネーションと、相手のマークを混こん乱らんさせるトリッキーな技わざ（？）で連戦連勝。選手でもないのに、小六の五つ子たちは試合のたび助すけっ人とに駆かり出だされる始末だ。

「とくに四葉！　ここ最近、目に見えて上う手まくなってるぞ！」

「え、私わたし？」

　試合を終え、タオルで汗あせを拭ぬぐっていた四葉は、驚おどろいてほかの四人に目を向けた。

「本当かなー？」

　一花も、二乃も、三玖も、五月も、金きん太た郎ろう飴あめを切ったようにまったく同じ容よう姿し。自分だけ飛とび抜ぬけているわけがない。

「五つ子だから、そんなはずないのにね。」と二乃も言う。

「いいや、俺おれの目にくるいはない！　おまえらも四葉をお手本にして、しっかり練習するんだぞ！」

「お手本、かぁ……。」

　その言葉が、なぜか特別に響ひびいて四葉の胸むねをくすぐる。

「試合終わったなら早く行こ！　お店閉しまっちゃう！」五月がそわそわして言った。

「なんだ？　買い物だったのか。」

「うん！　お母さんにプレゼントあげるんだ！」

　うれしそうに答える五月に、四葉も笑え顔がおで続けた。

「病気が治ったお祝い！　この日のために、五人でお小こ遣づかい貯ためたんだよねー！」

「それじゃ、お花屋さんにしゅっぱーーーつ！」

　一花が真っ先に立ち上がって、さっさと歩きだす。まだプレゼントの相談もしていないのに、決けっ定てい権けんは長女にありと言わんばかりだ。

「もー、一花は強ごう引いんだなー。」

　文もん句くを言いつつも、二乃が「みんな、行くよ。」と妹たちをうながした。

「「「おー！」」」

　ユニフォームからおそろいのワンピースに着き替がえ、一花を先頭に土手を歩いていく。

「お母さん、どんなお花プレゼントしたら喜よろこんでくれるかなー？」

　姉し妹まいでいちばんお母さんっ子の五月は、胸むねのワクワクが抑おさえきれない様子だ。

「母親にはカーネーションって聞いたことある。」と三玖。

「カーネーション？」

　二乃が問い返すと、「うん……よくわからないけど……。」と自信なさそうになる。

「四葉、いくらあったっけ？」

　一花にきかれて、いちばん後ろを歩いていた四葉が立ち止まった。

「えーっと……。」

　ポケットを探さぐった四葉は、「あれ……？」と青ざめた。

「お財さい布ふ……落としたかも。」

「「「「えっ。」」」」

　四人もいっせいに青くなる。少ないお小こ遣づかいから出し合った、なけなしのお金だ。

「そっち見つかったー？」「こっちはないみたい。」

　河か川せん敷しきの草むらを、財さい布ふを探す一花と二乃の声が行いき交かう。

「サッカーのまえまであったなら、このあたりだけど……。」

　三玖も四つん這ばいになって探さがしながら言った。

　五月が立ち上がり、「私わたし、もっと奥おく探してくる！」と駆かけだしていく。

　四葉は責せき任にんを感じて、目に涙なみだをいっぱい溜ためている。

（どうしよう……私のせいだ……どうしよう……。）

　手の甲こうで涙を拭ぬぐった四葉は、ハッと何かに目を留とめた。




　財布は見つからないまま、やがて河か川せん敷しきは茜あかね色いろの夕ゆう陽ひに染そまった。

「ごめん、みんな……私のせいで……。」

　しょんぼりして謝あやまる四葉に、

「四葉のせいじゃないよね。」「誰だれが持っててもなくしてたんだよ、きっと。」

　二乃と三玖が口々に励はげます。一花も笑え顔がおで、

「うん。誰かの失敗も五等分だからね。」

「……みんなぁ……。」

　四葉は涙なみだを拭ふき、後ろ手に握にぎりしめていたものを姉し妹まいに見せた。

「代わりにってわけじゃないんだけど、そこで綺き麗れいなお花を見つけたんだ。これ……どうかな……？」

　あざやかな黄色をした、可か愛わいい花だ。

「四葉、それは……。」

　びっくりしたように何か言いかけた一花を、四葉があわててさえぎる。

「あ、ごめん！　こんなの都合よすぎ……。」

　小声になってうつむきかけた四葉の前に、黄色い花が四本、さしだされた。

「私わたしたちも見つけてたんだ、このお花。」と一花。

「やっぱ五つ子だねー。」

　四人とも、それぞれ四葉と同じ花をしっかり手に握りしめていた。
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　アパートのドアが開き、いつものように「帰りました。」と母の零奈の声がした。

　部屋が真っ暗なので、けげんに思っているようだ。

「……いないのですか？」

　言いながら零奈が部屋に入ってきた瞬しゅん間かん、パッと明かりが点ついた。

「「「「「お母さん、おめでとう！　元気になってよかったね！」」」」」

　娘むすめたちがうれしそうに、大きな黄色い花束を五人一いっ緒しょに携たずさえている。

「見てー！　これみんなで集めたんだ！」

　放心している零奈に、二乃が代表して花束をさしだした。

「今日もお仕事お疲つかれさま！」

　大人っぽく一花がねぎらったかと思えば、末っ子の五月は「いつもありがとう！」と甘あまえて零奈に抱だきついていく。

　しかし、零奈はまるで時間が止まったように身じろぎもしない。

「あれ？　止まっちゃった……。」「やっぱこれじゃあ……。」

　三玖と四葉がしょんぼりしていると、ふいに零奈がしゃがみ込こんで腕うでを広げ、五つ子を丸ごとぎゅっと抱きしめた。

「私わたしにとっては、あなたたち五人が健康に過すごしてくれるのが、何よりの幸せです。こちらこそ、ありがとう……。」

　母の深い愛に包まれた五つ子たちは、世界でいちばん幸せな子こ供どもたちだった──。




「……一通り済すませたし、帰ろっか。」

　六年後の今日も、一花が真っ先に立ち上がった。

　妹たちも次々と立ち上がる。最後に残った二乃は、去ろうとしてふと足を止めた。

　もう一方の花立てに、立りっ派ぱな白い菊きくの花束が供そなえられている。これも毎年のことだ。

「……それ、お父さんじゃないかな。」

　気づいた三玖が、二乃に言った。

「まさか……。」

　複ふく雑ざつな表ひょう情じょうを隠かくすように、二乃はフンと顔をそむけて歩きだした。




「高校最後の夏休みも、あっという間だったねー。」

　街の通りを歩きながら、一花が言う。

　五つ子たちの唯ゆい一いつの夏らしい思い出と言えば、屋外プールで遊んだことだ。

　家庭教きょう師しを休みにして勉強三ざん昧まいの引きこもり生活を満まん喫きつしているはずの風ふう太た郎ろうが、どういう風の吹ふき回まわしか、五つ子たちを誘さそってきたのである……。




　照りつける太陽の下、さまざまなプールやアトラクションがある屋外レジャー施し設せつでは、カラフルな水着を着た若わか者ものたちや家族連れが水遊びを楽しんでいる。

「はいっ、焼きそば五人分お待ちっ。」

「ありがとうございます。」

　プールサイドの売店で五月がうれしそうに焼きそばのパックを受け取っていると、「おいマジか……。」というあきれ声がした。

　いつの間にか風太郎がそばに立って、ジト目でこっちを見ている。

「ち、ちがいますっ！」

　いくら食いしんぼうの五月でも、五人分は……まあ、いけなくもないけれども。

　しかし、五月の今日の目的はプールでも、もちろん焼きそばでもない。

　怒ど濤とうの修しゅう学がく旅りょ行こうのあと、風太郎をめぐる姉し妹まいの恋れん愛あい模も様ようはますます複ふく雑ざつになってしまった。風太郎さえいなければ五つ子は平和そのもの、夏休みのあいだは平へい穏おんに過すごせると安心していたのに……。

　ゆえに五月のミッションは、今日一日、何事も起きないよう姉妹の秩ちつ序じょを守ること！

　そこへ、ビキニ姿すがたの四葉と一花がやってきた。

「上うえ杉すぎさーーーん！　みんなで遊びましょー！」

「ほらほら、同級生の水着はどう？　これが目的だったんでしょ。」

　五月は拍ひょう子し抜ぬけした。風太郎と今まで通りの関係でいるという四葉の決意は変わらないようだし、一花は一花で、いつもの調子で風太郎をからかっている。

（なんだ……早とちりしていたみたいで恥はずかしいです……。）

　五月がテへへと頭を搔かいていると、二乃と三玖が競きそうように駆かけてきた。

「「会いたかった！」」

　二人とも風太郎に体当たりする勢いきおいで抱だきついていく。

「どう？　似に合あってる？」

　胸むねもとを強調するホルターネックビキニでアピールする二乃。

「日焼け止め、塗ぬってほしいな。」

　三玖は日焼け止めのチューブを手に、ビキニの肩かた紐ひもをはらり。

（この二人は本気だ！）

　案の定、ウォータースライダーの二人乗りボートに誰だれが風太郎と乗るか、二乃と三玖が揉もめはじめた。公平にグーチョキパーでペアを決めることになったのだが──。

「いえーーーいっ！」

「このままじゃいけないわね……。」

　四葉とペアになった二乃が、ムスッとしてウォータースライダーを滑すべっていく。

　二番手は一花と三玖のペア。

「三玖は変わったね。」

「もう弱気になってらんないから。」

　風太郎に告白してからは、なんだか景色がちがって見える三玖だ。

　そして最後は、なんの因いん果がか五月と風太郎のペアである。

　前と後ろ、どっちに乗っても地じ獄ごく……。ドキドキしながら先にボートの後ろに乗った五月の足のあいだに、風太郎が乗のり込こんでくる。

　風太郎の後頭部が、五月のお腹なかにむにゅっと当たった。

　そこで風太郎が放った、身も蓋ふたもないひと言──。

「枕まくらみてぇ。」

「～～～～～～っ！」

　こんな人と乗りたいだなんて、二乃も三玖もどうかしてる！




　──というようなことがありつつ、夏休みはもうじき終わろうとしている。

「二学期が始まったら、学園祭の準じゅん備びで忙いそがしくなるよー。」

　学級長の四葉は実行委員なので、忙しさも倍ばい増ぞうだ。

「一花は、しばらく学校をお休みするんですよね？」と五月。

「映えい画がの撮さつ影えいが入ったからねー。」

　三玖が「出席日数は大だい丈じょう夫ぶ？」と心配する。

「まあ、なんとか。勉強はフータローくんが個こ人じんレッスンしてくれるって言うし。」

　女じょ優ゆうの道を選んで受験戦争から早々と離り脱だつした一花であるが、風太郎のおかげで、五人一いっ緒しょに卒業するというもう一つの夢ゆめをあきらめないで済すむ。

「にしても……。」と二乃が足を止めた。ほかの四人も同様に足を止める。

「まさか、ここに戻もどってくるとはね。」

　五人の目の前にあるのは、以前住んでいた高こう層そうタワーマンションである。これまで住んでいたアパートは、老ろう朽きゅう化かが進んで取とり壊こわされることになってしまったのだ。

「引ひっ越こして一年もしないうちに立たち退のきって、ほんとツイてない……。」

　だが体力なしの三玖にとって、階かい段だんの上り下りをしなくていいことだけはありがたい。ここなら、父のマルオが所有する三十階のペントハウスまでエレベーターで一直線だ。

「わっ！　綺き麗れいなままだ！」

　掃そう除じの行いき届とどいた部屋を見て、四葉が思わず声をあげた。

「江え端ばたさんでしょうか。」「ずっと掃除してくれてたのかも。」

　五月と三玖が言う。窓まどガラスは曇くもり一つなく磨みがき上あげられ、熱帯魚の水すい槽そうの中では、アロワナが何事もなかったかのように、白い鱗うろこを輝かがやかせて悠ゆう々ゆうと泳いでいる。

「やっぱ広くていいねぇ。」

　一花は腰こしに手を当て、吹ふき抜ぬけのリビングを見み渡わたした。思い出が詰つまったあの狭せまいアパートも悪くなかったが、散らかし屋の一花に居きょ住じゅう面積は重要な要よう素そである。

　二乃はさりげなくみんなから離はなれて、キッチンに向かった。

　ピカピカのシンクにそっと手を滑すべらせる。その顔に、小さなほほえみが浮うかんだ。




　五つ子たちが旭あさひ高校に転校して一年。カレンダーは九月になり、新学期が始まった。

「失礼しました。」

　放課後、四葉が職しょく員いん室しつを出ると、もう一つのドアから「失礼しました。」と五月が出てきた。スクールバッグを肩かたにかけ、ノートを胸むねに抱かかえている。

「あっ、五月。職員室で何してたの？」

「今日の授じゅ業ぎょうでわからない箇か所しょがあったので、質しつ問もんを……。」

「そっか。私わたしは学園祭のこと！　学級長中心でいろいろ決めてくれってさ。」

　廊ろう下かの掲けい示じ板ばんには、『第二十九回　旭高校学園祭　日ひの出で祭まつり』のポスターが貼はり出だされている。開かい催さい期間は、十月十三日から十五日までの三日間。出し物をする各部やクラスでは、早くも生徒たちが準じゅん備びに取りかかっていた。

「あれ？　学級長というと……。」

「あー……上杉さんはこういうお祭り、どうなんだろうね……。」

　話しながら、二人で一いっ緒しょに階かい段だんを下りていく。

「とにかく、三年生は屋台って習わしがあるんだって。唐から揚あげにフランクフルト、じゃがバターもいいよね。」

「すみません。このお話はまた今度。もうすぐ塾じゅくのお手伝いの時間です。」

　一階の昇しょう降こう口ぐちに来ると、五月は会え釈しゃくして下げ駄た箱ばこに向かった。

　大好きな食べ物の話なのに、いつになく五月の反はん応のうが薄うすい。

「うーん……。五月は食いつくと思ったのになぁ……。」

　意外そうに五月を見送ると、四葉は三年一組に戻もどってきた。話し声も物音もしないところをみると、みんな帰ってしまったのかもしれない。

　ドアの窓まどから教室をのぞき込こんだ四葉は、とっさに腰こしを屈かがめた。

　風太郎が一人だけ教室に残って勉強している！

「ん？　……なんだ、四葉か。」

　風太郎の声。遊園地の観かん覧らん車しゃのときと同じく、うさ耳リボンが窓からしっかり見えていたらしい。

　ドアを開け、おずおずと中に入っていく。

「……お取り込み中すみません……。え、えっと……。」

「学園祭の屋台のことか？」

「え……？」

「少し待ってろ。今は少しでも時間を無む駄だにできない。」

　ノートに目を戻もどし、問題を解ときながら風太郎が言った。

「はい……。」

　風太郎の席から少し離はなれた、斜ななめ後方にある自分の席にちょこんと座すわる。

　静かな放課後の教室に、カリカリとシャープペンシルの音だけがする。まだ暑さの居い座すわる午後五時、少しだけ秋色をした風が吹ふき込こんでカーテンを揺ゆらしていく。

　四葉の席から、勉強に集中している風太郎の横顔が見えた。その真しん剣けんな表ひょう情じょうから、目が離せなくなる。まさか、六年前のあの日からずっとがんばり続けていたなんて……。

　見つめているうち、高台の公園で見せてくれた風太郎の笑え顔がおを思い出した。

　ドクン……ドクン……。

　四葉は思わず胸むねを押おさえた。なんで今になってこんなに胸が高鳴るのか、自分でもよくわからない。

　そのとき、ふいに風太郎が言った。

「らいはに言われてな。一花のＣＭを見たんだが……。」

　白いＴシャツにショートパンツ姿すがたの一花が、真夏の砂すな浜はまを笑いながら駆かけていく──そんな爽さわやかなオープニングのあと、商品の炭たん酸さん飲料をゴクゴク飲んで、『忘わすれられない夏にしてあげる♪』と弾はじけるような笑え顔がおで視し聴ちょう者しゃを魅み了りょうする。

　一花の顔など見み慣なれたはずの風太郎でさえ、一いっ瞬しゅん目が釘くぎづけになってしまったほどだ。

　芸げい能のう関係にうとい風太郎は知らなかったが、一花が起用されたこのＣＭは、人気女じょ優ゆうへの登とう竜りゅう門もんと言われているらしい。

「すっかり大女優様だな。あいつはあいつの夢ゆめを叶かなえたわけだ。五月も教きょう師しを目指すとか、分ぶん不ふ相そう応おうな夢を持ってるみたいだしな。」

　風太郎はふと顔を上げ、四葉を振ふり返かえった。

「四葉。おまえは将しょう来らいなりたいものとかあるか？」

「え。突とつ然ぜんですね……。」

　うーん……と腕うでを組んで考かんがえ込こみ、「……考えたこともなかった。」と肩かたをすくめる。

「ま、おまえにはずば抜ぬけた身しん体たい能のう力りょくがあるからな。その方面なら、いろいろ選せん択たく肢しがあるだろう。」

　そう言うと、風太郎はノートを閉とじて立ち上がった。

「待たせたな。去年の屋台のデータを聞きき込こみに回るぞ。」

「え……。でも、いいんですか？　上杉さん、時間は無む駄だにできないって……。」

　教室を出て、先に階かい段だんを上がっていく風太郎の背せ中なかに言う。

「だからこそだ。最後の学校行事だ。無駄になんかしない。やるからには徹てっ底てい的てきに楽しむと決めた！」

　四葉はポカンとした。勉強星人の風太郎の口から、そんな言葉が出てこようとは……。

「時間は有ゆう限げんだ。いくらあっても足りない。」

　風太郎は四葉を振ふり返かえり、信しん頼らいのこもったまなざしを向けた。

「頼たよりにしてるぞ。」

　四葉の顔がぱあっと輝かがやく。

「……はい！　まかせてください！」

　四葉はうれしそうに階かい段だんを駆かけ上あがると、風太郎と肩かたを並ならべて歩きだした。




　翌よく日じつ、午後のホームルームでさっそく学園祭の話し合いが行われた。

「これが去年、人気があった屋台のメニューだ。」

　学級長の風太郎が教きょう壇だんに立って、黒板を指す。たこ焼きを筆頭に、チョコバナナ、焼き鳥、フランクフルト、チュロス、たこせんと、候こう補ほがずらっと書いてある。

「もちろん、これ以外にもやりたいことがある人は随ずい時じ教えてください。」

　隣となりに立った四葉が言うと、二乃がスッと手を挙げた。

「アタシはたこ焼きに一票。こういうのは奇きをてらわないほうがいいのよ。それに。」と目を細めて風太郎を見る。「アンタがその候こう補ほを調べてくれたんでしょ。」

「たこ焼きなら、バイトで磨みがいた俺おれの腕うでを見せてやるぜ！」

　前まえ田だが張はりきって言った。武たけ田だも「うん、楽しそうだね。」とキラキラ笑え顔がおで賛さん同どうする。

　このままたこ焼きに決まりそうな流れだったが、数人の女子はあきらかに不満そうだ。

「ほかにあるかー？」

　風太郎がきくと、葵あおいと椿つばきから「たい焼きやりたい！」「タピオカ！」という声が出た。ふと見ると、三玖も何か言いたそうにモジモジしている。

「三玖。何かやりたいか？」

「えっ。」

　三玖は言おうか言うまいか迷まよっているふうだったが、

「パンケーキ……。」

　ボソッと口にすると、たちまち女子が食いついた。パンケーキは最近大人気のスイーツだし、たこ焼きよりだんぜんオシャレだ。

「えーっと……去年までのデータにはないですね。」

　四葉がノートのリストを確かく認にんして、風太郎に報ほう告こくする。

「だが、ありかもな。ナイスアイディアだ。」

　たこ焼き反はん対たい派はの女子たちが三玖を取とり囲かこみ、「三玖ちゃんありがとー！」「私わたしもいいと思ってた！」「絶ぜっ対たい、可か愛わいいよねー！」と声をかけている。

　うれし恥はずかしそうにしている三玖を、前の席の二乃がチラッと振ふり返かえった。

「今日はこれまで。後日また話し合おう。」

　終業のチャイムが鳴り、風太郎が締しめくくった。とりあえず候こう補ほは絞しぼれたので、それぞれ必要な器材などを調べて予算を出すことにする。

　四葉が黒板に書いた意見をノートに記録していると、バンドを組んでいるクラスの男子が数人やってきた。

「中野さん。このライブステージって、俺おれたちも参加できるのかな？」

「もちろん！」

　そこへ、被ひ服ふく部ぶの女子生徒と男子生徒が手作りの服を持ってきた。

「被服部でこんな出し物するんだ。お客さん来るかなぁ……。」

「わー素す敵てきです！　指定の場所ならポスター貼はれるので、ぜひお手伝いさせてください。」

「ありがとー！」

　四葉の周りに、次から次へと人が集まってくる。

「四葉大人気……。」

　その様子を遠目に見ていた三玖が、ぼそりと言った。

「なぜ俺おれのところには誰だれも来ない……。」

　同じ学級長なのに、みんな風太郎が透とう明めい人間であるかのように前を素す通どおりしていく。

「人望。」

　二乃が的てき確かくに二文字でまとめた。

　黒板の前では、四葉がなおも質しつ問もん攻ぜめに遭あっている。

「中野さん、私わたしもいいかな？　親しん戚せきに招しょう待たい状じょう送りたいんだけど……。」とメガネの女子。

「ご用意してます！」

　四葉の手には、封ふう書しょの束がある。風太郎の知らぬ間に、一人で作ったらしい。

　招待状……二乃は空を見つめて考える顔つきをしていたが、表ひょう情じょうを切きり替かえて言った。

「それにしても、屋台ね。何を作るにしても腕うでが鳴るわ。」

「うん。腕が鳴る。」

　やる気満々の三玖の発言に、二乃と風太郎は思わず「え。」と目を瞬またたかせた。

「アンタ調理係する気!?　外からもお客さんが来るのよ！　下手したら周辺住民同時食しょく中ちゅう毒どくだわ！」

「私わたしだって上達してる。」

　ほっぺたをふくらませて反はん論ろんすると、三玖は二乃の目を見て言った。

「それに二乃もいる。なら安心。」

「も、もちろんよ！　アタシと一いっ緒しょに作れば、万に一つも失敗はないわ！」

　照れてそっぽを向く二乃。今回は三玖のほうが一枚まいうわてだったようだ。

　風太郎がそんな二人をほほえましく見守っていると、ようやく四葉がやってきた。

「ふー……お待たせ。」

「お疲つかれさま。」「アンタ、働きすぎじゃない？」

　三玖と二乃が次々声をかける。四葉は「えへへ。」と笑い、

「最後のイベントですもんね。一ミリも悔くいの残らない学園祭にしましょう！」

　まっすぐな言葉と、屈くっ託たくのない笑え顔がおを風太郎に向けた。

　そんな四葉がやけにまぶしくて、風太郎は答えられずに目をそらし、照れくさそうに前まえ髪がみをいじった。

（最後、か……。）

　一花と五月がいない、四人だけの帰り道。

　夕ゆう陽ひに照らされる陸橋を歩きながら、一いち抹まつの寂さびしさを覚える風太郎だった。




「フータローくん、わざわざ勉強を教えにきてもらってナンだけど……大学入試は大だい丈じょう夫ぶ？　学園祭の準じゅん備びも大変そうだし……。」

　ロケ先のホテルの一室で、備そなえつけの浴衣ゆかたを着た一花が言った。

「じつは今日、志し望ぼう校こうへの判はん定ていが返ってきてな……。」

　深しん刻こくそうな声に、問題を解といていた一花が「えっ。」と顔を上げる。

「や、やめろ！　見るな！　これだけは見られたくない！」

　手に持っていた判定用紙を隠かくすようにしてわざとらしく背せを向け、チラチラと一花を見る。

「あー、はいはい。よかったのね。」

「なんだ、つまらん……。」

　模も試し判はん定ていは『Ａ』。偏へん差さ値ち78・４、全国三位という驚きょう異いの成せい績せきである。

「言っておくけど、そんな芸当ができるのはもともと勉強ができるフータローくんだけ。みんなをちゃんとよろしくね。ここが正念場だよ。」

　長女として、妹たちの将しょう来らいを案じているらしい。

「心配ないさ。勉強も学園祭もきっと上う手まくいく。」風太郎は頼たのもしげに笑えみ、

「見てな、一花。最高の学園祭にしてやるぜ。」

と大おお見み得えを切ったのであるが、その翌よく日じつ──。




「いいかげんあきらめなさい男子！」

「おまえら女子こそあきらめろ！」

　たこ焼き派はの男子とパンケーキ派の女子、クラスを二分する争いが勃ぼっ発ぱつした。

　投票は見事に同数。学級長の立場上、風太郎と四葉は見守るほかに手立てがない。

「ふわっふわなパンケーキは、みんな大好きなんだから！」

　女子の急きゅう先せん鋒ぽうは、スイーツショップ巡めぐりが趣しゅ味みの愛まな未みだ。

「三玖ちゃんも言ってあげて！」と葵が迫せまる。

「え、えっと……。」

　三玖が口ごもっていると、間かん髪はつをいれず坊ぼう主ず頭あたまの山やま内うちが反はん撃げきしてきた。

「去年のデータ見ただろ！　たこ焼きが嫌きらいな日本人なんて存そん在ざいしねーよ！　ねっ、二乃さん！」

「まぁ……。」

　仏ぶっ頂ちょう面づらであいまいに答える二乃に、葵がすかさず詰つめ寄よる。

「二乃ちゃん、パンケーキ好きって言ってたじゃん。なんでそっちの味方するの？」

「噓うそですよね、二乃さん！」

　女子と男子の双そう方ほうから責せめ立たてられて、二乃の怒いかりゲージがＭＡＸマックスに達した。

「あーもうっ！　しかたないでしょ！　アタシが最初に提てい案あんしたんだもの、最後まで責せき任にん持つわ！」

　男子を指さして言うと、続けて女子を指さす。

「それと、食べるのと作るのでは話が別！　そのふわっふわのスフレパンケーキ、アタシだってたまに失敗するんだから！　これ以上の話し合いは無む駄だっ！　二つともやるしかないわ！」




「まさか、あんなことでクラスが二分するなんて……。」

　放課後、陸上トラックのスタンド席で、三玖がため息をついた。

「そうよ。なんでパンケーキなんて言いだしたのよ。」

　隣となりに座すわった二乃が、やや非ひ難なんがましく言う。

「フータローのお母さんが、よくパンを作ってくれたんだって。それでうちのこと思い出してみたら……。」

　三玖が遠くを見る。二乃も「まぁ、そうよね……。」と同じく遠い目で空を見上げた。

　あの空に浮うかんでいる雲のようにふわふわの、母の零奈が作ってくれたパンケーキ。五つ子が美お味いしそうに食べる姿すがたを、お母さんは穏おだやかなまなざしで見守っていたっけ……。

「あれこそ、ふわっふわだった……でも、あれは一いっ朝ちょう一いっ夕せきじゃ作れないわ。」

「作ったことあるんだ？」

「アタシの初めて挑ちょう戦せんした料理だわ。まだたこ焼きのほうがイージーね。」

　二乃は立ち上がって、「屋台ならなおさら。」と決意を固めるようにこぶしを握にぎる。

「だからって、あんな直球で言わなくても……。」

「嫌いやなのよ。陰かげでコソコソすんのは。」

　もしかしたら恨うらまれて嫌いや味みの一つくらい言われるかも……と思った矢先、パンケーキ派はのクラスの女子三人が、遠目にこちらをにらんでいるのが見えた。

　むしろ来てくれたほうがスッキリする。二乃が受けて立とうとしたとき、「二乃、三玖。」とスタンド席の上から風太郎が声をかけてきた。

「なんだ、一いっ緒しょだったか。」

「フータロー、どうしたの？」三玖がきくと、

「いや、それならいいんだ。まぁ今はいろいろ忙いそがしいが、せっかくの学園祭、楽しんでいこうぜ。」

　風太郎はどこかぎこちない様子で言い、きびすを返して去っていく。

「……なんなのよ。」と二乃。

「私わたし、フータローに用がある。先帰ってて。」

「三玖!?」

　あっけに取られている二乃を残して、三玖は風太郎を追いかけた。

「フータロー。」

　足を止めて振ふり返かえった風太郎の前まで来ると、三玖は言った。

「学園祭のまえに言っておきたいことがあって……。」

「そうか……。俺おれもおまえに言いたいことがあるんだ。」

　風太郎の真しん剣けんな表ひょう情じょうにドキリとする三玖。

「……それ、先に聞いていい？」

「ああ。聞いたぞ三玖。大学の模も試し判はん定てい、『Ａ』だったらしいな。やったじゃねーか。」

　三玖はウッと返事に詰つまった。それはそれでうれしい言葉だけれど、期待していたのとちがう。微び妙みょうな表ひょう情じょうの三玖には露つゆほども気づかず、「思えば長い道のりだった……。」と風太郎は感無量の面おも持もちで鼻び根こんを押おさえている。

「しかし、すべてはおまえらが大学に入学してくれたら報むくわれる！　俺も授じゅ業ぎょうした甲か斐いがあったってもんだな。」

　さらには手を握にぎりしめ、達成感を嚙かみしめる風太郎。

「そう、だね……。あのさ、フータロー。」

「ん？」

「つき合ってよ。」

　唐とう突とつな告こく白はくに、風太郎は目を丸くした。

「あ、ごめん！　今のは変な意味じゃなくて……。」

　誤ご解かいされたと気づいて、三玖はあわてて言った。

「今度の日曜日、一いっ緒しょにお出かけしよう。」




　下げ駄た箱ばこで五月が靴くつを履はき替かえていると、二乃がやってきた。

「あれ？　二乃もいま帰りですか？」

「そうね。一いっ緒しょに帰る人を探さがしてるトコ。」

「そうでしたか。それならすみません。私わたしはこれから塾じゅくに直ちょく接せつ向かいますので。」

「あっそ。真面目ね。」と背せを向ける。

「あの……二乃は模も試し判はん定てい、どうでしたか？」

「思ったほど悪くなかったわ。『Ｂ』だったかしら。」

　実力に見合った受験校を選んでいるので、妥だ当とうと言えば妥当……と、そのとき。

「うぅうううううう～～～～～～……。」

　うめき声にギョッとして振ふり返かえると、五月はこの世の終わりに恐きょう怖ふの大王と出会って絶ぜつ望ぼうの淵ふちに立たされたような、救すくいようのない顔をしている。

「うぅうううううう～～～～～～……。」

「えっ!?　なにっ!?」

「どうしましょう、二乃！　全力で取り組んでいるはずなのに──この結果です！　お先真っ暗です！」

　二乃の目の前に、『Ｄ』の判はん定てい結果を突つき出だす。

「しょせん私わたしはお母さんの真ま似ね事ごと！　学校の先生なんて、夢ゆめのまた夢なんです！　ううっ……うううう……。」

「お、落ち着きなさい！」

　二乃は五月を外に連れ出してベンチに座すわらせ、自分も隣となりに座って五月が落ち着くのを待った。高望みしない二乃とちがって、五月の志し望ぼうする教育大は偏へん差さ値ちが高いらしい。

「取とり乱みだしてしまいすみません……。先生は一度、親と相談したほうがいいと……。でも、そんなこと……。」

　涙なみだは引ひっ込こんだが、しゅんと肩かたを落とす。

「……してくれる親でもないか。」と二乃。

「い、いえっ！　そういう意味ではなく……これ以上、お父さんに心配をかけたくないんです。」

「は？　心配？　あの人がいつ……。」

「私わたしたちがここまで成長できたのは、お父さんのおかげ……。私もそう思えるようになってきました。」

　毎年、母の命日に中野家の墓はかに供そなえられている、白い菊きくの花束。

「あの花はまちがいなくお父さんです。直ちょく接せつ何かをしてもらったことは少ないですが、ずっと気にかけてくれてたんだと思いますよ。」

「そんなわけ……。」二乃は半はん信しん半はん疑ぎだ。

「ひとまず、下しも田ださん……塾じゅくでお世話になってる先生に相談してみます。それに近日、有名な講こう師しのかたによる特別教室が開かれるらしいのです。」

　五月が下田に見せてもらったチラシによると、無む堂どう仁じん之の介すけという英語の講師は、圧あっ倒とう的てきな授じゅ業ぎょう内容と指し導どう力りょくで全国の予よ備び校こうから引っぱりだこらしい。つるつるのハゲ頭にサンタクロースのような白い顎あごひげも、何やらカリスマめいている。

　しかしそのとき、五月は気づかなかった。零奈の教え子だった下田が、苦々しい顔でチラシの写真を見つめていたことに……。




「二乃。このまえ言われた招しょう待たい状じょう、用意してるけど。」

　翌よく日じつの放課後、教室に残っていた二乃に四葉が言った。

「やっぱやめとくわ。」

　二乃はそっけなく言って、教室を出ていく。

「えっ、いいの？」

　四葉も二乃のあとについて、教室を出た。

「パパを呼よぼうだなんて、いっときの気の迷まよいだわ。」

「私わたしはいいと思ったけどなー。」

　廊ろう下かでは、生徒たちが模も擬ぎ店てんの看かん板ばんや、張はり子こなどの小道具作りに勤いそしんでいる。

「どうせ来るはずない。家にだってほとんど姿すがたを見せずに、いっつも陰かげでコソコソしてるんだわ。」

「ハハハ、手て厳きびしい……。でも。」

　四葉が言いかけたとき、階かい段だんを下りようとした二乃が何かを見て足を止めた。

　階下に、昨日の女子三人組の姿すがたが見える。なんだか、不ふ穏おんな雰ふん囲い気きだ。

「アタシをにらんでた女子だわ。面めん倒どうなことになるまえに回かい避ひしておきましょう。」

　戻もどろうとしたとき、下から風太郎の声が聞こえてきた。

「おまえらの意見はよくわかった。」

　二乃と四葉が踊おどり場ばまで下りてこっそり盗ぬすみ見みると、風太郎が三人組と対たい峙じするように立っている。

「二乃が男子組の中にいるのはおかしい。あんな媚こびを売って、男子の誰だれかを狙ねらってるにちがいないと言いたいんだな？」

　媚を売るというより怒ど鳴なりちらしていた記き憶おくしかないが、前まえ髪がみをピンで留とめたロングヘアの女子は「そうだよ！」と風太郎に食ってかかった。

「もしその相手が祐ゆう輔すけだったら……。二乃ちゃんが相手なんて、私わたしに勝ち目ないよ……。」

　武田に片かた思おもいしているらしく、切なそうに目を伏ふせる。たこ焼きは建て前で、本当はそっちが不服だったわけだ。友達二人が、「桜さくら……。」「元気出して。」と慰なぐさめている。

「カンちがいだ。」

　きっぱり否ひ定ていすると、三人が「え？」と風太郎を見た。

「二乃の意中の相手はたこ焼き派はにいない。それだけはわかってる、安心してくれ。」

と言いつつ、きまり悪そうに目を泳がせる。

「信じられない！　なんで上杉くんにそんなことわかるの!?」

　絶ぜっ賛さん片思い中の桜は納なっ得とくせず、あらぬほうを向いた風太郎に詰つめ寄よった。

「学級長は中立の立場のため、どちらにも投票できないんだ……。」

「はぁ？　意味わからない！　関係ないじゃん！」

　正せい論ろんすぎるほどの正論。風太郎の顔を汗あせがダラダラ流れる。友達二人も、「そうだよ！」「そうよ！」と風太郎を責せめ立たてる。しかたがない。風太郎は腹はらをくくった。

「二乃は俺おれをすっ……好きだからなっ！」

　こわばったドヤ顔という、なんとも中ちゅう途と半はん端ぱな表情で自分を指さす。

　桜たちは鳩はとが豆まめ鉄でっ砲ぽうを食くらったような顔になった。

「だから、仲よくしてやってくれ。」

「う、上杉くん……。」

　桜が苦笑いを浮うかべ、風太郎に向かって憐あわれむように手を合わせる。

「妄もう想そうはやめよう。その設せっ定ていは二乃ちゃんがかわいそうだよ。」

「ち、ちがうっ！　本当に……。」

　風太郎たちのやりとりに二乃はあぜんとしていたが、やがてフフッと笑った。二乃を守ろうとしてくれた、風太郎の気持ちがうれしい。

　そんな二乃を見て、後ろにいる四葉がほほえんで言った。

「陰かげでコソコソも悪くないと思うな。きっと何か、理由があるんだよ。」

　二乃の脳のう裏りに、中学生のころの出来事がよみがえる。

　ある日、パンケーキ専せん門もん店てんを通りかかったときのことだ。母の味が恋こいしくなった二乃は、一いっ緒しょに入ってほしいと父に頼たのんだが、かたくなに聞き入れてもらえなかった。

　傷きずついた二乃があとから一人で帰き宅たくすると、リビングのテーブルの上に、パンケーキの材料と調理道具一式、そしてレシピ本までが用意されていた……。

　だからホームルームで三玖が「パンケーキ。」と提てい案あんしたとき、二乃の心に引っかかったのかもしれない。

　二乃は顔を上げると、心を決めたように言った。

「四葉。招しょう待たい状じょうの文面は一いっ緒しょに考えて。」




　数日後、二乃からの招待状が病院の院長室に届とどいた。

「おまえの入室を許きょ可かした覚えはない。すぐに出ていけ──上杉。」

　マルオのデスクの前に立っているのは、上杉は上杉でも、マルオの高校時代の同級生である風太郎の父・勇いさ也なりだ。

「おいおい、ずいぶん水みずくせぇじゃねーか。いい情じょう報ほう知らせにきてやったのによぉ。」

　勇也が手にしているそれを見て、マルオの目が棘とげを含ふくんでスッと細くなる。

「あいつが来てるぜ。十数年ぶりだ。」

　勇也がマルオに見せたのは、無堂仁之介による特別教室のチラシであった。




　約束の日曜日、風太郎は三玖と二人で水族館にやってきた。

　ペンギン水すい槽そうの前に来ると、ちょうど飼し育いく員いんによるフィーディングタイムだった。餌えさやりをしながらペンギンの紹しょう介かいや生せい態たいの解かい説せつをしたりと、なかなか盛もりだくさんである。

『こっちがアンちゃん。その後ろにいるのがサンちゃんです。』

　飼育員のお姉さんが、ペンギンの群れから一羽わを抱かかえ上あげた。

『さて、みなさんに問題です。この子の名前はなんだったでしょーか？』

「みんな同じ顔じゃん。」「ちがいわかんないよね。」

　風太郎の耳に、隣となりのカップルの会話が聞こえてきた。

　三玖はアクリルガラスにぺたっと顔をくっつけ、必死の形相で「当ててあげたい……。」とペンギンを凝ぎょう視ししている。

『正せい解かい！　似にてるのも当然で、この五羽は姉し妹まいのペンギンちゃんなんです！』

　お姉さんが、抱えていたペンギンを四羽わの群れの中に戻もどした。

「おまえらみたいだな。」と風太郎。

「言われてみるとあれ、二乃っぽい。」

　三玖が指さしているのは、五羽の中でひと際きわうるさく鳴いているペンギンだ。

「じゃあ、あいつが三玖か？」

　列をなして歩いていく四羽の最さい後こう尾びで、ドタッとコケた運動オンチの一羽である。

「フータロー……！」

　ほっぺたをふくらませる三玖に、風太郎がヒヒヒと意地悪そうに笑う。

　四羽のペンギンが次々と水の中に飛とび込こんでいく。しかし出で遅おくれた三玖ペンギンは、飛び込むのを躊ちゅう躇ちょして羽をばたつかせるばかりだ。

　──ひとまず、大学に行ってからでも遅おそくないかも……。

　そんな考えがチラッと三玖の頭をよぎったとき。三玖ペンギンは震ふるえながら水の中をのぞき込み、思いきったように空中へ跳とんだ。

　その瞬しゅん間かん、心を決めた三玖も隣となりに立っている風太郎を見つめて言った。

「フータロー……私わたし、料理の勉強したい。」

　風太郎が絶ぜっ句くして目を見開く。

「だから大学には行けない。ごめんね、フータロー。」

　あんなに喜よろこんでくれたのに、風太郎には心から申もうし訳わけなく思う。でも、勇ゆう敢かんなファーストペンギンにはなれなくても、跳とべないペンギンにはなりたくない……。

　風太郎は小さくため息をつくと、ゆっくりと口を開いた。

「そうか……。おまえが決めたのなら応おう援えんするぞ。」

　三玖がホッとして視し線せんを上げると、風太郎は固く目を閉とじ、口を真一文字に結んでいる。

（すごい複ふく雑ざつな顔してる！）

　本当はいろいろ言いたいのを、必死に我が慢まんしているにちがいない。

　水すい槽そうの中では、五人姉し妹まいのペンギンたちが自じ由ゆう自じ在ざいに泳ぎ回っている。

「そうだよな……。専せん門もん学がっ校こう……それもありだよな……。」

　風太郎はやっと言葉を吐はき出だした。

　屋台を二つ出すことになって、学級長の風太郎と四葉は文字どおり東とう奔ほん西せい走そうの毎日を送っている。正直、貴き重ちょうな勉強時間である休日に出かけるのは気が進まなかったが、あの三玖が誘さそってきたからには何かあると思ってはいた……。

　そんな風太郎に、三玖は真正面から向き合った。

「大学に行くのもまちがいじゃないと思う。何が正せい解かいかわからない。でも──もう自分の夢ゆめに進みたくてしかたない。」

　自信を失い暗くなりがちだった三玖の瞳ひとみが、未来への希望にキラキラ輝かがやいている。

「それを伝えたかった。フータローは私わたしにとって特別な人だから。」

「！　それって……。」

「もちろん、変な意味で。」

　頰ほおを染そめてイタズラっぽくほほえむ三玖に、風太郎はつかのま目を奪うばわれた。

　……このタイミングで、三玖がなぜこんな話をしたのか。決して進路だけの話ではないはずだ。

　タワーマンションの前まで送ってくると、三玖はクルッと風太郎に向き直った。

「私は伝えたよ。じゃあ次、フータローの番ね。」

　なんだか急に大人になったみたいだ──風太郎は、帰っていく三玖の背せ中なかをじっと見つめた。

（俺おれの伝えなければいけないことは……。）




「お兄ちゃん、おかえりー！」

　台所でカレーの鍋なべをおたまでかき回しながら、らいはが迎むかえてくれる。

　いい匂においのする部屋に入った風太郎は、異い物ぶつを飲のみ込こんだかのような顔になった。

「……なぜおまえがうちにいる？」

　五月が、お客様然として座すわっている。姉し妹まいげんかした様子はないし、また家出してきたわけではあるまい。さては、カレーの匂いを嗅かぎつけたか？

「こちらです。四葉が上杉くんに渡わたした覚えがないと言うので。」

　五月がカバンから学園祭の招しょう待たい状じょうを出して、風太郎にさしだした。

「お、おう……。悪いな……。」気まずい顔で五月から受け取る。

　中に出し物の無む料りょう券けんや屋台の割わり引びき券けんが入っているので、家計の苦しい上杉家には貴き重ちょうである。

「はーい！　カレーできましたよー！」

「い、いただきますっ！」

　らいはの声に、待ってましたとばかり五月が手を挙げた。




　夕食を終えて外に出ると、空には星が瞬またたいていた。

「おまえ、こんなことしてていいのか？　聞いたぞ、判はん定てい……。」

　カレーのおかわりまでしっかりたいらげた五月を、近くのバス停ていまで送っていく。

「うっ……。だからって志し望ぼう校こうをあきらめたりしません！　学園祭返上の覚かく悟ごでがんばります！」

「頼たのむぞ。入ってもらわなきゃ困こまる。これで落ちたら、俺おれのやってきたことが無意味になっちまうからな。」

「それはちがいますよ。」

「……？」

「女じょ優ゆうを目指した一花、調ちょう理り師しを目指した三玖との時間は無意味だったのでしょうか。」

　五月の言葉に、風太郎は小さく笑った。

「そうは思いたくないな……。」

「私わたしたちの関係は、すでに家庭教きょう師しと生徒という枠わくだけでは語ることができません。」

　ガードレール越ごしに街の明かりを見やって言うと、五月は風太郎を振ふり返かえった。

「上杉くん。たとえこの先、失敗が待ち受けていたとしても……この学校に来なかったら……あなたと出会わなければなんて、後こう悔かいすることはないでしょう。」

　夜風に髪かみをなびかせながら、一点の曇くもりもない目で言い切る。

　一花……二乃……三玖……四葉……五月……それぞれとの一いっ瞬しゅん一いっ瞬しゅんが、風太郎の脳のう裏りをかすめていく。

　五つ子との毎日が楽しくて、問題を先送りにしたまま風太郎は今日まで来てしまった。自分の気持ちを見つけ出そうとして、『高校生のための恋れん愛あいガイド』なる本も読んでみたが、この世はけっきょく、本や教科書ではわからないことばかりだ。

（この関係は無意味じゃなかった……。）

　あれこれ考えるより、やってみてわかることもある。

（……次は、俺おれの番だ。）




　その朝、学園祭の開かい催さいを告つげる花火が高らかに上がった。

　入場ゲートの向こうにはずらりと屋台が並ならび、出し物をする各教室は飾かざりつけがされ、すっかり準じゅん備びが整っている。

『ご来場のみなさまは体育館にお集まりください！　第二十九回旭高校「日の出祭」開会式を執とり行おこないます。』

　学園祭のそろいのＴシャツを着た生徒たちが、ウキウキした足取りで体育館に向かう。

　そんな中、風太郎は五つ子たちにメールを一いっ斉せい送信した。




『学園祭初日　十五時に教室に来てくれ』





＊






　ステージの幕まくがゆっくりと上がっていく。

『まずはわが校が誇ほこる、女子生徒ユニットによるオープニングアクトです！』

　アイドルっぽい衣い装しょうを着た女子生徒たちが登場すると、体育館に詰つめかけた生徒たちから大きな歓かん声せいがあがった。

「まぁ！」目を輝かがやかせる五月と、「うわぁ……。」ドン引きの三玖。

　ユニットのセンターを務つとめるのは、なんと二乃である。

　ポップな楽曲と可か愛わいい振ふり付つけのアイドルダンスに、観かん衆しゅうはノリノリだ。

　学園祭Ｔシャツを着た四葉と風太郎は、舞ぶ台たい袖そでから二乃たちのステージを見ていた。

「二乃、かっこいい！」

「あいつ、よく参加したな……。」

　上から目線で腕うで組ぐみしているふだんの女王様キャラからは想そう像ぞうもできない。

（……なんでアタシがこんな目にっ!!）

　歌うたい踊おどる二乃の顔は、赤いステージ衣い装しょうに負けないくらい真っ赤だった。




『第二十九回「日の出祭」、開かい幕まくです！』

　学園祭初日は朝から多くの来場者があり、らいはも勇也と一いっ緒しょに足を運んでいた。

「うわぁ～……。」

　焼きそば、クレープ、フランクフルト、かき氷にじゃがバター。らいはは屋台に目を輝かがやかせているが、勇也はまるで何かを警けい戒かいしているふうに周しゅう囲いに目を走らせている。

　三年一組の屋台では、三玖がホットプレートでふわふわのパンケーキを焼いていた。

「生き地じはツノが立つまでかき混まぜて、プレートにはなるべく高く盛もること……。」

「三玖ちゃんうまっ！」「誰だれに教わったの？」

　葵や愛未は、三玖の手て際ぎわのよさにびっくりしている。

「バイト先で……。」

「あっ、お客さん来たよ！」

　招しょう待たい客きゃくがわらわらとやってきた。順調な滑すべり出だしで、このままいけば売り上げ一位を狙ねらえるかもしれないと、女子たちは盛り上がっている。

　一いっ生しょうけんめいパンケーキを焼きながら、三玖は手もとに置いたスマホをチラッと見た。

（十五時までに落ち着いてくれるかな……。）




　学園祭実行委員の四葉は、屋台の安全点てん検けんに回っていた。

「よし！　点検はもう全部回ったかな。」

　クリップボードのチェックシートに記入して、頼たのまれた手伝いにいこうと走っていく。

「あっ、四葉……。」

　アイドル衣い装しょうの上に制せい服ふくのジャケットを羽は織おった二乃が、四葉を追いかけようと隠かくれていた植うえ込こみから姿すがたを現あらわした。

「わっ！　レッドだ！　オープニングのダンス、めっちゃ可か愛わいかったです！」

「私わたし、ファンになっちゃった！」

「よかったらうちのアメリカンドッグ、食べてください！」

　ステージを見た来場客や生徒に見つかって、あっという間に取とり囲かこまれる。

「ど、どーも……。」

　二乃は引きつりつつ、小首をかしげて愛想よくニコッと笑った。

「屋台の様子を見にいきたかったけど……。一花っていつもこんな気分なのかしら……。」

　なんとか学食に逃にげ込こんでため息をついていると、「二乃！」と声をかけられた。

　ビクッとして顔を上げる。

「って、何よ……五月じゃない。」

　メガネをかけ、テーブルにノートを広げて勉強している。

「先ほどは見事なダンスでしたね。まさに学園祭という感じです。」

「アンタは学園祭だってのに何してんのよ……。」

「あはは……。十五時までには終わらせますので、ご安心を。」

　とはいえ、食べ物の屋台の呼よび込こみが時おり集中を妨さまたげるのであるが……。

「はぁ……疲つかれたわ。フーくんはどこにいるのかしら……。」

　二乃はぐったりと椅い子すに座すわりながら言った。




　そのころ風太郎は中庭にいて、招しょう待たい客きゃくを学食の建物まで案内していた。

「こちらになります。」

　誰だれでも利用できるように開放してあり、五月もここで勉強しているはずだ。

「道案内ご苦労。きみはすばらしい若わか者ものだ。」

　逆さかさまにしても人間の顔に見える騙だまし絵えみたいな、ハゲ頭に白い顎あごひげのおっさんだ。

　その客が去っていくと、風太郎は深いため息をついた。器材を運んだり、迷まい子ごの親を探さがしたり、ケンカの仲ちゅう裁さいをしたり。まだ初日だというのに目の回るような忙いそがしさである。

　そこへ、別のクラスの実行委員の女子が小走りにやってきた。

「上杉くん！　ここ休きゅう憩けい所じょにしたいんだけど、どうしたらいいかな？」

「あ、ああ……。」

　スマホで時間を確かく認にんすると、十四時じ三十分ぷん過すぎ。約束の時間が近づいている。




　教室のドアがガラッと開いて、エプロンを着けたままの三玖が駆かけ込こんできた。

「お待たせっ。」

　四葉が「三玖、おっつー！」と手を振ふる。

「遅おそい。遅ち刻こくよ。」と二乃が軽くにらんだ。壁かべの時計は、十五時二十五分を指している。

「ともかく、これで全員そろいましたね。」と五月。

「いや、まだ一人……。」

　風太郎が言ったとき、再ふたたびドアが開いた。振ふり返かえった三玖が破は顔がんする。

「一花！」

　私し服ふくの一花が、「や！」と手を上げて入ってきた。

「来てたんだ！」「なんで連れん絡らくよこさないのよ。」

　四葉も二乃も、うれしそうに声をかける。

「よく騒さわぎにならなかったね。」と三玖が言う。

　ＣＭの大ヒットもあり、いまや一花は全国的に顔を知られる新進女じょ優ゆうである。それに、ちょっと見ないあいだにまた一いち段だんときれいになった。

「あはは、なんとかねー。」

　じつはカツラで二乃に変へん装そうしたのだが、なぜか多くの人に追い回されて、やっと振り切ってきたのだ。

「これで本当に全員集合だ。」

　風太郎が、五つ子たちから少し離はなれた机つくえに腰こしかけて言った。

「やっぱこの感じが落ち着くよね。」

　笑え顔がおになる四葉に、「たしかにそうだね。」と三玖。

「せっかくだし、食べよっか。」と一花が言った。

　机の上には、たい焼きやドーナツ、チュロスにパンケーキ、焼きとうもろこし、アメリカンドッグ、フライドポテトなどが所ところ狭せましと並ならんでいる。

「屋台でたくさん買ってきたんだー！」

　安全点てん検けんのついでに、四葉があちこちで確かく保ほしておいたのである。

「私わたしずっと我が慢まんしてました！」

　舌したなめずりせんばかりの五月に、みんながどっと笑う。

　風太郎は、楽しそうにワイワイはしゃいでいる五つ子たちをしばらく眺ながめていた。

　出会ってから、まだたったの一年ちょっと。想そう像ぞうもしていなかった。自分にとって、五人がこれほどかけがえのない存そん在ざいになろうとは──。

　やがて小さく息を吸すうと、風太郎は言った。

「俺おれは、おまえたち五人が好きだ。」

　二乃が「ぶっ!?」とジュースを吹ふき出だした。三玖は顔が真っ赤、ほかの姉し妹まいも同様だ。

「いきなり来たね……。」と一花が苦く笑しょうする。

「ど、どういう意味ですかっ……？」

　フランクフルトを手に持ったまま五月がうろたえた声できくと、風太郎は、真しん摯しなまなざしを五人に向けた。

「この六人で、ずっとこのままの関係でいられたらと願ってる。だが、答えを出さなければいけないと思う。」

　それが、学園祭の最中に風太郎がわざわざ五つ子を呼よびだした理由──。

　二乃は声も出せないでいる。だが、三玖は受け止める覚かく悟ごを決めた。

「フータロー……いいよ。」

「そうか……。」

　五つ子たちが、ドキドキしながら次の言葉を待つ。

　──と、真しん剣けんそのものだった風太郎の顔が、急に真っ赤になった。

「とはいえ、こんな祭りの最中に言うほど俺おれも野や暮ぼじゃない。俺も俺で整理しきれていないからな。最終日まで時間をくれ。」

　目をそらして言うと、机つくえを下りてぺこりと頭を下げる。

　三玖は一いっ瞬しゅんポカンとしたが、しょうがないなあというように笑えんで息をついた。

「もーっ！　何それ！　なんだか拍ひょう子し抜ぬけ……。」

　二乃は安あん堵ど半分、落らく胆たん半分といったところ。

「じゃあ気を取り直して、乾かん杯ぱいしますか。」と一花が紙コップを手に取る。

「私わたしオレンジ！」

「抹まっ茶ちゃソーダは？」

「ないわよ！」

　無む駄だに元気な四葉、掛かけ合あいのような三玖と二乃のやりとり。

　クスッと笑って緊きん張ちょうが解とけた風太郎に、五月が話しかけてきた。

「ようやく……といったところでしょうか。この難なん問もんを解くまで、ずいぶん時間がかかりましたね。」

「からかうなよ……。」

「ですが、うらやましいかぎりです。」

　何かあったのか、五月はどこか憂うれいを含ふくんだ表ひょう情じょうで言う。その意味がわからないでいると、三玖が「はい、フータローの分。」と紙コップを渡わたしてくれた。

　それぞれ紙コップを手にすると、一花が乾かん杯ぱいの音おん頭どを取る。

「それじゃ、学園祭初日。無事終しゅう了りょうを祝して……。」

「「「「「「かんぱーーーい！」」」」」」

　明るい声とともに、六つの紙コップが合わさった。
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『みなさーん、日の出祭も二日目！　本日は来てくれたお客様に突とつ撃げきインタビューしちゃいますよー！』

　放送部の椿が撮さつ影えいしていると、突とつ然ぜん、横からマイクを奪うばい取とられた。

『中野さん見てる？　私わたしのこと覚えてるよね？　会いにきたよ、まだ走ってる？』

　陸上部の元部長・江え場ばである。卒業しても、四葉の走りが忘わすれられないらしい。

「マイク取らないでくださいっ！」

　奪うばい返かえしたマイクを椿が父ふ兄けいらしきシュッとした男だん性せいに向けるも、「すまない、失礼するよ。」と去ってしまった。

「そんな～……。では気を取り直して！　そこのお姉さん！　あなたの目当てはなんですか？」

　次に椿が声をかけたのは、同年代の長い黒くろ髪かみの女の子だ。

「私わたしですか？」と口もとに笑えみが浮うかぶ。

「私は、幼おさななじみに会いに。」




「上杉くんの今日の仕事はなし！」

　まとめ役の実行委員の女子が、チェックシートを見ながら言った。今ある仕事は、全部ほかの学級長がやってくれるという。

「せっかくだし、学園祭楽しんできなよ。」

「はぁ……。」

　急に暇ひまになっても、それはそれで困こまる。勇也とらいはも、二日続けては来ないだろう。

（楽しむも何も、食べ歩きする金もねぇし……。）

　屋台が立たち並ならぶグラウンドをフラフラ歩きながら、ポケットをごそっと漁あさる。

（そういや、あそこなら行けるか……。）

　風太郎が階かい段だんを下りていると、「あっ、いたいた。」と上で声がした。

　振ふり返かえると、同どう年ねん齢れいくらいの女の子が、笑え顔がおで風太郎を見ている。

　長い黒くろ髪かみ。白いシャツに黒のサブリナパンツというシンプルな服ふく装そう。しっかり者で頭のよさげな、いかにも学級委員などしていそうなタイプ……。

「風太郎、大きくなったね。」

　名前を呼よばれて、突とっ風ぷうのように小学校時代の面おも影かげが頭に浮うかんだ。

「……た、竹たけ林ばやし。」

　夢ゆめにも思わなかった、懐なつかしい幼おさななじみとの再さい会かいである！




「あ！　風太郎へたくそ！　だからもっと左だって。」

　竹林につき合わされて射しゃ的てきに挑いどんだものの、風太郎のコルク弾だんはことごとく景品を避よけていく。

「おまえが隣となりでうるせーんだよ。」

　仕切りたがりなところは、昔と少しも変わってない。

「あっ、あれ欲ほしいな！　次あれ狙ねらってよ！」

　誰だれが見ても、学園祭を楽しんでいるラブラブカップルだ。

　二人のいる射的の屋台にほど近い校こう舎しゃの陰かげから、不ふ穏おんなオーラがダダ漏もれていた。

「へぇ……。昨日私わたしたちにあんなこと言っておいて、今日は別の子とデートですか……。」

　風太郎を探さがしていた三玖と四葉が、声を聞きつけて二人の様子をのぞき見していた。

「あ……はは……。上杉さんもすみに置けないね……。」

　考えてみれば、風太郎は五つ子の中から選ぶなんてひと言も言ってない。彼かの女じょができたという報ほう告こくかも──三玖のネガティブ思考が炸さく裂れつしそうになったとき。

「風太郎、こっち来て！」

　竹林が、風太郎の手を取って歩きだした。

「お、おい……。」

　三玖と四葉に衝しょう撃げきが走ったのは言うまでもない。

　しかも二人が歩いていったのは、三年一組の屋台があるほうである。

「パンケーキいかがですか～。」

　五月が『ふわふわパンケーキ』のプレートを掲かかげ、二乃と二人で呼よび込こみをしていた。

「風太郎、パンケーキだって！　食べようよ！」

　当然、二乃は凍こおりついた。風太郎が見知らぬ女子と仲よく手をつないでいる！

「ふ、フーくん……？」

「ああ……ここは俺おれのクラスの屋台だ。」

　竹林に言いながら、さりげなく手を外す風太郎。

「そうなんだ。」

　竹林は風太郎の後頭部に手をやって頭を下げさせ、自らもペコッとお辞じ儀ぎした。

「いつもうちの風太郎がお世話になってます。」

　圧あっ倒とう的てき本ほん妻さい感かんに、「うちの……。」と言ったきりリアクション不ふ能のうに陥おちいる五月。

「どちらさまですかー？」

　ひそかに怒いかりをたぎらせつつ、二乃が引きつり笑いでたずねる。

「初めまして、竹林と申します。風太郎とは、小学生からの幼おさななじみです。」

「あらそう。アタシたちも同級生だけど、教きょう師しと生徒──いわば同級生以上の関係と言っても過か言ごんじゃないわ。」

　鼻っ柱の強さなら二乃も負けない。一歩前に出て、あからさまな臨りん戦せん態たい勢せいに入る。

　すると竹林は、「そうなんだ！　奇き遇ぐうですね！」と二乃の手を握にぎりしめた。

「私わたしも風太郎に勉強を教えたんです。ずっと言うこと聞かなかった問題児に頼たのまれたときは驚おどろいたなー。」

　校こう舎しゃの陰かげで、竹林の話を聞いた四葉はハッとなった。

「いや、こいつらが俺おれの生徒……。」風太郎が訂てい正せいする。

「あ、そうなんだ？　じゃあこれではっきりしたね。私とあなたたち、どちらがより親しん密みつなのか。」

　二乃と五月に勝利宣せん言げんする竹林を見て、三玖はきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。これ以上、黙だまって聞いていられない。

「四葉、私わたしもう……。」

　その瞬しゅん間かん、四葉が先に校こう舎しゃの陰かげから飛び出していった。

「わ、私のほうが上杉さんのこと……。」

　四葉が思わず口走りそうになったとき、ずっと黙っていた五月が竹林に向かい、ニコッと笑って言った。

「ありがとうございます。もしそれが本当ならば、私たちは間かん接せつ的てきにあなたのお世話になったと言えます。上杉くんと過すごした時間は、あなたに負けてしまいそうです。」

　勝かち誇ほこったように笑えむ竹林に、五月が静かに、だが強きょう烈れつな一いち撃げきをお見み舞まいした。

「しかし、その深さでは負けるつもりはありません。」

　にらみ合うように対たい峙じした二人のかたわらで、風太郎は居いたたまれずに言った。

「おまえら……こっ恥ぱずかしいからやめてくれ……。」

　その顔が赤い。われに返った五月も赤面する。

「それに竹林……あんまりからかうな。こいつらは俺おれの数少ない友人だ。全員が特別に決まってる。」

　めったに口に出さない風太郎の本音を聞き、二乃と五月は驚おどろくやらうれしいやらで言葉もない。

「本当に大きくなったね……。」

　竹林は目を伏ふせてフッと笑うと、顔を上げて言った。

「二人ともごめんね。パンケーキ一つください。」

「は、はいっ。」

　五月が竹林を屋台に案内していく。

　あの子がどんな存そん在ざいなのか二乃にはわからないけれど、風太郎の中に誰だれか特別な人がいるという事実は変わらない。

「……フーくん！」

　竹林と話している風太郎に声をかける。

「アタシの気持ちは、ずっと変わらないから！」

　だからこうして、ただまっすぐに思いを伝えるしかない。

　一方、飛び出したはいいが出番を失った四葉は、その場に立たち尽つくしていた。

「四葉……。」

　三玖は驚おどろいた。いつも能のう天てん気きな四葉が、あんなふうに感かん情じょう的てきになるなんて……。

「ごめん、仕事の続きしないと……。」

　四葉はきびすを返し、逃にげるように駆かけだしていった。




　陸橋の上で、参考書を広げたメガネの男子高校生──真さな田だが竹林を待っていた。

「お疲つかれ。どうだった？」

「うん。風太郎、元気そうだったし、五つ子のみんなもいい子だった。」

　まさか風太郎と同じ学校にいるとは思わずビックリしてしまったけれど、あの子に会えてよかった。

「え？　五つ子……？」真田は不思議そうにしている。

　風太郎が竹林と真田に勉強を教えてくれと頼たのんできたのは、六年生の修しゅう学がく旅りょ行こうから帰ってすぐのことだった。

　──俺おれは何もない空っぽの人間だ。一つでも誇ほこれる何かが欲ほしいんだ。

　その後の血の滲にじむような風太郎の努力を、竹林は知っている。風太郎が〝何か〟を見つけていればいい。ずっと気になっていたけれど、今の風太郎なら、きっとうまくいく。

「……がんばりなよ、風太郎。」

　竹林は夕焼け空を見上げ、大切な幼おさななじみにエールを送った。




　この選せん択たくが……あるいは、この選択をすることは正しかったのだろうか。そんなことを考えるには、三日間はあまりに短すぎた。

　校庭では、後夜祭のキャンプファイヤーが行われている。

　それでも──。

　風太郎は心に決意を秘ひめ、がらんとした屋台のあいだを歩いていく。




『これにて、旭高校学園祭、後夜祭……すべてのスケジュールを終しゅう了りょうとします。』







　五つ子たちと風太郎の、短いようで長かった物語の幕まくが降おりようとしている。

　けれど、結末を迎むかえるのはまだ早い。

　ここで時を二日前にさかのぼり、五つ子たちの、それぞれの最後の祭りを語ることにしよう。





第二話　最後の祭りが一いち花かの場合







「タクシー遅おそいな……。」

　学園祭一日目。学校の正門前で、一いち花かを見送る風ふう太た郎ろうが言った。

　明日も撮さつ影えいがあり、一花はほとんどとんぼ返りだ。けれど、六人で過すごす時間はやっぱり楽しい。じつは学園祭に来てほしいとメールをもらったとき、恥はずかしながら一花は自分だけかと少しだけ期待してしまった。それにけっきょく、風太郎の答えは聞けなかった……。

「あのさ……。」

　一花が言いかけたとき、他校の男子高校生が二人、正門から出てきた。

「そういや中なか野の一花、この学校に通ってるらしいぜ。」

　ハッとして一花が帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶる。

「中野一花かぁ～。このまえのドラマ、マジ可か愛わいかったよな～。」

「あ～！　俺おれもドラマみたいに一花ちゃんとキスして～！」

　男子高校生たちは一花に気づかず、雑ざつ談だんしながら通とおり過すぎていった。

　風太郎が、何か言いたげに一花をチラリと見る。今の話が気になっているらしい。

「うーん？　もしかして、私わたしがキスしてたのショック？」

「いや……。」

「女じょ優ゆうだよ？　そういうこともあるよ。」

「そういうわけじゃ……。」

「だよね。フータローくんだって経けい験けん済ずみだもんね。」

　意味深な小声で言うと、風太郎は露ろ骨こつに動どう揺ようして目をそむけた。

「な、なんでおまえが……。ってか、あれは事じ故こで……。」

「へー、本当にしてたんだ。で、誰だれと？」

　ぽかんとしている風太郎に、ニヤニヤしてきく。

　一花にカマをかけられたとわかったが、時すでに遅おそし。風太郎は再ふたたび目を泳がせる。

「わ、わかんねーよ。あのときは全員が五い月つきの変へん装そうをしてたし。」

「ふーん。で？　誰だれだと思うの？」

　一花が問とい詰つめていると、タクシーが走ってきて停てい車しゃした。

「タクシー来たぞ。」

「命拾いしたね～。」

　笑ってタクシーに乗のり込こもうとした一花は、ふと思い直して足を止めた。

「あのさ……もう学園祭に来られないかもしれないから……。いま答えを聞いちゃダメかな？」

　思いきって風太郎を振ふり返かえる。このままじゃ、もやもやして仕事に集中できないし……と思いながらも、一花はつい弱気になる。

「べ、別にまだ迷まよってるなら……。」

「わかった。」

　今度は目をそらさず、風太郎は一花をひたと見すえる。

　一花は息を凝こらした。自分じゃなくていい。二に乃のでも、三み玖くでも……姉し妹まいの誰だれであっても、この気持ちに区切りがつけられる。

　一秒が永えい遠えんに思えた、次の瞬しゅん間かん──風太郎が口を開いた。

「誰も選ばない……それが、俺おれの答えだ。」




「サイテー！　いつまでも甘あまいこと言ってんじゃねーよ！」

　一花は渾こん身しんの力でビンタをかました。

「オッケー！　いいじゃん！　これで決まり！」

　監かん督とくはじめスタッフ一同から、迫はく真しんの演えん技ぎに大だい絶ぜっ賛さんが浴びせられる。

「だ、大だい丈じょう夫ぶですか……？」

　一花がオロオロして声をかけると、共きょう演えんの男だん優ゆうは涙なみだ目めで言った。

「一花ちゃん、なんかやり慣なれてない……？」

　ほっぺたが赤く腫はれている。つい力が入ってしまったのは、やり慣れているわけではなく、過か剰じょうに感かん情じょう移い入にゅうしてしまったせいだ。

　撮さつ影えいを終えた一花は、大きく伸のびをしながら控ひかえ室しつに向かった。

「ふー、今日もがんばった！　ホテルに戻もどって寝ねよっと……。」

　一日八時間は寝ないと調子が出ないのに、撮さつ影えいに入るとなかなか睡すい眠みん時間がとれない。

　ふと、昨日の風太郎の〝答え〟が頭をかすめる。

　風太郎らしいと言えば風太郎らしい。でも、ちょっと意い気く地じがなさすぎない……!?

　少しばかりムカムカしていると、所しょ属ぞく事じ務む所しょの社長が血相変えて走ってきた。

「一花ちゃん大変だ！」

「社長……？」嫌いやな予感がする。

「さっき電話があって……妹さんが倒たおれたそうだ。」




「元気そうで安心したよ。しっかり休んでなよ。」

　一花が見み舞まいを終えてドアを閉しめると、廊ろう下かから足音が近づいてきた。

「二乃……フータローくん……。」

「一花も来てたのね。」

　屋台を抜ぬけてきたのか、二乃はエプロンをつけたままだ。

「うん……電話したんだけど、いてもたってもいられなくて……。みんなの様子は？」

「いったん落ち着いたところよ。アタシたちは大だい丈じょう夫ぶだから、ひとまず心配しないで。」

「そっか……よかった。」

　すると、二乃がいま来た廊ろう下かを戻もどりはじめた。

「後あと片かたづけがまだだから、学校に戻るわ。フーくんは一花を送ってあげなさい。」

「お、おう……。」

　二乃が去り、一花と二人きりになると、風太郎がなんとなく気まずい顔になる。

「……じゃあ、今日は家に帰るね。」

　きびすを返した一花は、数歩歩いてから、ぴたっと足を止めて振ふり返かえった。

「フータローくんは、もう今日の仕事は終わった？」

「まぁ……。」

「じゃあ、少し歩こうよ。」

　十時を過すぎて二人が病院を出ると、ひんやりした夜気が肌はだにふれた。

「わっ。ここ意外と広いんだね。フータローくん、覚えてる？」

「花火大会の会場だろ。」

　浴衣ゆかた姿すがたの五つ子たちと歩いた夜の通りにも、秋の気配が色いろ濃こく漂ただよっている。

「屋台も人もいなくなると、たしかに広く感じるな……ん？」

　風太郎の視し線せんの先。薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらで、カップルがいちゃついている。

「無人ってわけじゃないけどねー。」と肩かたをすくめる一花。

　一花と路地裏に身を隠かくしたときのことを思い出したのか、風太郎は居い心ごこ地ちが悪そうだ。

「知ってる？　カップル成立もこの三日間が多いんだって。その中でもとくにすごいのが、三日目の後夜祭。フータローくんは、それを知っててあんなこと言ったのかと思ったよ。」

　一花の話を風太郎はフンと鼻で笑い飛ばした。

「俺おれがそんな世間の風ふう潮ちょうに流されるようなやつに見えるか？」

「またまた～。」と風太郎の顔を下からのぞき込こむ。

「きみ、硬こう派はに見えて、あんがい俗ぞくっぽいところあるし。」

「は？　どこが？」

「高級車見たらのぞき込んだり、久ひさしぶりの旅行でテンション爆ばく上あがりしたり、展てん望ぼう台だいでヤッホーって言っちゃったり……。」

「よく覚えてるな……。」

「まっ、そこが可か愛わいいトコでもあるんだけどね。」

　一花は朗ほがらかに笑い、立ち止まって、風太郎をまっすぐに見た。

「そういう素す直なおな気持ちを大切にしなよ。……だから、誰だれも選ばないなんて言わないで。」

「……俺おれの気持ちなんて、俺自身もわかんねーよ。」

　減へらず口ぐちだとわかっていても、風太郎にはほかに答えようがない。

「難むずかしく考えすぎなんだよ。それか、考えないようにしてるだけ……。昨日、キスの話したじゃない？」

　蓋ふたをしておきたかった話を蒸むし返されて、風太郎はギクッとした。

「二乃、三玖、四よつ葉ば、それに五月ちゃん。」

　一花は言いながら、人さし指、中指、薬指、小指と順番に立てていく。

「問題です。フータローくんは誰だれだったらうれしいですか？」

「…………」

「なーんて。あ、自じ販はん機きだ。」

　いつの間にか、二人は姉妹で花火をした公園にさしかかっていた。

「お金渡わたすから、好きなの買ってきてよ。」

　一花が百円玉を二枚まい、風太郎の手に握にぎらせて無理やり押おしつける。

「フータローくんの飲みたいやつでいいよ。そこのベンチで待ってるね。」

　一花は一方的に言うと、公園にスタスタ入っていった。

「急になんだよ……。」

　風太郎はしかたなく、公園の中にある自じ販はん機きの前に来た。

「フータローくん！　紅こう茶ちゃが二乃、お茶が三玖、ジュースが四葉で、コーヒーが五月ちゃんねー！」

　ベンチに座すわった一花が、妹たちの好みを風太郎の背せ中なかに向かって大声で言う。

　自販機のボタンを押おそうとしていた風太郎の指が、ぴくんと止まった。

「ずるいぞ……。」

　手を伸のばしたまま固まっている風太郎を見て、一花がニヤッとする。

（こうでもしないとね。さて、どうする？　フータローくん。）

　──十分経けい過か。風太郎はようやく自販機の前を離はなれ、ベンチのほうにやってきた。

「げ。待たせすぎた……。」

　仕事で疲つかれたのだろう、一花はベンチに横になって寝ね息いきを立てている。

　風太郎は、その場にしゃがみ込こんだ。

「ダセェとこ見せちまったな……。おまえとは、いつもこんな感じだった気がする。長男に長女……お互たがいに苦労したな。」

　一花の安らかな寝顔を見つめていると、艶つややかに光るピンク色の唇くちびるが動いて、うっすらと開いた。まるでバラのつぼみが開花したような──。

　次の瞬しゅん間かん、風太郎は一花の目もまた開いていることに気づいた。

「えっ!?」

　一花がむっくり起き上がる。

「見てたでしょ？　唇くちびる。なんで？」

「起きてたのか……。」

　赤くなって目を泳がせる風太郎に、一花は「なんで見てたの？」と追つい及きゅうしてくる。

　風太郎の背はい後ごでにぎやかな声がする。ちょっと前に公園にやってきた女子高校生たちが、少し離はなれた場所で花火を始めたらしい。

「キスをしたのは……五人の中の誰だれかなんだ。おまえかもしれないだろ……。」

「！」

「キモいな、俺おれ……。」

「ふふっ……キモいね。」

　そう言うと、一花は突とつ然ぜん、風太郎のシャツの胸むなもとをグイッと引っぱった。

　打ち上げ花火がパーン！　と上がる。

　何が起きているのか──数秒かかって、風太郎の脳のうは理り解かいした。

　……一花に、キスされている!?

　一花は目を閉とじたまま顔を離はなすと、頰ほおを染そめて言った。

「……どう？　私わたしだった？」
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「い、一花……。」

　腰こしが砕くだけて、情なさけなく尻しりもちをつく風太郎。不意打ちのキスは二度目だが、相手がわからないのとわかっているのとでは、衝しょう撃げきも動どう揺ようも羞しゅう恥ちも度合いがちがう。

　しかし一花は、ベンチから立ち上がると、なんでもないように言った。

「だって、見てるより実じっ際さいにしたほうが、ちがいがわかるでしょ？」

「そ、そうだが……それだけのためにか!?　おまえは演えん技ぎで慣なれてるのかもしれんが……。」

　風太郎の顔は、完かん熟じゅくトマトのように真っ赤っかだ。

「あー……昨日言ってたドラマ、相手は同じ女じょ優ゆうの子なんだ。」

「え。」

　美少女同どう士しの愛と友ゆう情じょうをテーマにしたいわゆる百ゆ合りドラマだが、むろん風太郎においては未知未み踏とうの、分ぶ厚あついベールに包まれた世界である。

「男の人とキスなんて、今はまだＮＧかな。だから、きみが初めて。同級生の女の子となんてなかなかできないイベントだから、思い出にしなよ。」

　一花はいつものように冗じょう談だんめかすと、「あ、きき忘わすれてた──。」とニコッと笑った。

「うれしかった？」

　女優という、多くの人に注目される職しょく業ぎょうだからか。月明かりに照らされてほほえむ一花は、まるで天界から降おりてきた女め神がみのように美しく輝かがやいて見える。

「……なんだよ、その上から目線。」

　風太郎の精せいいっぱいの強がりだ。

　一花は笑いながら、ふと風太郎が手に持っているものに目を留とめた。しかし、それにはふれず、「……もー、照れちゃって。」と腰こし砕くだけのまま座すわり込こんでいる風太郎に手をさしだす。

（素す直なおな気持ちを大切に……なんて、そうだよね。フータローくんが誰だれを選ぼうと関係ない。）

　風太郎が一花の手を握にぎり、二人の手がしっかりとつながれる。

（この気持ちは、まだしばらく静まりそうにないや……。）





第二話　最後の祭りが二に乃のの場合







「それじゃ、学園祭初日。無事終しゅう了りょうを祝して……。」

　学園祭一日目。風ふう太た郎ろうに呼よび出だされた教室で、紙コップを手にした一いち花かが言った。

「「「「「「かんぱーーーい！」」」」」」

　五つ子と風太郎はにぎやかにおしゃべりしながら、四よつ葉ばが用意してくれた屋台の食べ物に舌したつづみを打つ。

「おまえ、いつまでそんな目立つカッコしてるんだよ？」

　風太郎が二に乃のに言った。上着の下は、まだ赤いド派は手でなアイドル衣い装しょうのままだ。

「だって……見てほしかったんだもの。」

　頰ほおを染そめて、上うわ目め遣づかいで言う二乃。美少女のギャップ萌もえほど、破は壊かい力りょくのすさまじいものはない。

　風太郎がドキドキしていると、「二乃、可か愛わいかったですよね！」ニコニコしながら四葉が話に入ってきた。

「お、おう……。」

「あのオープニングアクトは、本当は私わたしがやるべきだったのですが、二乃が引き受けてくれたんです！」

「アンタ誰だれにでもいい顔して仕事引き受けすぎなのよ。演えん劇げき部ぶの助すけっ人ともしてるらしいじゃない。限げん界かいが来るまえにやめなさいよ。」

「二乃は相変わらず姉し妹まいバカだな。」風太郎が苦く笑しょう交じりに言うと、

「そ、それだけの理由じゃないわ！　この仕事を引き受けたのは……。舞ぶ台たいの上からなら客席が見み渡わたせると思ったのよ……。」

「どういうことだ？」

「私わたしたち、お父さんに招しょう待たい状じょうを送ったんです。」と四葉。

「影かげも形もなかったわ。ま、ダメでもともと……気にしてないけどね。」

　口ではそう言いながら、二乃は寂さびしそうにしている。風太郎は言った。

「もしかしたら、このあいだに来てるかもな。屋台のほう、見にいってみるか。」

　二人は、校こう舎しゃを出てグラウンドに向かった。

　終わりの時間が近づいて、すでに閉とじた屋台もあり、人の数もずいぶん少ない。

「くそっ、いねーな……。連れん絡らく来てないか。」

「え、ええっ！」

　二乃は顔を赤らめながら、自分のスマホを確かく認にんした。父からの連絡はない。

（あーもうっ！　あんな大だい胆たんな告こく白はくしておいて、なんで二人きりでいられるのよ！）

　二乃は恥はずかしくて、まともに顔も見られないというのに……。

　と、風太郎が二乃の手からスマホを抜ぬき取とった。

「直電するぞ。」

「それはやめて！」と即そく座ざにスマホを取り返す。

「……もういいの。もとから期待なんてしてないから。」

「おまえだって、勇気出して招しょう待たい状じょう送ったんだろ。納なっ得とくできるのかよ。」

　風太郎の思いのこもった言葉が、迷まよっていた二乃の心に響ひびいた。

「……信じて待ってみるわ。」




「ふわふわの甘あま～いパンケーキ、いかがですかー？」

　学園祭二日目。五い月つきがプレートを掲かかげて呼よび込こみをする。

「パンケーキ屋さん、昨日よりあきらかに人が増ふえてますね。」

「なんだか、ここに来て噂うわさになってるみたいよ。」

　二乃は、そばのベンチに座すわって五月につき合っていた。

「やあ。」

　男だん性せいの声がして、二乃はハッと顔を上げた。

「上うえ杉すぎくんから連れん絡らくがあってね。二乃ちゃんのクラスの店ってこっちかい？」

　ヘルメットを小こ脇わきに抱かかえた、ケーキ屋の店長である。

　三み玖くのバイト先の、パン屋の女性店長も一いっ緒しょだ。いつの間に親しくなったのか、ヘルメットを持っているところを見ると、ケーキ屋の店長のバイクに乗ってきたらしい。

「店長～、来てくれたんですね～。」とっさの営えい業ぎょうスマイルで答える二乃。

「あれ？　いまガッカリしなかった？」

　なかなか鋭するどい。二乃はスルーして立ち上がった。

　店長たちをパンケーキ屋に案内しながら、五月が「……一いっ瞬しゅん、お父さんかと思いました。」と小声で言う。二乃は答えず、落らく胆たんしたように視し線せんを落とした。




『皆みな様さま、お疲つかれさまでした。これにて旭あさひ高校学園祭、二日目を終しゅう了りょうとします。』

　一日目に引き続き、パンケーキは今日も完売。美お味いしいと評ひょう判ばんのパンケーキを目当てに来場する客も少なくなかった。

「ねえねえ！　最さい優ゆう秀しゅう店てん舗ぽ、本気でいけるんじゃない？」

　葵あおいたちは大いに盛もり上あがっている。

　そんな中、二乃はエプロン姿すがたで、ぼんやりホットプレートの前に立っていた。

　──やっぱり今日も、来てくれなかった……。

　昨日はチクチクだった痛いたみが、今日はズキズキして心をむしばんでいく。

　そのとき、ふいに力強い声がした。

「もう待ってらんねー。」

「えっ。」

　驚おどろいて顔を上げると、バイクのヘルメットをかぶった風太郎だ。

「二乃、ついてこい。」

　手に持っていたヘルメットを、颯さっ爽そうと二乃にさしだす。学園祭に来ていた店長に頼たのんで借りたものだ。

「上杉くん……？」

　そばにいた葵が、風太郎の突とつ然ぜんの行動をあっけに取られて見ている。

「……もういいわ！　行かないわよ！　招しょう待たい状じょう送ったのにパパは来なかった……アタシたちのことなんか微み塵じんも考えてないのよ！　学園祭は明日もあるけど、もう嫌いやよ……どうせ叶かなわないのなら、望んだことすら後こう悔かいしそうだわ。」

「俺おれは、おまえたち家族のことはよく知らない。わかるのはふつうの親子関係とはちがうってことだけだ……。だが逆ぎゃくにおまえは知ってるか？　俺に対する警けい戒かい心しん、めちゃくちゃ強つえぇーぞ。」

　何かしたらただじゃおかない。中なか野の父のあの目に、風太郎は何度戦せん慄りつしたことか。

「あれが父親の目なんだろう。あんなの、おまえたちへの愛あい情じょうがなきゃできねーよ。だから文もん句くを言ってやるんだ。おまえらめんどくせーってな。」

「おーい、上杉くん！」

　そこへ、椿つばきがタブレットを手に走ってきた。

「例の人、見つけたよ！　映えい像ぞう見直したら、きみが探さがしてた特とく徴ちょうと一いっ致ちする人がいてさ。」

　二乃も屋台から出てきて、椿がタブレットのインタビュー映像を再さい生せいする。

『今日はどちらからいらしたんですか？』

　画面に映うつっているのは、五つ子の父──中野マルオだ。

『おや、職しょく場ばから電話だ。すまない、失礼するよ。』

　バリトン・ボイスで言うと、マルオは手を上げて去っていった。

「どう？　これなんだけど。」

「サンキュー。どうやら来てたみたいだな。どうする、二乃？」

　風太郎が笑えみを浮うかべてきくと、二乃は顔を上げ、キッと決意のまなざしを向けた。

「フーくん……パパのところへ連れてって！」

　夕ゆう暮ぐれの街を、風太郎が店長に借りたバイクに二乃を乗せてひた走る。

　風と一いっ緒しょに迷まよいも吹き飛ばされていく。二乃は、風太郎の背せ中なかにギュッと抱だきついた。

「そうよね、なに弱気になってたのかしら……。押おしても引いても手て応ごたえがなくても……さらに攻せめるのがアタシだわ！」




　回かい診しんを終え、院長室のドアを開けたマルオはぴくんと眉まゆを動かした。

「どうも。お借りした娘むすめさんを返しにきました。」

　来客用のソファで待まち構かまえていた風太郎が、『入館許きょ可か証しょう』を見せつける。

　風太郎の隣となりに座すわった二乃は、視し線せんを下に向けたままだ。

　風太郎は立ち上がると、至し近きん距きょ離りでマルオをにらみつけた。

「今日はなんで……。」

「暗くなるまえに帰りたまえ。」

　マルオは一いっ顧こだにせず、デスクに向かう。

「待って。もうすぐ焼けるから。」

　手もとから目を離はなさずに、二乃が言った。応おう接せつテーブルの上に置いたホットプレートでは、厚あつみのあるパンケーキが出来上がりつつある。続けて風太郎が言う。

「食べてやってください。学校に来てたのは知ってます。」

　足を止めたマルオは、振ふり返かえって二乃の焼くパンケーキを見つめた。

　無む意い識しきに閉とじ込こめていた記き憶おくが、抵てい抗こうむなしく奔ほん流りゅうのように流れ込んでくる──。




　高校時代の担たん任にんだった零れ奈ながマルオの病院に入院してきたのは、六年前のことだ。

「パンケーキですか？」

「意外と安く作れて、娘むすめたちも喜よろこんでくれるのです。最後に作ってあげたかった……。」

　点てん滴てきのチューブでつながれた零奈は、自分の運命を受け入れているようだった。

「最後なんて……そんなことありませんよ。」

　そう答えるのが精せいいっぱい。医い師しとしての腕うでは超ちょう一いち流りゅうだが、マルオもまだ若わかかった。

「中野くん。あなたには感かん謝しゃしてもしきれないわ。でもこれ以上、あなたの貴き重ちょうな時間を余よ命めいわずかな私わたしに注ぐことはしないで。」

「余命だなんて……そんなこと言わないでください。零奈先生は僕ぼくの恩おん師しですから。」

　そしてマルオが唯ゆい一いつ、心から尊そん敬けいする教きょう師しだ。

「先生だなんて……もう何年前のことでしょう……。」零奈が遠い目になる。

「それに……あなたがいなくなったら娘むすめさんたちも悲しみます。」

「そうですね……。」

　病やみやつれた零奈の顔がふっと和やわらいだ。幼おさない娘たちの姿すがたを思おもい浮うかべているのだろう。

「あの子たちだけが心残りです。まだ小さなあの子たちの成長を見み届とどけることが、私わたしの使命……。ありがとうございます、中野くん。もう少しだけ甘あまえさせていただきます。」

　そして、何も言えないでいるマルオに、零奈ははにかむようにほほえんだ。

「退たい院いんした際さいはぜひご馳ち走そうさせてください。パンケーキ、きみも気に入ってくれると思いますよ……。」




「この生き地じ、三玖が作ったのよ。」

　向かい側のソファに座すわったマルオの前に、二乃が完成したパンケーキの皿を置いた。

「あんな料理下手っぴだったあの子が、目指すものを見つけてがんばってる……三玖だけじゃない。アタシたち五人全員、あのころよりもずっと大きくなったわ。」

　マルオは、幸せの象しょう徴ちょうのようなパンケーキをじっと見つめた。大きくなった五つ子の姿すがたを、彼かの女じょはどれほど見たかったろう。一分一秒でも、長く生きてほしかった……。

「その成長をそばで見ていてほしいの。」

　二乃は少し言いよどんだあと、願いを込こめて呼よぶ。

「……お父さん。」

　マルオは黙だまってフォークを手に取り、パンケーキを口に運んだ。

（食べた！）

　二乃がドキドキしながら見守る。ヨーグルトを混まぜてふかふかに焼いたパンケーキは、思わず笑え顔がおになってしまうくらい上手に出来たはず──。

（えっ、でもどっち!?　その表ひょう情じょうどうなの!?）

　父はしかし、いつもの鉄てっ仮か面めんのような顔のままニコリともしない。激げき務むで常つねに顔色が悪いせいか、むしろ不ま味ずいものを食べさせられているようにも見える。

　二乃が不安になっていると、おもむろにマルオが口を開いた。

「この味……。きみたちは逃にげずに向き合ってきたんだね。」

「え？　どういう……。」

「それにしても量が多いな。僕ぼく一人では食べ切れそうもない。」

　ホットプレートには、まだいくつもパンケーキが焼き上がっている。

「次は家族全員で食べよう。」

　無表情でも、その声にはいたわるような愛いとおしむような、そんな温ぬくもりがあった。

　二乃と風太郎は、思わず笑え顔がおを見合わせた。
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「きゅ、急に何よ！　でも、みんなきっと喜よろこぶわ……。」

　二乃は目にうれし涙なみだを浮うかべているくせに、１００％素す直なおにはなれないらしい。

　ともあれ、風太郎の役目は終しゅう了りょうだ。

「よかったな、二乃。じゃあ、俺おれはトイレに……。」

　そそくさ部屋から去ろうとした風太郎を、バリトン・ボイスが刺し客かくのように追ってくる。

「上杉くん、待ちたまえ。」

　風太郎はギクリとして立ち止まった。恐きょう怖ふが脳のうに到とう達たつするまえに冷ひや汗あせが流れる。

「これはきみの計画かい？」

「ちがいます。」０・１秒で否ひ定ていするも、

「そうよ。彼かれがここまで連れてきてくれたの。」二乃が０・０１秒で肯こう定ていする。

「それはどうだろう。家庭教きょう師しの範はん疇ちゅうを超こえている。」

　背せ中なかに冷たい刃は物ものを当てられたかのごとく、風太郎は立ちすくんだ。後ろを振ふり返かえる勇気は、もちろんない。

「……だが、それが私わたしにできなかったことだ。きみに頼たのんでよかったと、心から思う。」

　聞きまちがいか──風太郎はそろっと顔を後ろに向けた。

「不出来だが親として、きみが娘むすめたちとの関係を真しん剣けんに考えてくれることを願おう。」

　風太郎はあぜんとした。……やっぱただの親バカじゃねーか！




　院長室を出て、風太郎と二乃は病院の出口に向かった。

　五つ子たちの母親と中野父のあいだにどんな経けい緯いがあったのか、風太郎は知らない。けれど、中野父は五つ子たちと距きょ離りを置くことで、受け入れがたい愛する人の死を避さけていたのかもしれないな──そんなことをチラと思う。

　しかし、医い師しは医師でも、院長だったとは……。それも、こんなでかい総そう合ごう病院だ。セレブなはずである。

「フーくん……今日はありがとね。それに今までも……。そ、それでね……明日のことなんだけど……。」

　二乃が頰ほおを染そめておずおず言いかけたとき、ツルッと足が滑すべった。

「きゃっ!?」

「おい、危あぶなっ……。」

　風太郎が二乃の背せ中なかに腕うでを回す。その勢いきおいで、風太郎の唇くちびるがみるみる二乃の唇に近づいていく。二乃はとっさに目を閉とじ、心もち顔を上げた。

　もう少しでキス……！　と二乃が思った次の瞬しゅん間かん、風太郎が壁かべにもう一方の手をつき、ストップをかけた。

「危あぶねーっ……！」

　準じゅん備び万ばん端たんで待ちかまえていた二乃は肩かた透すかしを食らった気分だ。

　ちょうどそのとき、院長室のドアが開いてマルオが出てきた。

「何をしているんだい？」

　あわてて二乃から離はなれる風太郎。妙みょうな誤ご解かいをされてはたまらない。

「ちょ、ちょっと滑すべってしまいましてっ！　もう帰ります！」

「チッ……惜おしかったわ。」二乃がボソッとつぶやく。

　幸いマルオは気にするふうもなく、「ああ。そうするといい。」と言って、風太郎たちとは反対方向へ歩いていく。

「ギリギリセーフ……。」

　ホッとして、「大だい丈じょう夫ぶだったか。」と二乃のほうを向いた刹せつ那な。

　肩かたをグイッとつかまれ、避よける間もなく唇くちびるに柔やわらかいものが押おし当あてられた。

「!?」

　唇くちびるを離はなし、背せ伸のびしたかかとを下ろした二乃が、真っ赤な顔でイタズラっぽく笑う。

「……やっぱ恋こいは攻せめてこそよね。」

「えっ!?　えっ……!?」

　風太郎はパニック状じょう態たいだ。すると、マルオが異い変へんを感じて振ふり返かえった。

「ん？　今なんと……。」

「ねぇ、お父さん。これだけ言いたかったの。」

　血の気が引いている風太郎を尻しり目めに、二乃が言う。

（この先、アタシたち姉し妹まいの関係がどのように変わったとしても、アタシの気持ちは変わらない……。）

　そして明日、風太郎がどんな答えを出したとしても。

「フーくんを家庭教きょう師しにしてくれてありがと！」

　二乃は、うれしそうに笑って言った。





第二話　最後の祭りが三み玖くの場合







「あっ！　あれうちの男子じゃない？」葵あおいが目を吊つり上あげた。

　学園祭一日目。ねじり鉢はち巻まきをした山やま内うちが、遠目にパンケーキ屋をうかがいながら通とおり過すぎていく。

「敵てき情じょう視し察さつよ。ほんとセコいんだから。」

　愛まな未みも敵てき意い剝むき出だしで言い、三み玖くの手をガッチリ握にぎりしめる。

「男子のたこ焼きには負けられないよね！　がんばろ、三玖ちゃん！」

　最後の学園祭だというのに、男子と女子はいがみ合ってばかりだ。パンケーキを提てい案あんした三玖は、まさかここまで事じ態たいがこじれるとは思わなかった。

「あ、あの……。クラスの男の子の話なんだけど……。」

　愛未と葵が、なに？　というように三玖を見る。

「意地はってないで仲よくしようよ！　きっと一いっ緒しょにやったほうが楽しいよ！」

　──なんて言える勇気があればいいんだけど……。現げん実じつの三玖は、言いたいことも言えずプルプル震ふるえるのみ。でも、みんなはこのままでいいんだろうか？　女子は仲よくて雰ふん囲い気きもいいから、三玖が気にしすぎなだけなのかもしれない。

　終しゅう了りょう時間が近くなり、人が少なくなった屋台のほうへ、二に乃のと風ふう太た郎ろうが歩いてきた。

「いねぇな……。」

「アタシ、あっち探さがしてみる。」

　二乃はきびすを返して、逆ぎゃく方ほう向こうに駆かけていった。

　一人になった風太郎がパンケーキ屋のほうに歩いてくる。三玖は思わず顔を伏ふせた。

　──答えを出さなければいけないと思う。

　あんな風太郎の告こく白はくを聞いたあとでは、うまくしゃべれる自信がない。

「あっ、上うえ杉すぎくん！　男子に言ってやってよ。コソコソ敵てき情じょう視し察さつするのやめてって。」

　葵が文もん句くを言うと、風太郎はやれやれというようにため息をついた。

「つーか、さっさと和わ解かいしろよ。」

　和解……男の子たちは、もしかしたら仲よくしたいと思っているのかも。そうだ、まだあきらめちゃいけない。三玖は思いきって顔を上げた。

「あ、あの……。今度は私わたしが逆ぎゃくに……敵てき情じょう視し察さつに行ってみてもいいかな？」




「明日こそ、女子のやつらに負けねーぞ！」

「おーーーーーーっ！」

　本心を聞くまでもなく、たこ焼きの屋台では、山内を中心に前まえ田だら男子が対たい抗こう心しんを燃もやしていた。想そう像ぞう以上に溝みぞは深そうだ。

「どうしよう、フータロー……。」

　三玖と風太郎は、木の陰かげに隠かくれてその様子をのぞき見していた。

「変えられるとしたら……三玖、おまえだ。」

「え……？」

「対立陣じん営えいのおまえだからこそ、あいつらの気持ちを変えられるかもしれない。まぁ、あくまで直感だ。信じるも信じないも、おまえの自由だ。」

　どうすべきか、三玖はじっと考えた。ダメダメの自分に、人の気持ちを変えることなんてできるのだろうか。でも──。

「……うん。フータローを信じる。」

　秀ひで吉よしの天才軍ぐん師し・黒くろ田だ官かん兵べ衛えは一人で敵てき陣じんに乗のり込こみ、北ほう条じょう氏しに無血開城させて秀吉を天下統とう一いつに導みちびいたという。行く手にあるのは屈くっ強きょうな武ぶ士しが守る難なん攻こう不ふ落らくの城ではなく、にきび面の男子がピックでたこ焼きをひっくり返している屋台であるが、三玖も官兵衛に負けぬ決死の覚かく悟ごで単身、乗り込んでいく。

「こ、こんにちは……。」

「中なか野のさん!?　パンケーキのリーダーがなんの用だ？」

　突とつ然ぜん現あらわれた三玖に、山内たちは疑うたがいの目を向けた。女子軍に頼たのまれたか、さもなくば劣れっ勢せいのたこ焼き屋をバカにしにきたと思ったらしい。

「あ、あのっ……。たこ焼き、一つください！」

「はあ!?」

　男子たちは警けい戒かいの色を浮うかべたものの、味に自信があるのだろう。やがてホカホカのたこ焼きが一皿、三玖の前に置かれた。

「美お味いしそう。いただきます。」

　手を合わせる三玖に、山内がぶっきらぼうながら、「熱いから気をつけな。」と声をかける。

「ありがと……。」

　フーフー息をかけて冷まし、三玖はパクッとたこ焼きをほおばった。

「……うまっ。」

　外はカリカリ、中はふわふわで本当に美味しい。隠かくし味あじに牛ぎゅう乳にゅうを使ったり、コンロを高火力に改かい造ぞうしたり、いろいろ工く夫ふうしてがんばっているようだ。

　お世辞でないとわかり、男子たちはうれしそうに顔を見合わせている。

「……クラスの女の子たちにも食べさせてあげたいな。」

「「「「「は？」」」」」

「一日目が終わったら、私わたしがみんなを連れてくる。男の子たちの本気がきっとみんなに伝わるはずだから！」

「そんなこと急に言われてもなぁ……。」山内は困こん惑わく顔がおで口ごもったが、

「あいつら、たこ焼きなんてダセーって言ってたぞ！」「誰だれがあいつらのために。」

　ほかの男子からは、いっせいにブーイングが起こる。

　口出しを控ひかえていた風太郎は、見かねて木こ陰かげから出てきた。

「おまえら、素す直なおに……。」

「待って、フータロー。信じる……私が言わなきゃ……。」

　ギュッとこぶしを握にぎりしめて自分を鼓こ舞ぶすると、三玖は男子に頭を下げた。

「当日になって、こんなこと言ってごめんなさい。でも、このまま終わりたくないのは同じ気持ちのはず──。」

　顔を上げ、ありったけの勇気を振ふりしぼって訴うったえる。

「全部終わって、卒業したあともいい学園祭だったねって、みんなで喜よろこべるものにしよう！」

　男子たちの顔に、迷まようような表ひょう情じょうが浮うかんだ。

「そう言えば、前田くんは松まつ井いさんに食べさせてあげてたよね。」

　武たけ田だが横からしれっと暴ばく露ろする。

「てめっ!?　それは言うなって……！」

「どういうことだ、前田……。」

　ほかの男子たちが色をなした。

「おまえだけ抜ぬけ駆がけしやがって！　俺おれだって丸まる山やまさんに食べてもらいたかったのに！」

「じゃあ俺はゆりちゃん！」

　山内は「……ったく。」とため息をつき、照れくさそうに頭をかきながら言った。

「俺もまぁ、食わせたいやつがいないでもないけど……。中野さん、こいつらのために頼たのんでもいいか？」

「うん！　もちろん！」

　三玖はぱあっと顔を輝かがやかせた。

「ありがとう。全部フータローのおかげ。」

　パンケーキ屋に戻もどりながら、三玖は風太郎に礼を言った。

「俺おれは何もしてないだろ。おまえがみんなを動かしたんだ……強くなったな、三玖。」

　フッと笑って、自分の仕事に戻っていく。

　三玖は思わず風太郎の背せに手を伸のばし……その手をグッと力強く握にぎりしめた。

　あのとき、あきらめなくてよかった。勇気を出せば、どんな不ふ可か能のうも変えられる。生まれて初めて、そんな達成感を味わっていた三玖だったが──。




「近づかないで！」「消火器！　消火器早く！」

　たこ焼き屋の屋台が出火したのは、一日目の閉へい場じょう後ごすぐのことである。

　三玖と二乃たち三年一組の女子は、燃もえ上あがる炎ほのおを呆ぼう然ぜんとして見つめた。

　幸い小さなボヤで済すんだが、たこ焼き屋は二日目以い降こう、出店停てい止し。私わたしはどうしたら……。がんばっていた男子の気持ちを思うと、三玖はやりきれなかった。
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　学園祭二日目。体育館には、演えん劇げき部ぶの朝の公こう演えんを観みる生徒たちが集まりはじめた。

　フータロー……どこにいるの？　フータローに会いたい……。

　三玖が沈しずんだ表ひょう情じょうでぼんやり客席のあたりに立っていると、

「三玖！　上杉さん見つけた。やっぱ外だった。」

　風太郎を探さがしていた四よつ葉ばが、体育館に駆かけ込こんできた。

「知らない女の子と話してる！」

「えっ!!」半開きだった三玖の目がカッと覚かく醒せいする。

　校こう舎しゃの陰かげからのぞくと、風太郎は黒くろ髪かみロングヘアの女子と仲よく射しゃ的てきを楽しんでいる。同じ年ねん齢れいくらいだが、私し服ふくを着ているところを見ると、この学校の生徒ではないようだ。

「誰だれか知ってる？」と四葉。

「知らない。まさか……。」

　ずーんと落おち込こんだ三玖を、あわてて四葉が励はげます。

「上杉さん、昨日言ってたじゃん。私わたしたち五人を……す、す、好きだって。」と、そこは恥はずかしそうに口ごもりながら、「上杉さんを信じよう！」と力強く締しめくくる。

「……信じる……。」三玖はぽつりと言った。

「私、出会ったばかりのころ言われたんだ……。自分が好きになったものを信じろって。どんなことがあっても、私わたしはフータローが好きだから。」

　好きな人が、ほかの女の子と仲睦むつまじそうにしている。胸むねがヒリヒリしないわけない。

（でもフータローが好きだから、信じて進んでこれた……。）

　どんなに勇気を出しても、結果は変えられないかもしれない。けれど、何もしないうちからあきらめるのはちがう──迷まよいのない目で、三玖は前を見み据すえた。




　学園祭三日目、最終日の朝。

　三玖は校こう舎しゃ裏うらで、実行委員の仕事をしている風太郎を待ちかまえていた。

「三玖……。二日ぶりだな。クラスの屋台、残念だが……。」

「フータロー。ついてきて。」

　それだけ言うと、三玖は先に歩きだした。校舎の階かい段だんを上り切って、屋上のドアノブに手をかける。

「屋上？　学園祭中は立たち入いり禁きん止しだろ？」

「うん。ここなら迷めい惑わくかけないと思って。」

　ドアを開けると、いきなり怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。

「ふざけんな！　どうせ俺おれたちが店出せなくなったのをあざ笑ってんだろ！」

「だから誰だれもそんなこと言ってないじゃない！　男子が事じ故こ起こしたのが悪いんでしょ！」

「んだと！」「なによ！」

　激はげしく罵ののしり合あっている山内と愛未を見て、風太郎は目を丸くした。

「おまえが呼よび出だしたのか？　たしかにここなら迷めい惑わくはかからないが……。」

「ちがうよ。迷惑をかけるのは私わたし。」

　三玖はキッと顔を上げ、口こう論ろんしている二人のほうへ近づいていく。

「中野さん……。」

「三玖ちゃん……。この手紙ってどういう……。」

　二人とも、三玖から渡わたされた手紙を手に持っている。

「……よくして。」三玖がボソリと言った。

「「え？」」

「仲!!　よく!!　して!!」

　思わず息をのんだ山内と愛未に、三玖は堰せきを切ったようにまくしたてた。

「男の子も女の子もいつまでも意地はって!!　もう高校生だよ!?　来年大学生でしょ!?　こんな子こ供どもみたいな喧けん嘩かして恥はずかしくないの!?　パンケーキとたこ焼きに上下なんてあるはずない!!　もちろん男女だって!!　どっちも美お味いしい!!　どっちもがんばってる!!　なんでそれが認みとめられないの!?」

　こぶしをワナワナ震ふるわせながら、積もり積もった思いをぶつける。

　山内も愛未も、痛いたいところを突つかれたようにうなだれた。

「学園祭……準じゅん備びからずっと楽しくない……居い心ごこ地ち悪わるい……。ずっと我が慢まんしてた！　もう限げん界かい！」

　最後に怒いかりを爆ばく発はつさせると、ハァハァと息を荒あらくする。

「三玖……おまえ……。」

　風太郎はあぜんとした。あんなに大きな声を出す三玖を見るのは初めてだ。

「ずっと働はたらき詰づめで女の子は疲つかれてる。パンケーキ屋さんの裏うら方かたを男の子に手伝ってもらおう。」

「は？」山内がぽかんとする。

　ほかのクラスは男女で役やく割わり分ぶん担たんしているのに、半分の人数では今日一日、絶ぜっ対たいに乗り切れない。それは愛未もよくわかっているはずだ。

「いや、でも……。私わたしがよくても、みんなはなんて言うか……。」

「まかせて。私が説せっ得とくするから。私を信じて。」

　揺ゆるぎのないまなざしを愛未に向け、三玖はきっぱり言った。

　山内と愛未が去り、屋上に三玖と風太郎の二人きりになる。

　ベンチに座すわった風太郎は、三玖にぺこっと頭を下げた。

「すまん。修しゅう復ふくは不ふ可か能のうって、勝手に自分で線引いてあきらめちまってた。おまえには教えられたぜ……。」

　苦く笑しょうして顔を上げたとたん、風太郎はいきなり地面に押おし倒たおされた。

「三玖……？」

「あの女の子、誰だれ？」

　風太郎の上に覆おおいかぶさった三玖が、ジトッとした目できいてくる。

「女の子……？」

「射しゃ的てきやってた子！」

「あ……幼おさななじみで……。」

「好きなの？　異い性せいとして！」

「と、友達です……。」迫はく力りょく負まけして答えると、

「そっか……ならよし！」

　わだかまりが消えたように、三玖はスッキリした笑え顔がおになった。

「これをきくのもずっと我が慢まんしてた。」

「我慢、なんだ……。そんなこと……俺おれに遠えん慮りょなんてすんなよ。」

　自分では意い識しきしてないだろうけれど、風太郎はいつも人の気持ちに寄より添そってくれる。その温かい心が、三玖のコンプレックスを溶とかしてくれた──。

「うん、わかった。じゃあ……。」と風太郎の顔を真上からのぞき込こむ。

「キスしたい。」

「えっ!?　遠えん慮りょするなとは言ったが、今の流れでなぜ……。」

「ごめん。返事はあとで聞くね。」

　言うなり、三玖は風太郎に唇くちびるを押おしつけた。

「うっ……んっ……ん～～～……！」

　口を塞ふさがれた風太郎がじたばたもがく。こ、これも我が慢まんしてたことなのか!?

（たとえどんな越こえられない壁かべが現あらわれても──自分を信じるかぎり、どこまでも進んでいける……。）

　三玖は唇を離はなすと、真っ赤になりながらも、目をそらさずに風太郎を見つめた。

「もう迷まよわない。」





第二話　最後の祭りが四よつ葉ばの場合







『女王エメラルド！』

　学園祭一日目。エメラルド役の四よつ葉ばはチャイナ服をまとい、頭に角をつけて体育館の舞ぶ台たいに立っていた。

『そこまでよ、勇者一行！　あなたたちをここで死なすのは惜おしいわ！　私わたしの配下につきなさい！』

　今年の演えん劇げき部ぶの演えん目もくは恋れん愛あいあり冒ぼう険けんありの異い世せ界かいファンタジー劇げきで、満員御おん礼れいの観客席には、四葉の勇ゆう姿しにうっとりしているらいはと勇いさ也なりの姿すがたもある。

　一回目の公こう演えんは、拍はく手しゅ喝かっ采さいのうちに終わった。

「一時はどうなるかと思ったけど……中なか野の先せん輩ぱいに代役お願いしてよかったです。」

　白いマスクをつけた二年生の演えん劇げき部ぶ員いんが、ゴホゴホと咳せきをしながら頭を下げる。

「こちらこそ、お役に立ててよかったです！」

　代役の次は、実行委員の仕事だ。四葉はクリップボードを手に、三年一組のたこ焼き屋台にやってきた。

「安全点てん検けんに参りましたー。」

「お疲つかれっす。」

「食材の鮮せん度どは問題ないみたいですね。」

　ふと見ると、コンロの近くに紙くずが丸めて捨すててある。

「このへんの紙くずは危あぶないので片かたづけておいてください。」

　忙いそがしそうにしている前まえ田だに声をかけた。火でもついたら大変だ。

（この調子なら、十五時に間に合いそう！）

　ワクワクしながら駆かけ足あしで屋台を回り、張はりきって仕事をこなしていく。

「唐から揚あげどうですかー？」

　ボードを掲かかげて他クラスの呼よび込こみをしていると、当番の男子が走って戻もどってきた。

「手伝ってくれてサンキューな！　うちのサービス券けん持ってってよ。」

「わー！　食べたかったんですー！」

　誰だれかの役に立つ喜よろこび。それに、学園祭を楽しむ人たちの笑え顔がおもうれしい。
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　四葉が充じゅう実じつ感かんを嚙かみしめながら中庭にやってくると、風ふう太た郎ろうを発見した。ふらふらしながら休きゅう憩けい所じょに使う椅い子すを運んでいる。

「もう……限げん界かい……。」

　前のめりに倒たおれそうになったところを、とっさに四葉が受け止めた。

「よくがんばりましたね。」

「四葉……。」

「上うえ杉すぎさんはもやしなんだから休んでください。」

「悪いな、もう大だい丈じょう夫ぶだ……。通してくれ、十五時までには終わらせたい……。」

　体たい勢せいを立て直して椅子を運ぼうとする風太郎を、四葉が両りょう腕うでを広げて通せんぼする。

「心配しているんです。言うこと聞いてくれるまで動きません！」

　風太郎が困こまったように口ごもっていると、代わりにお腹なかがぐ～っと鳴った。

「あ……。そういや朝から何も口にしてねぇ……。」

「こんなにお店があるのに！　だからパワーが出ないんです。これあげます！　しっかり食べてください。」

　四葉は、さっきもらった唐から揚あげのサービス券けんを風太郎にさしだした。

「え……？　いいのか？」

「はい！　私わたしはお腹なかがいっぱいで……。」

　噓うそをつくなというように、今度は四葉のお腹がぐ～っと鳴る。

「お、お腹いっぱいでグッド！　さっ、運んじゃいましょう！」

　ごまかすのは、さすがに無理がある。

「四葉……ありがとな。おまえがいてくれてよかった。」

　唐揚げのサービス券を手に持ったまま、風太郎がしみじみと言った。

「なに言ってるんですか。こういうのは持ちつ持たれつですよ。」

　椅い子すを運びながら、四葉が振ふり返かえらずに答える。

（こちらこそ……上杉さんに認みとめられただけで、すべてが報むくわれる気がします……。）

　おまえがいてくれてよかった──その言葉だけで十分。あとは何も望まない。

　そしてそのあと、五つ子を呼よびだした教室で、風太郎が言った。

　──俺おれは、おまえたち五人が好きだ。

　風太郎が答えを出すまで、あと二日。

（今日みたいな日が過すごせるのもきっとそう……でも……もし私わたしを選んでくれたら……。）

　とっくにあきらめていたのに、心のどこかでそう願ってしまう自分がいる。

　そんな恐おそれ多おおい考えを抱いだいてしまった罰ばつだろうか。

　たこ焼き屋の屋台から火が出たのは、一日目の日にっ程ていが終わったあとのことだった。

　四葉は燃もえ上あがる火を呆ぼう然ぜんと見つめ、がっくりとうなだれた。




「くそっ！　なんでだよ、出店停てい止しって……俺たち、この日のためにやってきたのに……。」

　学園祭二日目。校こう舎しゃ裏うらで悔くやしげに壁かべを打ちつける前田を、武たけ田だが静かになだめる。

「あんな事じ故こを起こした以上受け入れるしかないよ。危あぶないって注意されてたんだろ？」

「くっそぉ！」

　たまたま通りかかった四葉が、校こう舎しゃの陰かげでそんな二人の会話を聞いていた。

　──自分がもっとちゃんと注意していたら、こんなことには……。

　四葉は、その場からダッと駆かけだした。「お仕事ください！」と屋台に駆かけ寄より、「何かお困こまりですか？」と招しょう待たい客きゃくに声をかける。自分を責せめるように働き続け、せっぱ詰つまった顔で校内を駆けずり回っていると、

「いた。」と、ふいに声をかけられた。「風太郎のお友達さんですよね。」

　黒くろ髪かみロングヘアの、風太郎の幼おさななじみの女の子だった。




　目を覚ますと、白い天てん井じょうが見えた。

「……あれ？」

　いつの間にか、四葉はベッドに寝ねかされている。学校でも、家でもない……。

「病院よ。」

　かたわらの椅い子すに、エプロン姿すがたの二に乃のが座すわっていた。かすかに甘あまい匂においがする。

「アンタがここにいるって聞いて驚おどろいたわ。全然、余よ裕ゆう持ってやれてないじゃない。」

「そっか……心配かけてごめん……。」

　過か労ろうで倒たおれているところを発見されて、父の病院に運ばれたらしい。

「すぐ戻もどるね。まだやり残したことがたくさんあるんだ。」

　四葉は起き上がって靴くつを履はいた。

「えっ……ちょ……!?」

「早くしないと、演えん劇げき部ぶのみんなが困こまっちゃう。」

　病室のドアに向かった四葉に、二乃が気の毒そうに言った。

「四葉、もう夜よ。」

　ドアを開けようとしていた手が止まる。

「二日目は、すでに終わってるわ。」




　誰だれもいない病院のロビーをうつむきがちに歩きながら、四葉は風太郎の幼おさななじみと交かわした会話を思い出していた。




「京都で六年前、風太郎と会ったのはあなたですか？」

「！　なんで……。」

「あのあと、写真で嫌いやというほど見せられましたからね。」

　竹たけ林ばやしは苦く笑しょうし、パンケーキ屋の屋台のほうを見やった。

「先ほどパンケーキ屋でご姉し妹まいにうかがったところ、あの日、一人だけはぐれたこともわかりました。」

「さすが上杉さんの先生ですね……。」

　いかにも賢かしこそうで、四葉なんか、天地が引っくり返ったって足もとにも及およばない。

「あなたにお会いできてよかった。このこと、風太郎には……。」

「言わないでください！」四葉は食い気味に言った。

「どうしてですか？」

「がっかりされたくないんです……。上杉さんはずっと正しく努力してきたのに、私わたしは無む駄だなことに執しゅう着ちゃくした、意味のない六年間でした……。」

　本当は、学食で風太郎をひと目見た瞬しゅん間かんにわかった。まるで雰ふん囲い気きはちがうけど、食事中も勉強している男子生徒が、京都で出会った金きん髪ぱつの悪ガキだということ。

　たまたま拾った１００点の答案用紙は、彼かれの努力の結けっ晶しょうみたいに思えた。

　──風太郎くん……もしかして、あれからずっとがんばってきたの？

　それに比くらべて自分は、落第したうえに姉し妹まいを巻まき添ぞえにして……だから四葉は、正体を明かすことができなかった。

「誰だれの役にも立てず迷めい惑わくばかりかけて……私のいる意味ってなんだろう……。」

「それだけですか？」

　唇くちびるを震ふるわせる四葉に、竹林は言った。

「自分は無意味で必要ない人間だと、同じようなことを言ってた人を知っています。そしてその人は今、前を向いて歩きはじめています。あなたも過か去こから踏ふみだせますように……。」




　病院のロビーの自じ販はん機きの前に、風太郎がいた。

「起きたか。」と四葉の前に立ちはだかる。

「上杉さん……。通してください。行かないと……。」

「行ってどうする？　もうみんな家に帰ってる。」

　時計の針はりは、すでに午後九時半を回っている。

「それなら、そこへ頭を下げて回ります！」

　思わず張はった声が震ふるえた。四葉が立つはずだった舞ぶ台たいは、きっと中止になっただろう。

「演えん劇げき部ぶのかたたちだけではありません……。そのあとも、たくさん引き受けて……迷めい惑わくをかけた人たち……私わたしのせいで……なんて言えば……。」

　下を向いた四葉の目から、ぽとっと涙なみだがこぼれ落ちる。

「……だが通せない。明日まで絶ぜっ対たい安静と言われている。ここを動くつもりはない。」

　きっぱり言い切ると、風太郎は待合室のほうへ歩きだした。

「ひとまず座すわってくれ。話してやるよ。おまえがいなくなった学園祭での出来事を。」

　自分のスマホを見せてニヤッと笑う。

　長なが椅い子すで向かい合わせに座ると、風太郎はスマホに保ほ存ぞんしてある動画を再さい生せいした。

『そこまでよ、勇者一行！』

　演えん劇げき部ぶの舞ぶ台たいで、代役の四葉のそのまた代役で女王エメラルドに扮ふんしているのは──。

「この人！　陸上部の元部長さんですよね？」

「おまえに会いたがってたぞ。昨日の公こう演えんから観かん覧らんしていたらしい。」

　江え場ばはビデオカメラで撮さつ影えいした四葉のシーンを繰くり返かえし観みていたようで、セリフは完かん璧ぺき、急ごしらえなのになかなかのハマり役だ。

「でも……この衣い装しょうは私わたしを採さい寸すんして……。」

「この二人を覚えてるか？」とスマホを操そう作さして写真を見せる。

「被ひ服ふく部ぶのお二人……。もしかして縫ぬい合あわせてくださったんですか？　私のせいで……。」

「この二人だけじゃねぇ。」

　風太郎が、スマホで撮さつ影えいした写真を次々と見せていく。

　荷物運びをしているのは、四葉が吹すい奏そう楽がく部ぶにかけあって練習場所を確かく保ほしたバンド三人組。屋台の安全点てん検けんに回っているのは、四葉に招しょう待たい状じょうの相談をしたメガネの女子生徒だ。

「気づいたか？　おまえのせいで、じゃない。おまえのために集まったんだ。」

　熱いものが込こみ上あげてきて、四葉の目にみるみる涙なみだがあふれる。

「持ちつ持たれつ、だろ？　たまにはおまえが持たれたっていいんだ。託たくしてくれ。俺おれもおまえの世話になった一人だ。」

　風太郎の言葉一つ一つが胸むねに響ひびく。四葉は、ひざの上に置いた手をグッと握にぎりしめた。

「……上杉さん、このたびはご迷めい惑わくをおかけして申もうし訳わけありませんでした。」

　深々と頭を下げると、四葉は言った。

「最終日……私わたしのぶんの仕事を、どうかお願いします。」

「ああ、まかせろ。」

　風太郎は、四葉に力強く笑えんでみせた。




　学園祭三日目。さすがに二人分の疲つかれが出て、風太郎は人の来ない中庭の、階かい段だんの一番下に座すわってうとうとしていた。

　風が吹ふいて髪かみを揺ゆらした、そのとき──。

「上杉風太郎くん。」

　風太郎は薄うすく片かた目めを開けた。逆ぎゃっ光こうで顔は見えないが、階かい段だんの上に零れ奈なが立っている。

「久ひさしぶりだな、零奈……。今日もいろいろあって、疲れてるんだ……またあとにしてくれ。」

「ずっと約束を覚えていてくれてありがとう。私わたしは守れなかったよ……ごめんね。」

「……そんなこと気にすんな。」と半分眠ねむったまま答える。

「風太郎くんは気にしてないの？」

「まぁ……。昔のことより大切なのは、今だろ……。」

　風太郎は、ずるずると深い眠りに引ひき込こまれていった。

「……うん……もうきみとの思い出に頼たよらない。自分で自分の価か値ちを探さがしていくよ。」

　零奈が階段を下りて、風太郎の前に回り込む。

「……だから、これで最後。」

　そう言うと、眠っている風太郎の頰ほおに手を添そえ、そっとキスをした。




　どれくらい時間が経たったのか、風太郎はふいに目を覚ました。

（うわぁ……すげー恥はずかしい夢ゆめ見た……。学園祭中にいろいろあったせいだ……。）

　思わず唇くちびるにふれる。でも夢なのに、やけにリアルな感かん触しょくだった──。

（わー……私わたしってば思いきったなー……。）

　近くの柱の陰かげに隠かくれていた四葉は、熱く火ほ照てった顔を両手で覆おおった。

（許ゆるしてくれるよね……。最後の思い出作りだもん。）

　風太郎への想おもいを断たち切きるように一歩を踏ふみ出だす。風太郎の幼おさななじみの言うとおりだ。いつまでも昔のことを引きずっている場合じゃない。

　そう自分に言い聞かせながら、四葉の目にじわっと涙なみだが浮うかぶ。

「……うん。これで、私も……。」

　その先の言葉は、嗚お咽えつに変わった。スマホの写真は簡かん単たんに消せるのに、心のフォルダに大切に保ほ存ぞんしてあった風太郎と初めて出会った日の光景は、そう簡単には消えてくれない。

　四葉の頰ほおを大おお粒つぶの涙がとめどなく流れ、地面に落ちて弾はじけ飛とんでいった。





第二話　最後の祭りが五い月つきの場合







「あなたは……。」

　学園祭一日目。学食で一人黙もく々もくと自習していた五い月つきは、ふらりと入ってきた男だん性せい客きゃくに目を丸くした。

　ハゲ頭に白い顎あごひげ。五月が手伝っている学がく習しゅう塾じゅくの特別教室に招まねかれた、有名講こう師しだ。

「その節はお世話になりました、無む堂どう先生。」

　メガネを外して礼れい儀ぎ正しく立ち上がった五月に、

「えらい！　こんなお祭りの中勉強しているなんて、なんとストイックな。」

　綿わた菓が子しを手に持った無堂は、大げさなほど賞しょう賛さんを浴びせてきた。

「えっと……まぁ……。」赤の他人に話すことなのかどうか五月は迷まよったが、

「大学に入って、先生を目指したくて……。憧あこがれだった母と同じ道を……あ、母も学校の先生でして……。」

「知ってるよ。」

「え？」

「僕ぼくは彼かの女じょの担たん任にん教きょう師しだったんだ。きみは若わかいころのお母さんそっくりだ。」

　思い出話をするには感かん情じょうのない目で、無堂は言った。

「そっくり……。」

　二の句が継つげないでいる五月に、無堂が続ける。

「ああ、いびつなほどね……。彼女は僕に憧あこがれて、似に合あわぬ教きょう職しょくの道へと進んだ。最後まで、そのことを後こう悔かいしていたよ。」

　──私わたしの人生、まちがいばかりでした……。

　教師になった零れ奈なは、虚うつろなまなざしでそう言った。

「きみがお母さんのあとを追っているだけなら、お勧すすめしない。」

　五月は呆ぼう然ぜんと聞いていたが、約束があるからと逃にげるように学食を出た。

　勉強しても勉強しても成果が出ない。教師なんて、自分には分ぶん不ふ相そう応おうな夢ゆめだったのかも……。無堂の話に、弱気になっていた五月の心は折れそうになっていた。




「お兄ちゃん、屋台で火事があったって本当？」

　その夜、上うえ杉すぎ家けの夕飯の食しょく卓たくで、らいはが言った。

「ああ。怪け我が人にんは出なかったがな。」

「そりゃ何よりだ。ところで風ふう太た郎ろう。学園祭で変なおっさん見なかったか？」

　初日の今日、勇いさ也なりはらいはと学園祭に来ていたが、不ふ審しん者しゃでも見かけたのだろうか。

「そーなの！　お父さん、今日ずっと言ってたんだから。」

「見なかったならいいんだ。こう、ひげがもさっとした。」と顎あごに手をやる。

「ああ。上下反対にしても顔になりそうなおっさんか？」

　たしか、学食はどこかきかれて案内したはず。

「やっぱ来てやがったか……。」と勇也が険けわしい目になる。

「あのおっさんがなんなんだよ？」

「おまえには伝えておいたほうがいいかもな──あの男は……。」




「……なんのご用でしょうか？」

　学園祭二日目の朝。エプロンをつけて屋台の用意をしていた五月は、校こう舎しゃ裏うらに呼よび出だされて戸と惑まどっていた。

　なぜまた無堂は現あらわれたのか。昔の教え子の子こ供どもに固こ執しつする理由がわからない。

「きみにいつ打ち明けるか迷まよっていたんだがね……。きみのお母さんは元教え子。さらに元同どう僚りょう。そして……元妻つまだ。」

　もと・つま──？　意味はわかるが、無堂の語る相関図に母の零奈が結びつかない。

「つまり僕ぼくは……きみのお父さんだ。」

「お父さん……？」

　この人が、自分たちが生まれるまえに消息不明になったという実の父親──？

「ずっと会いたかったんだ。講こう師しとして全国を回りながらいつも、どこかにいるきみたちのことを思っていた。そんなときさ。テレビに映うつる一いち花かちゃんを見かけたのは。今こそ父親としての義ぎ務むを……。」

「今さらなんですか！」五月は思わず怒ど鳴なった。

「あなたのことはお母さんから聞いてました！　お腹なかの中にいる子こ供どもが五つ子だとわかったとたん、姿すがたを消したと！　そのときお母さんはどんな気持ちだったか……！」

　全身の血が逆ぎゃく流りゅうするほどの怒いかりで、こぶしがワナワナと震ふるえる。

「私わたしはあなたを……。」

　ゴツッ！　無堂がいきなり地面に額ひたいを叩たたきつけた。

「ごめんなさい！　罪つみ滅ほろぼしをさせてほしい。今からでも、父親として娘むすめにできることをしたい。」

　有名講こう師しである無堂が、高校生の五月に土ど下げ座ざして許ゆるしを乞こうている。五月の怒りは、混こん乱らんに取って代わった。

「……もう私たちに関わらないでください。お父さんなら、もういます……。」

「中なか野のくんか……。お母さんが死んだとき、彼かれがきみに何をしてくれた？」

　土下座したまま、無堂が低い声で言う。

「娘むすめが亡なくなった母親の影かげを追い続け、母親と同じまちがった道に歩を進めようとしている……。」

　無堂はおもむろに顔を上げた。その額ひたいから、ツーッと血が流れる。

「きみが学校の先生にふさわしくないということは、きみがいちばんよくわかっているはずだ。」

　五月は追おい詰つめられたように、二、三歩後ずさった。

「父として、とうてい見み過すごすことができない！　きみたちへの愛が僕ぼくを突つき動うごかした！」

　どうしていいかわからず、五月はついに無堂から目をそらしてしまった。




「五月ちゃん？」

　病院を出て公園に寄よった帰り道、一花を送りながら風太郎は五月の様子をきいてみた。

「ああ……なんというか、いつもと変わりなかったか？」

「昨日から会ってないからわからないけど、どうして？」

「おまえらの元父親が五月と接せっ触しょくした疑うたがいがある。」

「噓うそ……なんで……。」一花は絶ぜっ句くしている。

　勇也に話を聞いたときは驚おどろいた。あのとき事情を知っていれば、五月が勉強している学食に案内などしなかったのに……風太郎は悔くやしそうに歯は嚙がみした。




　翌よく日じつ、あらためて五月に話を聞こうと思ったが、どこにも姿すがたが見えない。

　風太郎は、パンケーキの屋台から二に乃のと三み玖くを呼よび出だした。

「五月なら来てないわよ。今日は最終日だってのに。」

「どうしたんだろう……。昨日からずっと部屋にこもってる……。」

「そうか……。」

　やっぱり、あのおっさんと何かあったにちがいない。パンケーキ屋のほうは、愛まな未みと山やま内うちを中心にクラス全員が一いっ致ち団だん結けつしてやっているから心配ないだろう。

　きびすを返した風太郎に、二乃が「待ちなさい。」とカードキーをさしだした。

「五月のとこ行くんでしょ？　持っていきなさい。」

「いいのか？」

「それでこそフーくんだわ。そんなとこが好き。こっちのことはまかせて。」

　三玖も、「五月をお願い。」と風太郎に信しん頼らいのまなざしを向ける。

　風太郎は二人に笑え顔がおでうなずき、学校を抜ぬけ出だしてタワーマンションに向かった。

「おまえ……。」

　リビングに入っていくと、五月は一いっ心しん不ふ乱らんに勉強していた。

「上杉くん……こんなこと意味ないというのに、私わたしは何をしているのでしょう……。」

　ノートから目を上げずに言う。

「あのおっさんのことなら気にすんな。どうせ適てき当とうなこと言ってるにちがいな……。」

「お母さんも言っていたんです。」

　──五月。あなたは私のようには絶ぜっ対たいにならないでください。

　そう言った母は、瞬またたく星のようにはかなげに見えた。

「それなのにあきらめられない……。いまだにお母さんを目指してしまっている……。そう願う私はまちがっているのでしょうか……？」

　道しるべを見失ったようにメガネの奥おくでぽろぽろ涙なみだを流す五月に、風太郎は言った。

「それもそうか……。教きょう師しなんてなってもいいことないしな。」

「えっ？」

「優ゆう秀しゅうな生徒ばかりとはかぎらない。世の中には、想そう像ぞうを絶ぜっする馬鹿がいるのだと思い知らされる。自分のポリシーを曲げてでも、つき合っていかなければいけない。他人と関わるってのは、心身共に疲つかれることまちがいなしだ。中には反はん抗こうする生徒も出てくるだろう。そんなときも逃にげ出ださず、向き合い続けなければいけない。」

　学食での最悪の出会いから、五月とはいろんなことがあった。らいはと三人でプリクラを撮とったり、家庭教師になって最初の中間試験では激はげしくぶつかりもした。らいはを挟はさんで、家出してきた五月と川の字になって寝ねたこともある。

「マジで大変だったぜ。俺おれはもうこりごりだ。教師になんて絶対になるもんじゃない。」

　そう言うと、風太郎はくわっと目を見開いた。

「だがそれがどうした！　他人の戯ざれ言ごとなんて聞く価か値ちもない！　おまえの夢ゆめだろう！　どれだけ逆ぎゃく風ふうだろうが、進むもあきらめるもおまえが決めろ！」

「……本当に……私わたしの夢なんでしょうか……。」

　五月がメガネを外し、あふれる涙なみだを手で拭ぬぐう。
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「私はお母さんになりたいだけ……。以前、ある人に言われたことがあります……。」

　それはちがう。風太郎は心の中で大きくかぶりを振ふった。

「母を目指して夢を追うのと、夢を目指して母を追うのとでは大きくちがう。おまえがそれを理り解かいできているなら、親に憧あこがれ、志こころざすことは絶対にまちがいじゃない。」

「……私は……私は……。」

　五月はゆっくり口を開くと、迷まよいを吹ふき飛とばすように思いきり叫さけんだ。

「お母さんのような先生になりたい！　私は私の意い志しで母を目指します！」

「生徒が願うなら、家庭教きょう師しの俺おれにできることは一つだけ……全力でサポートする。それだけだ。」

　風太郎はほほえみを浮うかべ、しっかりと五月を見つめた。

「上杉くん……。」

　五月も、風太郎を見つめ返して笑え顔がおになる。

「ふふ……いいこと思いつきました。」

　そう言ってパシッと両手を合わせると、

「勉強、教えてください。」

　初めて学食で風太郎と出会ったときにしたようにお願いする。

「もちろんだ。」風太郎も思い出して、ニッと笑った。

「ありがとうございます。ですが、そのまえに──。」五月は、凜りんとして顔を上げた。

「やらなければいけないことがあります。」




　額ひたいにバンソウコウを貼はった無堂は、中庭のベンチに座すわってドーナツを食べていた。

「こんにちは、無堂先生。」

「やぁ。まさか五月ちゃんのほうから来てくれるとはね。」

　指についた砂さ糖とうをペロッと舐なめ、立ち上がって五月のほうに歩いてくる。

「父親の言葉に耳を傾かたむけてくれるようになった……ということでいいかな？」

　悦えつに入ったように目を閉とじた、そのときだ。

「ガハハッ！　父親だって？　笑わせんな！」

「!?　きみたちは……。」

　高校時代のヤンキー仲間だった勇也と下しも田だが、連れ立ってやってきた。

「うーっす。先生、ご無ぶ沙さ汰た。」

「つっても、用があるのはうちらじゃないんだけど。」

　二人の背はい後ごからもう一人、当時の教え子が姿すがたを現あらわした。

「無堂先生。お元気そうで。」

「中野くん……。」

　生徒会長で、不動の学年一位を誇ほこった優ゆう等とう生せい。そして人一倍零奈を慕したい、ファンクラブの会長を務つとめていた男子生徒。人を食ったような態たい度どは、高校生のころから変わらない。

「きみにも謝あやまるきっかけができてよかった。中野くんには苦労かけたからね。」

　余よ裕ゆうを見せてマルオに歩あゆみ寄よると、「すまなかった。」と頭を下げる。

「いえ、あなたには感かん謝しゃしています。」

　顔を上げた無堂に、マルオは冷ややかな目を向けた。

「あなたの無む責せき任にんな行いが、僕ぼくと娘むすめたちを引き合わせてくれた。」

「……どうだろう？　こと責任に関しては、きみも果たせていないように見えるが。」

　嫉しっ妬と。敵てき意い。あらゆる不ふ快かいな感かん情じょうを見事に押おし隠かくして、無堂は五月のほうを手で示しめした。自分から捨すてたくせに、それが他人のものになるのは許ゆるせないのだ。

「だから五月ちゃんは、みずからここに来た。頼たよりないきみではなく、僕のところにね。」

「五月くんが、ここに？　何を言っているのですか？　よく見てください。ここに五月くんはいない。」

　ワケがわからない顔の無堂の前に、建物の陰かげから本物の五月が姿すがたを現あらわした。

「私わたしはこちらです。」

　五月の背はい後ごには、すでに事じ情じょうを知らされた二乃と四葉、そして一花がいる。五月に化けていたのは、もちろん三玖だ。

「……なんのつもりだい？」

「だましてしまい、すみません。ですが、こうなることはわかってました。」

「それがどうした？　ただまちがえていただけで……。」

「愛があれば私たちを見分けられる──母の言葉です。」

　口調は穏おだやかながら、五月は射いるようなまなざしで無堂をひたと見すえた。

「また彼かの女じょの話か！　いいかげんにしろ！　そんないいかげんな妄もう言げん！　いつまで信じているんだ！　今すぐ忘わすれなさい。お母さんだってそう言うはずだよ。思い出してごらん、彼女がなんて言ってたか……。」

　逆ぎゃくギレしてわめきたてる無堂の目の前まで来ると、五月は言った。

「お母さんが後こう悔かいを口にしていたのは覚えています。」

「そうだ！　きみのお母さんはまちがった！　きみはそうなるな！」

「私わたしは、そうは思いません。」

　毅き然ぜんとした五月の返事に、無堂が一いっ瞬しゅん、気け圧おされる。

「たとえ本当にお母さんが自分の人生を否ひ定ていしても、私はそれを否定します。いいですよね、私はお母さんじゃないのですから。」

　パンケーキを美お味いしそうに食べる五つ子に注いでいた、母の温かくも優やさしいまなざし。あれこそが真実だ。

「ちゃんと見てきましたから。すべてをなげうって尽つくしてくれた母の姿すがたを。あんなに優しい人の人生がまちがっていたはずがありません。」

　そんな五月の言葉を、ほかの姉し妹まいはじっと聞いている。

「子こ供どもが知ったような口を……。」

　こぶしを震ふるわせる無堂のほうへ、マルオがつかつかと歩いてきた。

「あなたこそ、知ったような口ぶりで話すのですね。その後の彼かの女じょが子供たちにどれほどの希望を見み出いだしたのかを、あなたは知らない。あなたに彼女を語る資し格かくはない！」

　マルオの凄すさまじい怒いかりの形相に、無堂がヒッと息を吸すい込こむ。

「お父さん……。」

　二乃たちは、父が見せた母への愛に胸むね打たれたように立たち尽つくした。

「無堂先生。最後まで、あなたからお母さんへの謝しゃ罪ざいの言葉はありませんでしたね。」

　五月の指し摘てきに、無堂がグッと言葉に詰つまる。

「私わたしはあなたを許ゆるさない。罪つみ滅ほろぼしの駒こまにはなりません。あなたがお母さんから解かい放ほうされる日は来ないでしょう！」

　涙なみだを溜ためた目で無堂を見み据すえ、五月は言い放った。

「チッ……僕ぼくがせっかく……。」

　苦々しい顔の無堂に、横から勇也が「見苦しいぜ、おっさん。」とピシャリ。

　無堂は、負まけ惜おしみにフンと鼻を鳴らして去っていった。

「べー、です。」

　二度と会うことはないだろう。手を振ふる代わりに、五月は舌したを出して無堂を見送った。




　校こう舎しゃが茜あかね色いろに染そまった。もうすぐ、学園祭も終わろうとしている。

「で、全部片かたづいたのか？」

　階かい段だんを上りながら、風太郎が五月に言った。

「ふふっ。あなたのことです、遠くから見てくれたのでしょう？」

「さぁね。」

　この問題は家族で片をつけるからという五月の意い志しを、風太郎は尊そん重ちょうしてくれた。

「上杉くん、ありがとうございます。」

　いろいろな意味を込こめて、五月は礼を言った。

「お母さんがいなくなってから、その寂さびしさを埋うめるために、お母さんになり代わろうとしていました。いつの間にか、自分とお母さんの境きょう界かい線せんが曖あい昧まいになってしまい──自分の夢ゆめまでも自信が持てなくなってしまいました。私わたし、お母さんを忘わすれなくていいんですね。」

　閉とじ込こめられていた暗くら闇やみから抜ぬけ出だしたように、心の底から晴れ晴れと笑う。

「教えてくれたのは、あなたです。」

　前を歩いていた五月が、口もとをゆるませていた風太郎をくるりと振ふり返かえった。

　顔と顔がくっつかんばかりの距きょ離りに、風太郎はドキッとする。

「ありがとうございます。」

　五月の足が、風太郎のほうへ一歩踏ふみ出だした。

　ま、まさか、五月まで……!?　風太郎のこめかみにたらりと汗あせが流れたとき、五月がパッと顔をそむけて窓まどの向こうを見やった。

「あっ、いつの間にか空がこんなに暗くなってますよ。もうすぐ冬ですねー。」

「フッ……くくく……。」風太郎が突とつ然ぜん、笑いだした。

「フッフッフ……フハハハハ……。」

　羞しゅう恥ちのあまり、壊こわれた笑い人形のように笑いが止まらない。

「ええっ!?　急にどうしました……？　気持ち悪いですよ……。」

「こちらの事じ情じょうだ、すまんな……。」

　風太郎はキリッと顔を引きしめた。キスを意い識しきしてしまったなど、万に一つも五月に悟さとられてはならない。

「ともかく……私わたしが自信を持てたのは、あなたのおかげです。私はお母さんじゃない。こんな簡かん単たんなことに気がつけたのは、あなたがいたから……。」

　何をしたわけではないが、五月が感かん謝しゃの言葉を重ねるのを、風太郎は黙だまって聞いた。

「私の理想の教きょう師し像ぞうは、お母さんのままですが……。」と五月が急に言いよどむ。

「なんだよ？」

「え、えっと……つまり、上杉くん。」

　いつもかたくなな五月が、子こ供どものようにあけっぴろげな、無む邪じゃ気きな笑え顔がおで言った。

「きみだって私の理想なんだよ。それだけ聞いてほしかったの。」





第三話







　学園祭最終日。日が暮くれるころ、在ざい校こう生せいだけの後夜祭が始まった。

　さまざまな催もよおし物ものがあり、飲食の屋台も引き続き開いていて、生徒たちはあちこちで大いに盛もり上あがっている。

『それでは、最さい優ゆう秀しゅう店てん舗ぽの発表です！』

　体育館の特とく設せつモニターに映うつし出だされたクラスは『三年一組』。

「わぁー！」「やったやった！」

　三年一組からドッと歓かん声せいがあがった。男女とも手を取り合って大おお喜よろこびだ。

「……あれ？　中なか野のさんたちは？」葵あおいが気づいてキョロキョロする。

　今回の功労者である三み玖くをはじめ、五つ子たちの姿すがたがどこにも見えない。




「お待たせしましたー。」

　みんなが待つベンチに、五い月つきが走ってきた。

「五月、どうだった？」「フータローくんに、あのこと伝えられた？」

　三玖と一いち花かが、五つ子からの伝言を託たくした五月に矢や継つぎ早ばやにきく。

「ええ。それに、父の件けんのお礼も言えました。みんなにもあらためてお礼を……。」

「いいよいいよ。」

　一花は、撮さつ影えいを終えてすぐ駆かけつけてくれた。

「私わたしたち家族の問題でもあったもんね。」と四よつ葉ば。

「で、でも……あ、ありが……ありがとね！」

　母脱だっ却きゃくのため思いきって口調を変えるも、姉し妹まい一同、微び妙みょうな反はん応のうである。

「……なんか違い和わ感かんしかないわ。」二に乃のがジト目で言う。

「そんなっ！　みんなまで！　あ、三玖には変へん装そうまでしてもらって……。」

「かまわない。それに、あんなずさんな変装には満足してない。」

　ギランと目を光らせて燃もえる三玖に、

「この子はこの子で謎なぞのプライド芽生えてるわ。」と二乃があきれる。

「一いっ般ぱん人じんはあれだけでまちがえちゃうんだねー。」一花は苦く笑しょうした。

　突とつ然ぜん現あらわれた実の父親など、五つ子たちにはまったく赤の他人でしかない。

「中身が変わっても顔は同じだもん。」

　四葉が笑いながら言い、三玖がうなずく。

　しかし一花は、妹たちをじっと見つめてぽつりと言った。

「私わたしたちは、いつまで五つ子なんだろう……。」

　黙だり込こんだ五人の耳に、グラウンドからにぎやかな音楽が聞こえてくる。学園祭に出たバンドがアンコールライブをやっているらしい。

「ほらほら、フータローくんとの約束まで時間あるし。気分入いれ替かえて後夜祭楽しもう！」

　一花が、場を盛もり上あげるように明るい声を出した。




「なぁ……いつまでこんなトコに座すわってる気だ？　なんか屋台に食いにいこうぜ。」

　中庭の休きゅう憩けい所じょで、前まえ田だが言った。

「屋台か……。そうだな。ずっと食ってねぇし、行けずじまいの店があったんだ……。」

　風ふう太た郎ろうは落ち着きなく目を泳がせると、

「それが終わったら、俺おれは……会う約束をしてるやつもいる。」

「なるほど。」と訳わけ知しり顔がおでうなずく武たけ田だ。

「あの姉し妹まいなら、さっき見かけたな。一花さんもいたから五人勢せいぞろいだったぞ。」

「へぇ。前田くん、あの一いっ瞬しゅんでよく一花さんだとわかったね。」

「え！　ま、まぁ……。おかしな話だが、まえから一花さんだけはなんとなくわかるんだ。」

　そう、愛があれば見分けられる──前田は以前、一花に片かた思おもいしていたのだ。

　武田が「上うえ杉すぎくんは当然、見分けられるんだろ？」ときく。

「え？　……そう言われると自信ないな……。」

　偽ぎ装そうされると、風太郎には打つ手がない。三玖が四葉に、五月が一花に、二乃が四葉に、一花が三玖に、五人全員で五月に変へん装そうしたときもあった。

「最初はいま以上に戸と惑まどった。ただでさえ人の顔を覚えるのは得とく意いじゃない。そのうえ、あいつらはその利点をフル活用してきやがる。何度だまされたことか……。最後まで困こまったやつらだ。」

　そう話す風太郎の顔は、しかしどこかうれしそうだ。

「フッ、よく言うぜ。」と前田が冷やかす。

「ふと気になったんだけど……いったい、彼かの女じょたちの誰だれから見分けられるようになったんだい？」

　武田の疑ぎ問もんに風太郎は言葉を詰つまらせ、「よし、屋台行くか。」とごまかすように立ち上がった。

「ハハハハ……待ちたまえ。今の間はなんだい？」

　武田も立ち上がり、逃にがすかとばかりガシッと風太郎の肩かたをつかむ。

「おい武田。どういうことだ？」と前田。

「どういうことか上杉くんに聞こうじゃないか。」

「どうでもねーって！」

「水くさいじゃないか、上杉くん！　僕ぼくらの仲に秘ひ密みつは無ぶ粋すい！」

　逃げようとする風太郎を間近で見つめ、武田が圧あつをかけるようにグイグイ迫せまってくる。

「う、うっせー！　黙もく秘ひ黙もく秘ひ！」

　じーっと風太郎を観察していた前田が、ボソッと言った。

「好きなのか？　五つ子の誰だれかが。」

「!!」前田のやつはなんでこう、色いろ恋こいになると鼻が利きくんだ……。

「……学生の本分は学業……それ以外は不要だと信じて生きてきた。だが、それ以外を捨すてる必要なんてなかったんだ。」

　夜空を見上げると、前に向かって一いっ緒しょに駆かけていく五つ子の後うしろ姿すがたが浮うかぶ。

「勉強も友ゆう情じょうも、仕事も娯ご楽らくも恋れん愛あいも、あいつらは常つねに全力投球だった。凝こり固かたまった俺おれにそれを教えてくれたのは、あいつらだ。」

　ただそれだけのことに気づくのに、ここまで待たせてしまった。

「きっと昔のままの俺おれなら、今この瞬しゅん間かんも一人だったかもな。」

「上杉……。」

　今では大事な友達になった前田と武田が、うれしそうにほほえんでいる。

「よし！　じゃあ屋台行くか！　金持ってねーけど。」

「金がねーなら、なんで屋台に行くんだよ！」

　軽口をたたきつつグラウンドのほうへ行こうとしていると、女子生徒が二人やってきた。

「休きゅう憩けい所じょ、ほんと助かる。」「楽しかったね～。」と話しながら、椅い子すに座すわって疲つかれた足を休めている。

「……決まってる。」

　祭りが終わってしまう一いち抹まつの寂さびしさを感じながら、風太郎は覚かく悟ごを決めたように星を見上げた。

「最後まで、この祭りを楽しむためだ。」




　後夜祭が終わりに近づくころ、五つ子たちもまた、最後の選せん択たくに臨のぞんでいた。

「そろそろ時間ですね。」五月が言った。

　緊きん張ちょうしている二乃と四葉を励はげますように、一花が後ろから二人の肩かたを抱だき寄よせる。

　それを見て、三玖と五月が顔を見合わせて笑う。

　五人は円えん陣じんを組み、小指と親指を結び合わせて、五つ子サインを作った。

　一花がみんなにほほえむ。強いまなざしの二乃。三玖は迷まよいが吹ふっ切きれたよう。五人一いっ緒しょがうれしい四葉。そして五月は、これでよかったというように笑えむ。

　五つ子サインがほどけ、五人はバラバラになって、それぞれの場所へと向かった。




「今日のすべてが終わるころ、私わたしたちはおのおのの部屋で待っています。おのおのの思いを抱かかえたまま、あなたを待っています。あなたが向かうのは、ただ一つの教室──。」

　五月から伝えられた五つ子の想おもいを嚙かみしめながら、風太郎は校こう舎しゃに足を踏ふみ入いれた。

「この提てい案あんが、逆ぎゃくにあなたを困こまらせてしまうことはわかってます。」

　五つ子の一人が待つ教室に向かう。

「これが私たちの覚かく悟ご。どうかそれを理り解かいしてください。」

　風太郎は、ある教室の前で足を止めた。

　グラウンドから、アナウンスが聞こえてくる。

『これにて、旭あさひ高校学園祭、後夜祭……すべてのスケジュールを終しゅう了りょうとします。』

　一つ大きく深しん呼こ吸きゅうをすると、風太郎は決意の目でガラッとドアを開けた。




「……上杉くん。」

　五月はうれしそうにニコッと笑った。

「これからですよ、上杉くん。」

　五月はどこかの教室にいる風太郎に、ひそかに声せい援えんを送った。




「やるじゃん、フータローくん。」

　一花は苦く笑しょうした。チキンだなんて決めつけて悪かったかも。ここぞというとき風太郎が誰だれよりも男らしいって、いちばんよくわかってたはずなのに──。

　教室のベランダに出て外の景色を眺ながめながら、ゆうべの公園で風太郎が手にしていたドリンクの缶かんを思い出す。

「……あのときにはもう、心に決めていたんだね。」

　予想していた結果でも、現げん実じつになると胸むねが引ひき裂さかれそうだ。

　泣いちゃダメ──一花は、手すりの上にのせた腕うでに顔を突つっ伏ぷした。




　別の教室のドアがガラッと開いた。

「！」

　待っていた二乃が、ハッとしてドアのほうを見る。

「……終わったよ。」

　泣くのを耐たえて、三玖がほほえんでいる。

　二乃は怒おこったように唇くちびるを嚙かみしめ──その目に、じわっと涙なみだがあふれた。

　二乃が三玖に歩あゆみ寄よる。二人は失しつ恋れんの痛いたみを分かち合うように、お互たがいを抱だきしめた。




　四葉は、すでに保ほ健けん室しつをあとにして廊ろう下かを歩いていた。

　学園祭が終わって、風太郎と自分たちの関係もとうとう終わってしまう。

　六年前、京都で出会った男の子が五つ子の家庭教きょう師しになるなんて、どういう運命の巡めぐり合あわせだったのか……。

　最初に打ち明けていれば、もしかしたらちがう結末が待っていたのかもしれない。

　三玖が風太郎を好きだと気づいたのは、花火大会の夜だ。風太郎のことを忘わすれていると思っていた一花も、なんだか彼かれに惹ひかれているみたい。

　そんなとき、林間学校で風か邪ぜが悪化して入院した風太郎が、五月に京都での出来事を話しているのを立ち聞きしてしまった。

　──まさか、私わたしのことを覚えていたなんて！

　私があのときの女の子だよ……真実を伝えたい気持ちがふくらんでいく。

　そんな四葉の心の揺ゆれを見み透すかしたように、風太郎が五つ子たちに言った。

「この中で昔、俺おれに会ったことがあるよって人ー？」

　一花が牽けん制せいするように、チラッと四葉に視し線せんを走らせてくる。

　一花は思い出したんだ。そして二乃までもが、風太郎を好きになってしまった。

　四葉は決めた──自分だけが特別じゃいけない、と。

　だから家出した五月にカバンを届とどけたとき、自分の代わりに風太郎に会ってほしいと頼たのんだ。五月は四葉を心配してくれたけど、これでいいんだと自分に言い聞かせて。

　風太郎が昔の約束にとらわれて、勉強だけに青春を費ついやさないでほしい。たくさん友達を作って、高校時代の楽しい思い出を増ふやしてほしい。

　ただ、それだけでいい。そう、それだけで……。




　四葉はふと足を止めた。保ほ健けん室しつにスマホを忘わすれてきてしまった。

「あった。」

　保健室に戻もどり、ベッドの上に置き忘れていたスマホに手を伸のばそうとしたとき──。

「よお。」

　おそるおそる顔を向けると、反対側のベッドに寄よりかかった風太郎が、腕うで組ぐみをして四葉を待まち構かまえていた。

「待たせたな。」

「え……？　上杉さんがなんでここに……。」

「おまえに会いにきたんだ、四葉。」

　一いっ瞬しゅんの間のあと、四葉は呆ぼう然ぜんと風太郎を見つめた。

「……噓うそ、ですよね？」

と言われても、風太郎はなんと答えていいかわからない。

「う、噓です！　こんなことありえません！」

「だよな。なんでこんなことになったんだか……。」

　風太郎は、やれやれというようにベッドから身を起こした。

「つーか、俺おれのほうがけっこう待ったぞ。なんでここにいなかったんだよ。」

「だって……私わたしのところに来るなんて微み塵じんも……。」

「せっかく作りたてを買ってきたのに。」

　風太郎は、ベッドの上に置いてあったビニール袋ぶくろを手に取った。

「それって……。」

「おまえがくれたサービス券けんだろ？　ほら、食えよ。」

　袋ふくろの中に入っていたのは、美お味いしそうな唐から揚あげだ。

「ずっと持ってたんですか？」

　ここに来たのは、このため──。そりゃそうだよねと思いつつ、楊よう枝じに刺さした唐揚げをパクッと食べる。

「ああ……。ここでおまえと食うと決めてた。」

「！」

　四葉の頰ほおがみるみる赤く染そまり、動どう揺ようを隠かくすためにひらすらモグモグと口を動かす。

「それで……あー……。」

　風太郎は緊きん張ちょうしつつ口を開いた。そもそも自分の気持ちを言葉にするのは苦手だし、その自分の気持ちにもなかなか気づけなかったくらいだ。

「こんな結果と知ってもらったうえで、いちおうきいておくが……おまえは……。」

「ごめんなさい！」

　四葉がガバッと頭を下げた。

　風太郎の呼こ吸きゅうと思考が一時停てい止しする。人生初の告こく白はくを途と中ちゅうでぶった切られるとは……。

「……あれっ？　上杉さん？　おーい、上杉さーん？」

　呆ぼう然ぜん自じ失しつの風太郎の顔の前で、四葉が手をひらひらさせる。

「……これでも勇気出してきたんだが……。まさか即そく答とうされるとは……。」

　かすれ声で言うと、四葉はカーッと赤くなった。

「あの……上杉さんが私わたしを……ていうのは、とっても光栄なんですが……。」

　うつむいてはにかむ様子は、風太郎を嫌きらっているとは思えない。

「上杉さんにはもっといい人がいるはずです！　私なんかで収おさまってちゃもったいない！」

　吹ふっ切きったような笑え顔がおで言う。ワケがわからないのは風太郎だ。

「……どういうことだ？」

　そんな断ことわり方かたがあるか。恋れん愛あいにうとい風太郎でもわかる。

「ほ、ほら……私じゃなくて、みんなのほうが……。」

「みんな……？」

　風太郎は、真顔で四葉にグイッと迫せまった。
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「今は、おまえにきいてるんだ。おまえの気持ちを教えてくれ。」

「～～～～～～!?」

　キャパオーバーになった四葉に残された道はただ一つ。すなわち、保ほ健けん室しつから脱だっ兎とのごとく逃にげだした。

「あっ、あの野や郎ろう！」

　風太郎があわてて四葉のあとを追いかけていく。

（逃にがした……。）

　子うさぎの逃げ足の速さときたら……。階かい段だんまで来て風太郎が呆ぼう然ぜんとしていると、階上から五月が降おりてきた。

「上杉くん。」

「五月……。あいつらは……。」

「四葉なら、向こうに走っていくのを見ました。」と廊ろう下かのほうを指さす。

「あなたが向かうべき場所は一つのはずです。よけいな気き遣づかいは傷きずつけるだけですよ。」

「そうだな……すまん。」

　風太郎は五月が指さしたほうへ、四葉だけを追って駆かけだしていった。




　四葉──。

　グラウンドで学園祭の余よ韻いんに浸ひたる生徒たちのあいだを、四葉を探さがして走り回る。

（おまえ、いつも言ってたよな。）

　──後こう悔かいのない林間学校にしましょうね！

　──後悔のない修しゅう学がく旅りょ行こうにしましょうね！

　──一ミリも悔くいの残らない学園祭にしましょう！

　太陽みたいな笑え顔がおで、何度も何度も、しつこいくらいに……。

（俺おれはあきらめねぇぞ！）

　校こう舎しゃをぐるっと回って、中庭に出る。

「あ！」

　四葉がとぼとぼと歩いている。風太郎に気づいた四葉が、とっさに走りだした。

「ま、待てっ！」

　追いかけてくる風太郎から、四葉は必死で逃にげていく。

（ごめんなさい、上杉さん……。私わたしだけが特別であっちゃいけないんです……。こんな私なんかが……。）

　けれど、風太郎はなかなかあきらめてくれない。

「逃げるなっ、四葉！」

「逃げる……。」

　四葉の目が、分ぶ厚あつい雲に覆おおわれたように曇くもった。

（そうなんです、上杉さん……。私が弱かったせいで、みんなを巻まき込こんでしまって……。）

　思い出したくない過か去こが一いっ緒しょに、四葉を執しつ拗ように追いかけてくる──。




「みんな～、どこなの～……。」

　六年前。京都駅の構こう内ないで、四葉は不安な顔ではぐれた姉し妹まいを探さがしていた。

「わっ!?」

　よそ見をして歩いていたら、向こうから歩いてきた誰だれかと頭をごっつんしてしまった。

「あてて……ごめんなさい……。」

「いえ、こちらこそ不注意でした。すみません。」

　ほかの修しゅう学がく旅りょ行こうの生徒だろうか。同い年くらいのボブカットの女の子は、頭を押おさえて申もうし訳わけなさそうに言うと、メガネの男の子と一いっ緒しょに去っていった。

　それにしても、えらいことになってしまった。

「うーん……あれもちがう……。」

　駅の外に出て、高こう架かデッキからみんなを探さがす。

　私わたしたちは五人一緒じゃなきゃいけないのに。

（……でも、本当にそうなのかな……？）

　そんなとき、四葉は金きん髪ぱつの悪ガキ──風太郎に出会った。

　風太郎と過すごす時間は不安を感じる暇ひまもないほど楽しくて、あっちこっち回っているうちに、気づけばあたりはすっかり暗くなっていた。

　寺院の境けい内だいには、参さん拝ぱい客きゃくも、観光客の姿すがたもない。

「あっ、もうこんな時間。」

　二人とも携けい帯たいを持っていないので、誰だれかに迎むかえにきてもらうこともできない。

「とりあえず、バスに乗って帰るか。」

　そう言って風太郎が歩きだす。財さい布ふの中身を確かく認にんした四葉は、あ、と声をあげた。

「お昼に買ったお守りで全ぜん財ざい産さん使っちゃったかも……。」

「アホか！　言っておくが、俺おれの手持ちはこの二百円だけ。貸かせねーぞ。」とポケットから百円玉を二枚まい出して四葉に見せる。

「うん、わかってる。じゃあ気をつけて……。」

　風太郎は一いっ瞬しゅん困こまったような顔をしたが、賽さい銭せん箱ばこに歩あゆみ寄よってその二百円を投げ入れた。

「あ、なくなっちまった。」

「え……？」

「俺んち貧びん乏ぼうで、毎回五円なんだよ。ケチぃよな。」

　言いながら、けろりとしてその場に座すわり込こむ。四葉はビックリした。

「風太郎くんは、お金がなくてもつらくないの？」

「どういうことだ？」

「うちもそうなんだよね……。家族のために、お母さん一人で働いてくれてるんだ。それでね……たまに思うの。自分がいなきゃ、もっとお母さんは楽だったのにって。」

「おまえ……。」

　四葉はうれしそうに、五人分の巻まき物もの形がたのお守りを目の前に掲かかげた。

「だから、これからたくさん勉強して、うーんと賢かしこくなって、とびっきりお給料のもらえる会社に入って、お母さんを楽させてあげる！　そしたらきっと、私わたしがいることに意味ができると思うんだ！」

　口をぽかんと開けて聞いていた風太郎が、目をまんまるにして言った。

「すげぇ……。おまえ、大人だな。」

　勢いきおいよく立ち上がり、四葉と正面から向かい合う。

「だよな！　俺おれもめっちゃ勉強して、頭よくなって、金稼かせげるようになったら、妹に不自由ない暮くらしをさせてやれるかもしんねぇ！　必要とされる人間になれるのかもな！」

　どこか世を拗すねていたような風太郎の目が、まぶしいくらいにキラキラ輝かがやいている。

　四葉はうれしくなって、風太郎の手をギュッと握にぎりしめた。

「がんばろう、二人で！　私わたしはお母さんのために、風太郎くんは妹さんのために、一いっ生しょう懸けん命めい勉強しよう！」

　太陽みたいな四葉の笑え顔がおに見とれていた風太郎は、やがてニッと笑った。

「……ああ！　なあ、俺おれとおまえで百円分ずつ、神様に頼たのんどこうぜ。」

　本ほん殿でんの前で肩かたを並ならべ、柏かしわ手でを打って目をつむり、真しん剣けんに手を合わせる。

　この夜、幼おさない二人が交かわした約束を、瞬またたく星たちだけが知っていた。




　海に白い波の道を残してフェリーが進んでいく。

　甲かん板ぱんでは、一花、二乃、三玖、五月が追いかけっこをして遊んでいる。

　夏休みに入ってすぐ、母の零れ奈なに連れられて、離り島とうにある祖そ父ふの温おん泉せん旅館に遊びにいった帰りのこと。四葉は一人、船べりから海を眺ながめていた。

「四葉。そのリボン、似に合あってますね。」

　そう言いながら、零奈が歩あゆみ寄よってきた。

「ありがと……。これならもうみんなとまちがえられないよね。」

　四葉の頭には、うさぎの耳のようにリボンが結んである。

「さあ、どうでしょう。何を身につけているかなんて、大した差ではありません。」

「それだけじゃないよ！　私わたし、みんなより勉強して、このまえなんて一番だったんだよ！　勝ってるんだよ？　私はもうみんなと同じ場所にいない。そっくりなんかじゃない。」

　四葉はあせっていた。風太郎くんとの約束を果たさなきゃ。みんなみたいに、のん気に遊んでいられない。

「お母さーん！　見て見てー！」

　髪かみの両側に星の髪かみ飾かざりをつけた五月が、うれしそうに駆かけ寄よってきた。

「あら、可か愛わいいですね。」

「四葉をまねしてつけてみたんだー！」

　五月が零奈にべったりしがみついて甘あまえる。

「四葉。あなたの努力は素す晴ばらしく、何もまちがっていません。ですが、一番にならずとも、あなたたちは一人一人特別です。」

　四葉は唇くちびるを嚙かんでうつむいた。母の言葉を、素す直なおに受け入れられなかった。

「親として、あなたたちに一いっ緒しょにいてほしいと願います。たとえどんなことがあったとしても……。」

　心もち目を細め、零奈は慈いつくしむようなまなざしを四葉に向けた。

「大切なのは、どこにいるかではなく、五人でいることです。」

　ずっと体調をくずしていた母が亡なくなったのは、それからまもなくのことだった。




「わあぁぁん!!　お母さぁん!!」

　突とつ然ぜんの母との別れに、五つ子たちはアパートの隅すみでただただ泣きじゃくった。

「やっぱり……体調よくなってなかったんじゃん……。」

　これからどうなるんだろう。祖そ父ふのもとに全員身を寄よせられるとは思えない。もしかしたら、バラバラに引き取られてしまうかも……。

　悲しみと不安に押おし潰つぶされそうになっていたとき、「失礼するよ。」と声がした。

　喪も服ふくを着た、若わかい男だん性せいが無む表ひょう情じょうで立っている。何度か顔を合わせたことがある、お母さんのファンのお医者さんだ。いずれ紹しょう介かいすると、お母さんは言っていたのに──。

　その人は花で飾かざられた祭さい壇だんの遺い影えいを見やり、五つ子たちに歩あゆみ寄よった。

「こうやって話すのは、初めてだね。」

　四葉だけは、修しゅう学がく旅りょ行こうで迎むかえにきてもらったときに言葉を交かわしたことがある。

「きみたちは僕ぼくが責せき任にんを持って引き受ける。」

　それが、五人の養父となった中野マルオだった。




　──お母さん。私わたしたち、中学生になったよ。

　部活のときに邪じゃ魔まだからと、一花はバッサリ髪かみを切ってショートにした。

　蝶ちょう々ちょうリボンを結んだ二乃はオシャレになって、女子グループの中心にいる。

　──でもね。五人一いっ緒しょなんて無理だよ。

　三玖はヘッドフォンを肌はだ身み離はなさず、五月はお母さんと同じ話し方をするようになった。

　──私たちは、もう一緒ではいられない……。

「お父さん、見てこれ！　このまえのテスト、五人の中で一番だったんだ！」

　学校帰りに病院に寄よった四葉は、答案用紙を自じ慢まんそうに掲かかげて見せた。

「よくやった。」

「陸上部に誘さそわれたんだけど断ことわったんだ。でも、勉強に集中したいからしかたないよね。」

　フフンと得とく意いげに報ほう告こくする。

「これからも励はげみたまえ。」

　父の口調はいつも平板で、表ひょう情じょうを変えることもない。

「うーん……なんか冷たいなー……。お母さんだったら、もっと褒ほめてくれるのに……。」

　走って家に向かっていた四葉は、ピタッと足を止めて自分のつま先を見つめた。

（褒めて、くれるよね……。）

　弱気を振ふり切きるように顔を上げると、再ふたたびダッと駆かけだす。

（風太郎くんも今ごろ勉強してるのかなぁ……。）

　きっと、ものすごくがんばってるはず。四葉も負けてはいられない。

「四葉、これもうやらないの？」

　段だんボールに詰つめ込こんだゲーム機とソフトを見て、三玖がきいてくる。

「うん！　勉強の邪じゃ魔まになっちゃうからね！」

「じゃあこれ借りちゃおっかな……。」

　いくつかあるソフトの中から、三玖は戦国ゲームを手に取った。




　四葉は、返へん却きゃくされた歴れき史しのテストを見てにんまりした。

　もとが悪いせいでまだまだだけど、30点台を取ったのは初めてだ。

（よしよし、順調に上がってきてる。これからもっとがんばろう！）

　席に戻もどった四葉のところに、三玖がうれしそうに駆かけてきた。

「四葉！　歴史のテスト、こんな点取っちゃった。四葉に借りたゲームのおかげだよ。」

　三玖の点数は42点。四葉とは10点以上も差がある。

「そ、そっか……よかったね。」

　本当はショックだったけど、次に三玖よりもっといい点を取ればいいんだ。

（もっとがんばらないと……。たくさん勉強して……うんと賢かしこくなって……とびきりお給料のもらえる会社に入って……。）

　四葉は自分を追おい込こむように、机つくえにかじりついて必死に勉強した。けれど、成せい績せきは上がるどころかどんどん下か降こう線せんを辿たどっていく。

　29点の数学のテストが戻もどってきたときには、自分の中身が空っぽになった気がした。

（私わたしは、なんのために勉強してるんだろ……。）

　母は、一番にならなくていいと言った。大切なのは五人でいることだからと──。

（五人でいることがなんで大切なの？　私、わかんないよ……。）

　四葉は、何も見えない暗くら闇やみの中に放り込まれた気がした。




　季節は巡めぐり、五つ子たちは高校生になった。

『黒くろ薔ば薇ら女子高等学校陸上部のみなさん、壇だん上じょうにお上がりください。インターハイ出場、おめでとうございます！』

　陸上部員の中に、四葉が晴れがましい顔で並ならんでいる。陸上部が強くなったのは、四葉が加入したおかげだ。バスケットボール部を全国大会進出に導みちびき、ソフトボール部に優ゆう勝しょうトロフィーをもたらしたのも……。

　暗くら闇やみの中でずっともがき苦しんでいた四葉は、あるときひと筋すじの光明を見つけた。

　勉強ではみんなのお手本になれなくても、運動ならなれる──！

（お母さん、見てる？　私わたし、みんなに褒ほめられてる！　いろんな人に必要とされてる！　姉し妹まいの誰だれでもなく、私だからなんだよ！）

　片かたっぱしから運動部の申し出を引き受け、机つくえにつく時間はなくなった。

「最近ずっと練習ばかりだけど、平気？　勉強できてる？」

　そんな四葉を心配して、三玖がおずおずと声をかけてきた。

「……よかったら、私が教えてあげようか？」

「私はもうみんなとちがう！　一いっ緒しょにしないで。」

　切きり捨すてるように三玖に背せ中なかを向ける。

（私が姉妹で一番なんだ！　特別なんだ！）

　昏くらい優ゆう越えつ感かんが、まちがった方向に突つき進すすむ四葉に拍はく車しゃをかけた。

「追々試、不ふ合ごう格かく。中野四葉さん。あなたを落第とします。」

　高二の一学期の終わり。職しょく員いん室しつで、四葉は担たん任にんの女じょ性せい教きょう師しに冷たく告つげられた。

「え？」

　一いっ瞬しゅん、何を言われているのか理り解かいできなかった。

「そんな……噓うそ、ですよね……？」

「噓ではありません。」

「だって！　あんなに部活で結果を出したのに！　このまえだってバスケ部で……。」

「関係ありません。再さい三さん警けい告こくをしたはずなのに、あなたは多重入部をやめようとしませんでした。荷物をまとめなさい。」

　混こん乱らんしたまま、四葉は校長室に呼よび出だされた。

「……転校？」

　そこには、父がいた。

「私わたしの知り合いが理事を務つとめる、男女共学の学校だ。夏休み明けから、きみはそこに通うことになる。」

「私わたし、だけ……。」

　四葉はぼんやりしてつぶやいた。

（あれ……？　私は特別なはずなのに……。私がいる意味を作ろうとして必死にやってきたけど……。私、なんで一人なの……？）

　月のない闇やみ夜よ、無人の陸上トラックを一人で走る自分の姿すがたが見える。走っても走ってもゴールは見つからない。

（一人になったら、私はどうしたらいいの？　どうしたら特別になれる？　どこに進んでいいのかわからないよ……。）

　四葉の目に涙なみだがあふれた、そのとき──。

「待って！」

　二乃の声がして、ガチャッとドアが開いた。

「四葉が転校するなら、アタシたちもついていくわ。」

　一花、二乃、三玖、五月──姉し妹まいみんながそろっている。校長先生は狼ろう狽ばいした。

「何を言っているんだ！　きみたちは試験を通つう過かしたはずだろう。」

「ええ、合ごう格かくできたわ……カンニングしたおかげで。」

　二乃は悪そうな笑えみを浮うかべ、校長先生にカンニングペーパーを見せた。

「そ、それは本当かっ!?」

「私わたしたちもでーす。」

　一花と三玖、そして罪ざい悪あく感かんと闘たたかいながら五月もカンニングペーパーを取り出す。

「みんな……なんで……なんで私のために……。」

　カンニングなんて噓うそ。だいたいカンニングしたなら、もっといい点数を取れるはずだ。

「四葉。アンタがどう考えてるのか知らないけどね……。アタシはアンタだけいなくなるなんて絶ぜっ対たいに嫌いや！」

「どこに行くにも、みんな一いっ緒しょだよ。」

　二乃も一花も、何も言わずに四葉を受け入れてくれる。

「それがお母さんの教えですから。」と五月がほほえむ。

「四葉……どんなことも、私たちはみんなで五等分だから。困こん難なんも、五人でなら乗のり越こえられるよ。」

　三玖は一歩前に出ると、四葉に言った。あんなに嫌いやな態たい度どを取ったのに、四葉に背せを向けないで一いっ緒しょに歩こうとしてくれる。

（お母さんが言ってたのは、こういうことだったんだね……。）

　四葉は、泣きじゃくりながら三玖に抱だきついていった。

　そんな四葉を、ほかの姉し妹まいが取とり囲かこんで見守る。

（もう誰だれが一番だなんて考えるのはやめよう……。私わたしは、みんなのために生きるんだ。）




「ま、待て！」

　風太郎が全速力で追ってくる。

（今の私は、姉妹みんなのおかげでここにいる……。あの思い出も、この想おもいも、消してしまおう……。）

　風太郎をあきらめることが、今の四葉にできる唯ゆい一いつのことだ。

「おっ!?」

　縁えん石せきにけつまずいた風太郎が、芝しば生ふの上でズサーーッとヘッドスライディングした。

「えっ！」

　四葉が立ち止まって振ふり向むくと、風太郎は突つっ伏ぷしたままピクリともしない。

「だ、大だい丈じょう夫ぶですか……？」

　おずおずと風太郎に近づいた四葉の足首を、風太郎の手がむんずとつかんだ。

「ヒィイイイ～～～ッ!?」

　タナボタ式で四葉捕ほ獲かくに成功した風太郎が、芝しば生ふに顔を埋うずめたまま話しだす。

「おまえの姉し妹まいたちはみんないいやつで、すげーやつで、大好きなやつらだ。」

　同どう志しであり、ケンカ友達であり、妹であり、親友であり……風太郎にとって、一人一人がかけがえのない存そん在ざいだ。

「あいつらの家庭教きょう師しをやれたことを誇ほこりに思う。」

　風太郎は四葉から手を離はなすと、そのままごろんと大の字になった。

「だが……おまえがいなければ、俺おれはとっくにつまずいていた。」

　初めて会った日から、気づけばいつも四葉はそばにいてくれた。風太郎の、たった一人の応おう援えん団だんだった。その明るい太陽のような笑え顔がおに何度救すくわれたことか──。

「なんで……そんなこと……。」

　四葉は、その場にヘナヘナと座すわり込こんだ。

「俺おれは弱い人間だから、この先、何度もつまずき続けるだろう。こんなダセェ俺の、勝手な願いなんだが……。そのときは四葉……隣となりにおまえがいてくれるとうれしいんだ。」

　夢ゆめみたいにうれしい言葉──熱いかたまりが喉のどをせり上がってきて、我が慢まんできずに四葉の目から涙なみだがボロボロこぼれ落ちていく。

「安心すんだよ。」

　風太郎は、空に向かって手を伸のばした。

「おまえは俺の支ささえであり、俺はおまえの支えでありたい。だから、嫌きらいならそれでいい……。おまえの気持ちを聞かせてくれ。」

「……私わたしは、上杉さんが……。」

　四葉は、スカートの裾すそをギュッと握にぎりしめた。

（言うんだ……これで全部終わりにしよう……。）

　風太郎との思い出の数々が、四葉の脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

（上杉さんが嫌きらいです。）

　悪ガキだった風太郎も、高校生に成長した風太郎も。

（──嫌きらい。）

　口が悪いところも、鈍どん感かんなところも、頭がいいくせにちょっとおバカなところも。

（──嫌い。）

　教室で勉強する真しん剣けんな横顔も。心の底から笑ってくれたときの笑え顔がおも。

（──嫌い。）

　妹思いで、誰だれよりも優やさしくて温かい、あなたの何もかもが。

「……好きです。」

　風太郎の顔をのぞき込こんだ四葉の目から、ポタポタと涙なみだが落ちてくる。

「私わたし……上杉さんには噓うそをつけません……。」

　六年分の想おもいが、涙と一いっ緒しょにとめどなくあふれ出る。

「ずっと、好きでした──。」





第四話







　これまで馬鹿にしてきた、全世界の恋こいする者たちに潔いさぎよく謝しゃ罪ざいしよう。

　好きな相手に想おもいが通じること──どんなにいい成せい績せきを取っても、それより心が震ふるえることはなかった。

　風ふう太た郎ろうは顔を赤らめつつ、四よつ葉ばに手を伸のばした。四葉も手をさし伸べてくる。

　ここは自然と手を握にぎり合あう流れ──と思いきや。

「……ですが、すみません。」

　四葉はなぜか、その手を引ひっ込こめた。

「え？」

「まだやらなきゃいけないことがあります。」

　そう言うと、四葉は目にいっぱい涙なみだを溜ためたまま、思おもい詰つめた顔で星空を見上げた。




「えっ!?　つき合ってないの!?」

　翌よく日じつ、ロケ先のホテルの一室で勉強を終えたあと、一いち花かは風太郎の話を聞いて目を丸くした。

「じつはな……。」

　風太郎は立ったまま、不安そうに窓まどの外を見やった。こういうことはよくわからないので、もしかしたらヤバい地じ雷らいを踏ふんでしまったのかもしれない。

「そっか……つき合ってないんだ……。」

　ベッドに座すわった一花は、独ひとり言ごとのように言った。

（それならまだフータローくんは、誰だれのものでもない……？）

　夕ゆう暮ぐれの街を眺ながめている風太郎につい手を伸のばして……その背せ中なかをバシッとたたく。

「でぇっ!?」

「ほら、しゃきっとする！　四葉は好きって言ってたんでしょ？　じゃあ両りょう想おもいじゃん。くよくよしてたら嫌きらわれちゃうよ。」

　笑え顔がおで背せ中なかを押おしてやる。

　一花をポカンと見ていた風太郎は、目から鱗うろこが落ちたようにフッと笑った。

「……だな。ありがとな、一花。」

　一花はほほえみながら、二に乃のに言われた言葉を思い出していた。

　──たとえアンタが選ばれる日が来たとしても、アタシは……祝福したかった！

（二乃の言ってたこと、今ならわかるよ……。）




　その二乃は、駅の商業施し設せつの空中回かい廊ろうで四葉を突つき飛とばしたところだった。

「アタシがずっとフーくんのこと好きだって知ってたはずよ！　それがわかってて昨日を迎むかえたはずでしょ！」

　四葉の謝しゃ罪ざいなど、二乃は聞きたくもない。

「いまアンタに心配なんかされたくないわ！」

　尻しりもちをついた四葉をキッとにらみつける。

「心配だよ！　二乃は大切な家族だもん！」

「それなら、アタシとアンタはここまでよ。」

　そう言うと、二乃は醒さめた目できびすを返した。

「もしこのままの関係が続くようなら……姉し妹まいの縁えん、切らせてもらうわ。」

　四葉は座すわり込こんだまま、二乃の背せ中なかを見送るしかなかった。




　家に帰る気になれず、四葉は夜の埠ふ頭とうにたたずんでいた。

　──上うえ杉すぎさんかみんなか、どちらかを選ばなきゃいけない。でも私わたしは……。

「四葉。こんなところにずっといたら体が冷えちゃうよ。」

　振ふり返かえった四葉は、一いっ瞬しゅん声を失った。

「み……く？」

　三み玖くが四葉と同じ、グリーンのうさ耳リボンを頭に結んでいる。

「私わたし、四葉。」と両手を広げる。

「は？」

「私わたし、四葉。」ともう一回。

「何事……。」

「考えたんだ。」

　言いつつ、三玖は四葉と正面から向き合った。

「私が選ばれないのなら、四葉になり代わってフータローと付き合う作戦。」

　ぽかんと口を開けている四葉に、「どうかな？」とたずねる。

　しばらくジーッと考かんがえ込こんでから、四葉は言った。

「ダメじゃないかな……倫りん理り的てきに。」

　無言で見合っていると、急に冷たい海風が吹ふきつけてきた。

「さ、寒っ!!」四葉がブルッと震ふるえて縮ちぢこまる。

「……場所、変えようか。」

　三玖が言い、二人は埠ふ頭とうを離はなれて、近くにあったカラオケボックスに入った。

「わ、私たちだけでカラオケ来るの、初めてだね。」

　四葉はやや緊きん張ちょうして言った。こんなに気まずいカラオケも初めてだ。

「うん。」と三玖はオレンジジュースのグラスを手に取り、ストローに口をつけた。

「四葉。」

「あ……なに……？」

「冗じょう談だんだから。私が四葉になり代わるってのは冗談。」言いながら、頭のリボンをほどく。

「私わたしは四葉のまねはできても、四葉にはなれない。このジュースは私には甘あますぎる。」

「三玖……。」

「でも、怒おこってはいる。」

　いつも眠ねむそうな三玖の目が、強いまなざしで四葉を射いた。

「私だったら、フータローを困こまらせるようなことはしない。」

　四葉を罵ば倒とうするのではなく、三玖の口から出たのは風太郎を思う言葉だ。

「返事を迷まよってるんだってね？　四葉はフータローに少なからず好感を持ってたと思ってたけど。」

　三玖を応おう援えんしたかった気持ちは本当。でも、いま四葉が何を言っても言いい訳わけにしかならない。四葉にできることは、きちんと自分の気持ちを伝えることだ。

「迷ってない……。私わたしの気持ちは、ずっとまえから変わってないよ。上杉さんのことをずっと想おもい続つづけてる。」

　三玖が一いっ瞬しゅん、言葉に詰つまる。

「……それならなおさら、躊ちゅう躇ちょする理由はないはず。どうせまえの学校のことでも気にしてるんでしょ。」

　答えられない四葉に、三玖がほほえんで言う。

「私たちのことは気にしないで、つき合っていいんだよ。」

「！」

「……なんて、言うと思った？」と笑えみを消して前まえ髪がみを払はらう。

「なんとなくわかってはいたけど、それでも悔くやしいものは悔しい。どうしても感かん情じょうが荒あら立だってしまう。それだけ本気だった……。もし四葉もそうだったなら、私たちのこの感情も受け止めてほしい。」

　そんな三玖の言葉を、四葉はじっと嚙かみしめた。

「二乃の気持ち……私はわかってあげられてなかった。怒おこられて当然だよ……。」

「二乃が言ってた。恋れん愛あいで、私わたしたちは敵てきでも仲間でもないって。」

「……うん。」

　四葉がまちがっていた。あきらめるのも、許ゆるしを乞こうのも見当ちがい。でも正直、二乃や三玖、一花が風太郎と過すごした日々を無む視しすることも四葉にはできない。

「そっか。そう思ってくれるのなら……せめてもの抵てい抗こう。絶ぜっ対たいに背せ中なかを押おしてなんてあげない。」

　三玖はちょっと切なそうに笑い、「せっかくだし、歌おう。」とタッチパネル式のリモコンを手に立ち上がった。

「だね！」と四葉もマイクを手に立ち上がる。

「聴きいてて！　三玖より絶対上う手まく歌うから！」

「望むところ。」

　ありがとう、三玖──。四葉は、笑え顔がおで応こたえた。




　明けていく紫むらさき色いろがかった空に、カモメが二羽わ飛んでいく。

「わあ、見て！　いい天気！」

「さすがに夜通し歌い続けるとは思わなかった……。」

　かすれ声で、ぐったりしている三玖。四葉があははと明るく笑う。

「ねえ、三玖……。」

　四葉は、朝あさ陽ひを顔に浴びながら目を閉とじた。

「私わたし、みんなに会いたい。」

　迷まよいの吹ふっ切きれた顔で言うと、堤てい防ぼう沿ぞいの道を駅に向かって歩きだす。

　三玖も少し遅おくれて歩きだした。四葉は一つ、誤ご解かいしていることがある。あえて四葉本人には言わないのだけれど……あのとき、今の学校に来る選せん択たくをしたからこそ、風太郎に出会えた。少なくとも三玖は、それを不幸だとは思わない。

（フータローに出会えたから、私は──。）

　五人の中でいちばん落ちこぼれだと思っていた三玖は、風太郎を好きになったから強くなることができたのだ。

　三玖はコートのポケットから四葉とおそろいのリボンを取り出すと、朝あさ陽ひに輝かがやく海に向かって放り投げた。

「あ……。」

　四葉が立ち止まって、驚おどろいたように見ている。

「行こう、四葉。」

　いじけてばかりの弱虫だった三玖はもういない。新しい自分に誇ほこりを持って、これからも胸むねを張はって歩いていく。

（私わたしは四葉になれなかったけど、四葉だって私にはなれない。ようやくそう思えるほどに、私は私を好きになれたんだ。）

　朝あさ陽ひに照らされた三玖の顔は、未来への希望に光り輝いていた。




　風太郎にはこうなってほしいと望んでいたし、ようやく四葉の想おもいが届とどいたこともうれしい。なのに五い月つきは、なぜか素す直なおにおめでとうが言えなくてモヤモヤしていた。

「五月、ちょっといいか？」

　昼休み、学校の廊ろう下かを歩いていると、風太郎が駆かけ寄よってきた。

「な、なんでしょうか……？」

「えーっと……話したいことが……。ここじゃまずいか……。」

「でしたらこちらで。」

　すぐ近くの無人の教室に、後ろのドアから入っていく。カーテンを閉しめ切きっているので、昼間なのに真っ暗だ。

「あの……お話って。……ん？」

「チュー」

　まるまると太ったネズミが、五月を見上げている。

「いや～～～～～～っ!!」

　驚おどろいて風太郎に抱だきつき、そのまま風太郎を押おし倒たおすようにして床ゆかに倒たおれ込こむ。

「おいっ!?」

　チュチュチュチュッチューと、ネズミは二人を揶や揄ゆするように鳴き声をあげながらどこかへ逃にげていった。

「すっ、すみませんっ！」

　五月は動どう揺ようして上体を起こした。

「痛いた……ああ、気にすんな……。」

　ドクン……ドクン……胸むねが高鳴る。

（ずっと感じてる、このモヤモヤは……。）

　そのとき、「ここ空いてるじゃない。」と声がした。

　──二乃!?　五月がとっさに風太郎の胸に顔を伏ふせると、前方のドアから二乃と誰だれかが入ってくる気配がする。

「アタシたち五つ子の輪を乱みだしはじめたのは、四葉──アンタよ。」

　五月と風太郎がそうっと顔を上げると、二乃と四葉が黒板の前で対たい峙じしている。

「自分勝手でごめん……。昨日だって二乃のこと考えず、押おしつけるばかりで……。」

　四葉は、二乃に頭を下げたまま言った。

「だけど、今も考えてることは同じ……。私わたしの願いは……。」

「あきれた。まだそんな甘あまいこと言ってるのね。アタシが認みとめるわけ……。」

　ふいに教室の後ろで物音がして、四葉と二乃がハッとする。

「「チュー……チュー……。」」

「なんだ、ネズミか。」

「……ネズミがいるのね。」

　ネズミの鳴きまねで危あやうく難なんを逃のがれた風太郎と五月は、机つくえの陰かげに並ならんで座すわり身を潜ひそませていた。

「あっぶねぇ……。やっぱドア開けんのは厳きびしいか。」

　風太郎が五月の耳もとにささやく。

「あ、あんまり近づかないでください……。」

　五月は、ひざの上に乗せた腕うでに真っ赤になった顔を埋うずめた。

（こんなところ……四葉たちに見せられません……。）

　やましいことをしているわけではないけれど、ただでさえややこしい状じょう況きょうなのに、五月までが引ひっ搔かき回まわすようなまねはできない。

「もうお昼休みも終わっちゃうわ。帰りましょ。」

　二乃がドアに向かって歩きだす。その腕を「待って！」と四葉がつかんで止めた。

「何よ！」

　二乃が乱らん暴ぼうに四葉を振ふり払はらう。

「私わたしなりの覚かく悟ごを持って伝えにきたんだ。私の願いは、上杉さんと私のつき合いを認みとめてもらうこと……。」

「だからそれはっ！」

「ただ！　それは今じゃなくていい。数か月……数年……どれだけ時間がかかるかわからないけど……。私が上杉さんをどれだけ好きなのか、この想おもいの強さを──。」

　これだけは堂どう々どうと胸むねを張はって言える。

「見ててほしい。きっと負けてないから。」

　四葉の揺ゆるぎのないまなざしを、二乃は正面から受け止めて言った。

「……そうね。たとえ今のアンタに謝あやまられたり説せっ得とくされたとしても、アタシは納なっ得とくできないでしょうね……それをわかったうえで、アンタは茨の道を進むつもりなのね。」

　二乃の厳きびしい視し線せんを、四葉もまたしっかりと見返す。

「私は、上杉さんを好きなのと同じくらい、姉し妹まいのみんなが好きだから。」

「まったく……馬鹿ね……。だけど四葉らしいわ。」

　そう言って、二乃はフッとほほえんだ。

「五つ子の枷かせから解とき放はなたれて突つき進すすんでいくアンタの背せ中なかが気に入らなくて……うらやましかったわ。」

　そっくりだった幼おさない五人の中から、頭にリボンをつけて真っ先に走りだしたのは四葉だった。

「アンタはまだアタシを、競きそい合あう相手として見てくれるのかしら。」

「もちろんだよ。私わたしたちは、ずっとお互たがいを意い識しきしながら生きていくんだ。時には仲間、時には敵てき……そんな……。」

「ライバル、よね。」

　昨日のことがなければおとなしく祝ってやろうと思っていたけれど、四葉がそのつもりなら言ってやる。

「ここで勝負は終わってない！　少し後ろでアンタたちの行く末を見ててあげる！　ほんの少しでも隙すきなんて見せたら、アタシが彼かれを奪うばってやるんだから！」

　四葉をビシッと指さして、一気に本音をぶつける。往おう生じょう際ぎわが悪いかもしれないけれど、風太郎への気持ちは収おさまる気がしない。

　二乃の瞳ひとみに、じわっと涙なみだが浮うかんだ。

「……うん！」

　四葉も目に涙を溜ためている。

「そろそろ、いいかしらね……。」

　二乃は涙を拭ぬぐうと、教室の後方に向かって言った。

「ネズミの二人、出てきなさい！」

「えっ？」四葉も教室の後ろを見る。

「気づいてたのか……。」

　風太郎がまず顔を出し、続いて「あの～……その～……。」と五月も気まずそうに姿すがたを現あらわした。

「う、上杉さんたち、いつから……。もしかして、ずっと聞いて……。」

　あぜんとする四葉に、「……すまん。」汗あせタラタラの風太郎。

「～～～～～～～～～っ!!」

　真っ赤になって身み悶もだえる四葉にかまわず、二乃は風太郎に言った。

「聞いてたわよね、フーくん。そういうことだから。ゆめゆめ油ゆ断だんしないようにね。」

　完全に攻せめの姿し勢せいを取とり戻もどして、ドＳ全開の笑えみを見せる。

「ああ……肝きもに銘めいじておくよ。」

　そんな風太郎を、五月はそっと笑みをたたえて見つめた。

（あなたもやっかいな姉し妹まいに手を出してしまいましたね……。でも、これでやっと言えそうです。）

　二乃と四葉のおかげで、モヤモヤがすっかり晴れたからかもしれない。たとえ実らなかったとしても、恋こいはなんて人を輝かがやかせるのだろう。

（あなたは一人じゃない……。）

　スマホに貼はった、らいはと風太郎とのスリーショットのプリクラを見つめる。

（上杉くん、おめでとう。）

『ずっと友達』──らいはが書いた落書きの言葉のように、きっと五月もこの記き憶おくを手放すことはないだろう。




　数日後の午後、市街を走る電車に風太郎と四葉の姿すがたがあった。

「ほ、ほ、本日はお誘さそいいただき、ありがとうございます……。」

「や、休みの日に悪いな。」

　今日が初デートの二人は、緊きん張ちょうのあまり会話がやけに他た人にん行ぎょう儀ぎである。

「い、いえっ、そんな……うれしいです……。」

「そうか……。」

　ついには、お互たがいに目をそらしてしまう。

「なんだかんだ、学校じゃ二人きりになれなかったからな……。」

　四葉の覚かく悟ごを聞いてしまっただけに、風太郎は容よう易いに一歩を踏ふみだせずにいる。そしてそれを二人ともわかっているから、ますますぎこちなくなってしまうのだ。

「あはは……たしかに。どこで誰だれが聞いてるかわからないです……。」

　そのとき、アナウンスが流れて電車が急きゅう停てい車しゃした。

「うわっ!?」

『落下物確かく認にんのため、緊きん急きゅう停てい止ししました。お客様にはたいへんご迷めい惑わくを──。』

「……これ、逆ぎゃくじゃないか？」

　バランスをくずしてドアに寄よりかかった風太郎を、四葉が守るように壁かべドンしている。

「ですかね……。」

　風太郎は気を引きしめた。このままでは男が廃すたる。今日はばっちりリードして、この微び妙みょうな関係を終わらせてやる！

「さぁ、好きなものを好きなだけ頼たのんでいいぞ！　俺おれのおごりだ！」

　風太郎が両手を広げ、ドヤ顔で言う。

「わーい！」四葉は大おお喜よろこびである。

「もどかしいわ……。なんでデートの行き先がファミレスなのよ……。」

　別の席から、二乃たち四人がそんな二人の様子を見守っていた。

「初うい々ういしくていいと思う。」三玖には、むしろほほえましい。

　ちなみに五月は、一人だけがっつりハンバーグ定食を堪たん能のう中ちゅうだ。

　風太郎が注文を取りにきたウエイトレスに「これ、お願いします。」と何かを渡わたしている。

「あ、クーポン使ってる！」二乃はドン引きした。

「ダメなの？」と三玖。

「デートでクーポンとかＮＧでしょ。」

　しかも三百円引きのクーポンというセコさ。

「フータローくんにしてはがんばったほうだよ。」と一花が苦く笑しょうする。

　なんとも色気のないことに、ファミレスの次に二人が向かったのは図書館だ。

「おまえは、体育大学の推すい薦せんを受けるんだよな？」

　指先を本ほん棚だなの背せ表びょう紙しにはわせながら、風太郎がきく。スマホのメモにリストアップしてある、困こまったときの話題その一だ。

「はい！」

　風太郎の背はい後ごで、本を手に取った四葉が答える。

「じゃあ、やっぱ、夢ゆめ……？　何かのスポーツ選手にでもなるのか。」

「いえ……小さいころの夢ゆめは忘わすれてしまいましたけど、私わたしはやっぱり、誰だれかのサポートをして支ささえることが、自分に合っていると思います。あきらめから始めたことでしたが、今ではそれも誇ほこれることだと気づいたんです。」

「そうか。おまえらしいな。」

「そう思えたのは、上杉さんがそうだったから。」

「そう、なのか……？」

　照れる風太郎に、四葉は「そうです！」とニコッと笑った。

「なので、もし大学に受かったら、そういった仕事に就つけるよう勉強しようと思います。」

「そ、そうか……うん。」

　二乃たちは、書しょ架か越ごしにそんな二人をのぞいていた。

「……あ～～～っ、ムズムズする！」

　五月と三玖が「まぁまぁ……。」「抑おさえて抑えて。」と二乃を引っぱっていく。

　しばらくして、風太郎と四葉は図書館を出た。

「悪いな……図書館なんて退たい屈くつだったろ……。」

「いいえ！　上杉さんとなら、なんだって最高に楽しいです！」

　屈くっ託たくのない四葉の笑え顔がおと言葉に、風太郎はますます照れてしまう。

「じゃあ……最後に一か所だけ、いいか？」

「はい！」

　姉し妹まいたちは、そんな四葉を遠目に見ていた。

「四葉……もう背せ中なかを押おさなくてもよさそうですね。」五月が、ほほえんで言った。




「ここって……。」

　風太郎が四葉を連れてきたのは、いつかの高台の公園だ。

「懐なつかしいな。おまえ、このボロブランコ好きだったろ。」

　風太郎は柵さくをまたいで、ブランコの前に立った。

「今日は上杉さんの思い入れのある場所に連れてってくれるはずじゃ……。」

　四葉も隣となりのブランコにやってくる。

「ああ。家族でたまに行くファミレス。勉強によく使う図書館。おまえと来たその日から、ここもその一つだ。」

　その言葉がうれしくて、四葉は頰ほおを染そめてうつむいた。

「いいんでしょうか……。本当はまだ迷まよっています。姉し妹まいのみんなをさしおいて、私わたしだけこんなに幸せな思いをしていいのかと……。この選せん択たくは正しいのかなって……。」

　そう言うと、つらそうに目を伏ふせる。

「……おまえ、ここからすげー跳とんでたよな？　また見せてくれ。」

　風太郎は、四葉の重くなった気分を軽くするように笑え顔がおで言った。

「えっ？　はい、それならお安いご用です！」

　四葉ははりきって立たち漕こぎを始めた。思いきり前後に漕いで、

「ここだっ！」

　タイミングを計って座ざ板いたを蹴けると、大きくジャンプする。四葉は大空に羽ばたく鳥のように飛ひ翔しょうして、数メートル先に着地を決めた。

「ふふん！　どうです？」と風太郎をドヤ顔で振ふり返かえる。

「四葉。もし俺おれがそこまで跳とべたら、聞いてほしい話がある。」

　風太郎は真顔になり、ブランコの座板に立った。

「えっ……それは……。」

「行くぞ！」

「いやっ、無理しないでください！」

　四葉が止めるのも聞かず、風太郎は「見ててくれ。」とへっぴり腰ごしでブランコを漕ぎはじめた。四葉がハラハラしながら見守る。

（もっと……もっと行けるはずだ！）

　ブランコのチェーンを握にぎりしめ、渾こん身しんの力で勢いきおいよく漕こいだときだ。

　かなり老ろう朽きゅう化かしていたのだろう。大きく振ふれたブランコの留とめ具ぐがバキッと折れた。

「!?」

　風太郎が天高く空中に投げ出される。

「あ……。」

　ぽかんと見つめる四葉の目の前で、錐きりもみしながら落下してきた風太郎が激はげしく地面にたたきつけられた。

「ああっ!?　し、死んじゃっ……。」

「……四葉。」

　うつ伏ぶせに倒たおれた風太郎の手が、ぴくっと動く。

「こんな、デート一つこなすことのできない未み熟じゅく者ものの俺おれだが……。それでもおまえの横に立って並ならべる男になれるよう精しょう進じんする……。」

　風太郎は、地面からゆっくり顔を上げた。

「正しい道も、まちがった道も、一いっ緒しょに歩いていこう。だから、おまえがよければ……俺と……俺は……。」

　起き上がって片かたひざを立て、土まみれのまま四葉に手をさしだす。

「好きです。結けっ婚こんしてください。」

　風太郎は思いつくかぎり、最さい大だい限げんの想おもいを伝える言葉を口にした。

「は……。」

　一いっ瞬しゅん、二人の時間が止まる。

「……えっ。」

　四葉がジト目で固まった。

　ま、まちがえた──!!　一世一代のプロポーズが不発に終わった風太郎は、全身から湯気が出るほど真っ赤になる。

「えぇええええええっ!?　びっくりしましたっ！　私わたし、てっきり……。段だん階かいを飛ばしすぎですっ！」

「そ、そうだよな……。早まった……。」

　手をさしだしたまま、ガックリうなだれる風太郎。

「つき合うまえからそんなこと言われたら引きますよっ！　私わたしじゃなかったらの話ですけどっ！」

「すまん……もう一回だけやり直させてくれ！」

　顔を上げた風太郎は、驚おどろいて四葉を見つめた。

「……四葉？」

　四葉は両手を胸むねの前で組み、幸せを嚙かみしめるようにほほえんでいる。

「小さいころの夢ゆめ、思い出しました。みんなが憧あこがれてた、ベタなやつ──。」

　そう言って、風太郎のほうへ手をさしだす。

「お嫁よめさん、です。」

　まぶしいような四葉の笑え顔がおに、風太郎は思わずときめいてしまう。

「上杉さん、約束ですよ。いつかきっと……私の夢を叶かなえてください。」

　四葉の手と風太郎の手が重なって、しっかりと結ばれる。

　ようやく想おもいが通じ合った二人を、四人の姉し妹まいが公園の外から見守っていた。

　夕ゆう暮ぐれの空を、飛行機が白く雲をたなびかせて飛んでいく。

　まるで、六年ねん越ごしに実った初はつ恋こいを祝福するかのように──。




　カレンダーの日付は十二月になった。

　地元の教育大学を目指す五月は、目の下にくまを作りながら受験勉強に励はげんでいた。

　テーブルで寝ね落おちした五月に四葉がそっと毛もう布ふをかけ、一花と顔を見合わせて笑う。

　そんな娘むすめたちを、いつもどこかで見守っているマルオの姿すがたがあった。

　残り少ない学校生活は、矢のような速さで過すぎていく。

「じ、じつはな……おまえたちに……おまえたちに、言っておかなくちゃいけないことがあるんだ。」

　ある日の、学校からの帰り道。風太郎が急に神しん妙みょうな顔で言いだした。

　二乃、三玖、四葉、五月は何事かという顔だ。

「俺おれが受ける大学……ずっと言えなかったが……。とっ、東京なんだ！」

「え？　そんなこと知ってるけど。」二乃がしれっと言う。

「は？」

「あえてきくことはしませんでしたが。」と四葉。

「フーくんなら、そうだろうと思ってたわ。」「だよね。私わたしたちは全然気にしてない。」

　二乃も三玖も平然としている。

「あ、そ……。」

　想そう像ぞうをはるかに下回るリアクションの薄うすさに、風太郎は顔を赤くした。

「受験、がんばって。」「いつでも会いにいってあげるわよ。」

　陸橋の分かれ道で、三玖と二乃がそれぞれ風太郎を励はげます。

「ああ、ありがとな。おまえたちと会えてよかった。」

　きびすを返し、「またな。」と四人に手を挙あげる。

「はい！　また明日！」

　四葉が元気に返し、遠ざかっていく風太郎の背せ中なかを、みんなで手を振って見送る。

「予想どおりでしたね。」五月が言う。

「珍めずらしく寂さびしそうだったわ。」と二乃。

「でも、ちょっとうれしいかも。」三玖が言った。

「上杉さんの、あんな顔が見られるなんて、ラッキー……。」

　四葉の声が震ふるえて、最後は涙なみだ声ごえになる。

「……バカ。泣かないって決めたでしょ。」

「二乃だって……。」

　そんな二人の横で三玖も五月も涙ぐんでいる。

　風太郎と離はなればなれになる卒業の日は、すぐそこまで迫せまっていた。

　けれど五つ子たちにもまた、それぞれの道がある。

　四葉は体育大学の推すい薦せん入試を受け、五月は毎日予よ備び校こうに通い、ほとんど徹てつ夜やで勉強を続けていた。そして三玖は予定どおり、調ちょう理り師し専せん門もん学がっ校こうに進む。

「夢ゆめとか目標とか、アタシもアンタたちみたいになれるのかしら？」

　三玖とキッチンに立ち、並ならんで料理を作りながら二乃が言った。

「二乃ならできるよ。私わたしたちなら──。」

「……フン！　もう少しだけ、アンタにつき合ってあげるわよ。」

　まったく素す直なおじゃない。三玖はクスッとほほえんだ。

「……そっか。よろしく。」




　こうして、新しい年が明けた。

「久ひさしぶり！」

　今年も五つ子たちは晴れ着で装よそおい、初はつ詣もうでに繰くり出だした。風太郎とらいはも一いっ緒しょだ。

　スタートは遅おそかったが、二乃も無事、調ちょう理り師し専せん門もん学がっ校こうの合ごう格かく通知書を受け取った。

　ケーキ屋とパン屋の店長が、挨あい拶さつに訪おとずれた二乃と三玖を笑え顔がおで送り出してくれる。

　二月に入り、注目のドラマの主しゅ演えんを勝ち取った一花は毎日撮さつ影えいに追われていた。

「中なか野のさーん、出番です。」

「お願いしまーす。」

　美び貌ぼうにも演えん技ぎにも、ますます磨みがきがかかっている。

　同じころ、五月は一人で大学の合格発表を見にきていた。

「……！」

　受験票で顔を覆おおって涙なみだを隠かくす。

「お母さん……私わたし、やったよ……。」

　その夜、中野家では、五月の大学合格祝賀パーティーが行われた。

　この場に風太郎がいないのは、国立大学の入試を控ひかえているからだ。

　二乃と三玖、主役の五月が寝ね落おちしてしまったあと、一花と四葉はベランダに出て夜風に当たっていた。

「ねえ四葉。大学受かったら一人ひとり暮ぐらしって……本当に無理してない？」

「あはは……一花は心しん配ぱい性しょうだなぁ。」

　そう言うと、四葉は夜空を見上げた。

「離はなれていたって平気だよ。だって、私たちはみんな──。」




　翌よく朝あさ、風太郎は東京へ向かう新しん幹かん線せんのホームで空を見上げていた。

「らしくもなく緊きん張ちょうしてるのかい？」

　一いっ緒しょに受験する武たけ田だがニヤリと笑い、キラキラしながらきいてくる。

「かもな。だが、俺おれは一人じゃねぇ。」

　空を見上げたまま、風太郎はフッと力強く笑えむ。

　この青い空の下のどこかに、五つ子たちがいる。

　風太郎は、太陽に向かって手を伸のばした。

「きっと、あいつらも……。」

　どれだけ遠く離れた場所にいても、それだけで強くいられると──。





グランドフィナーレ


[image: ]



　カウンターの隅すみに、五つ子と風ふう太た郎ろう、勇いさ也なりとらいは、マルオが勢せいぞろいした卒業写真が飾かざられている。

「一いち花か、もうすぐ着くって。」

「あら。それじゃあ、アタシたちも準じゅん備びするわよ。久ひさしぶりの全員集合ね。」

　エプロンをつけた二人の店員が、忙いそがしそうに立ち働きながら言った。

　同じころ、その店に向かって並なみ木き道みちを走るロードバイクがあった。

　そしてそのはるか頭上を、国こく際さい線せんの飛行機が飛んでいく。

　機内で結けっ婚こん式しきの招しょう待たい状じょうを広げていた某ぼう女じょ優ゆうは、ほどなく空港に降おり立たった。

「この国も変わらないわね。」

　変へん装そうのためか、つばの広い帽ぼう子しをかぶり、大きなサングラスをかけている。

「帰ってきたわ、日本！」

「旅行行ってただけでしょ。」

　あきれ声に振ふり返かえると、メガネをかけた知的な女じょ性せいが立っている。

「お、五い月つきちゃん、お迎むかえありがと～。」

　ハリウッド進出を目指す一花が、サングラスを外してにっこり笑った。

「わっ！　有名人なんだから、こっそりこっそり。」




　カランコロン……ドアベルが鳴って、一花と五月が入ってきた。

「いらっしゃー……って、アンタたちか。」

「一花、久ひさしぶり。」

　この店の店員──すっかり大人びた二に乃のと三み玖くが出迎える。

「うんうん、二人とも元気そうでよかった。お店も大だい繁はん盛じょうのようで。」

　一花が、ほかに客のいない店内を見回して言う。

　ここは上うえ杉すぎ家けの階下にある、喫きっ茶さ『なかの』。レトロシックな雰ふん囲い気きの、二乃と三玖の店だ。

「へー、さすがアメリカかぶれはジョークがお上手ね。」

　フロアにいた二乃も、三玖と一いっ緒しょに厨ちゅう房ぼうに立つ。

　一花と五月はカウンターに座すわり、挽ひきたてのコーヒーを出してもらってひと息ついた。

「実じっ際さい、アメリカに行ってみてどうだった？」

　五月がきくと、一花は目を閉とじて少し難むずかしい顔になる。

「うーん……。まだイントネーションだけが不安かな。」

「一花。イント→ネー←ション↑。」

　五月に発音を正された一花は、「あちゃー、厳きびしいなー……。」と苦笑い。

「いちおう先生だからね。」

「食べていくでしょ？　いま用意するね。」

　三玖が慣なれた手つきでサンドイッチを作りだした。

「やった！」と一花。爆ばく睡すいして機内食を食たべ損そこねたので、お腹なかペコペコだ。

「フン！　アメリカのあんな気取ったカフェに行ってる人の口に合うかしら。」

「あれ？　私わたしが行ったこと教えたっけ？」

　首をひねる一花に、三玖がしれっと暴ばく露ろする。

「二乃、いつも一花のインスタ見み張はってるから。」

「三玖っ！　言うんじゃないわよっ！」

「そうだ。それならお礼にこの店も紹しょう介かいしちゃって……。」

　さっそくスマホを取り出した一花を、「待って。」と三玖が止めた。

「一花の人気にあやかれば、お客さんも絶ぜっ対たい増ふえる。とってもうれしいけど、今はまだ遠えん慮りょしとく。」

　そう言いながら、美お味いしそうなサンドイッチの皿を二人に運んできた。

「うわぁ！」

「最近は常じょう連れんさんも増えてきたんだ。こんな設せつ備びの整った場所を貸かしてくれたフータローのお父さんのためにも……もう少しだけ、私たちの力だけでやってみたい。」

　自信に満ちたその表ひょう情じょうに、かつての気弱さは微み塵じんもない。

　そんな三玖を、一花が瞳ひとみをウルウルさせて見つめる。

「な、なに……？」

「うーん、自じ慢まんの妹！　どこに出しても恥はずかしくないよ！」

　一花が三玖を抱だきしめた。サンドイッチの味も天下一品だ。ここまで来るのには、きっと並なみ大たい抵ていの努力ではなかったはず。

「アンタが売れなくなったら、働かせてあげてもいいわよ。」

　プイッとそっぽを向いて、憎にくまれ口ぐちをたたく二乃。

「あっちは可か愛わいくないなー。」「あれはあれで可愛い。」

　一花と三玖が話していると、幸せそうにサンドイッチをほおばっていた五月が「あ。」と何かに気づいた。

「みんな、今日の主役の登場だよ。」

　ドアベルが鳴り、Ｔシャツにトレパン姿すがたの四よつ葉ばが入ってきた。

「どーも、みなさんお集まりで。」

「なんで汗あせだくなのよ……。」

　汗あせびっちょりの四葉を見て、二乃があきれる。

「なんだかじっとしてられなくて、うちから自転車で走ってきたんだ！」

「走ってきたって……えっ!?　大事な式の直前に何してんのよ。」

　二乃が驚おどろくのも無理はない。四葉は最近引ひっ越こして、風太郎と東京で一いっ緒しょに暮くらしているのだ。

　五月が、「さすがに上杉くんは電車だよね？」と引きつり笑いする。

「うん！　風太郎は昨日から来てるよ。だからまだ寝ねてるんじゃ……えっ!?　なに!?」

　四葉を取とり囲かこんだ四人が、ニヤニヤしながら四葉を見ている。

「これはいよいよ認みとめざるを得えないね。」と五月。

「フン。だから朝っぱらからこっそり呼よんだのよ。」二乃が言う。

「あ、私わたしの担たん当とうのメイクさん来てくれるって。」

　一花が、三玖にピースサインを作った。

「……本当にやるの？」

　四人は楽しそうだが、四葉は不安げだ。

「なに怖おじ気けづいてんのよ。アンタだって乗り気だったじゃない。」

　圧あつをかける二乃に、五月も「だね。上杉くんには確たしかめておかないと。」と同調する。

「一花。」と二乃が促うながした。

「うん。つけてきたよ。これが私わたしたちからの結けっ婚こん祝いわい。」

　一花が右耳につけていたピアスを外し、小箱を開けて、もう片かた方ほうのピアスを見せる。

「四葉、覚かく悟ごできてるわよね？」と二乃。

「うん。お願いします。」

　腹はらを決めて椅い子すに座すわった四葉を、四人が囲かこんだ。

「じゃあ行くわよ、みんな。」

　二乃が、四葉の右の耳たぶにピアッサーを当てた。

「せーの！」

「「「「四葉、結婚おめでとう！」」」」

「いったぁ～～～～～～っ!!」

　祝福以外の感かん情じょうを受けた気がするのは、四葉の気のせいだろうか。

　ともあれ、その数時間後。

　バージンロードを風太郎と腕うでを組んで歩く四葉の左右の耳には、母の形見のピアスが祝福するように光っていた。




「新しん郎ろう様。新しん婦ぷのご親族様がお越こしくださいました。」

　控ひかえ室しつの椅い子すに座すわって待っていた風太郎に、スタッフの女じょ性せいが知らせてくれる。

「よかった、来てないかと思ったぞ。なんで式に出てくれなかったんだ？」

「すまないね。来るべきか否いなか、直前まで思案していたんだ。」

　部屋に入ってきたのは、義ぎ理りの父となった礼れい服ふく姿すがたのマルオである。風太郎の独ひとり言ごとが聞こえてしまったらしい。

「おっ、お父さんっ!!」

　電光石火の勢いきおいで立ち上がる風太郎。

「きみにお父さんと呼よばれる筋すじ合あいはない。」

　いや今回はあるだろう。などとはむろん口に出さず、風太郎は腰こしを折って頭を下げた。

「お越しくださってありがとうございます！　昔は若わかさゆえの数々のご無礼を……。」

「上杉くん。単刀直入にきく。」

　マルオがさえぎり、風太郎に恐おそろしげな前置きをしてきた。

「は、はい……。」

「四葉は、心から喜よろこんでいるかい？」

　予想外の質しつ問もん。けれど、自信を持って答えることができる。

「はい。僕ぼくも同じく。」

「……ワインをいただこう。」

「えっ。」

　マルオの視し線せんの先にある部屋の隅すみのワゴンに、赤ワインとグラスが用意してあった。

「あっ、はい、ただいま……。」

　婿むこというより、もはや気分は下げ僕ぼくである。

「えーっと……風太郎の控ひかえ室しつは……。」

　廊ろう下かをやってきた勇也の耳に、控え室らしきドアの隙すき間まから風太郎の声が漏もれ聞きこえてきた。

「母が死んだのは十年以上前のことです。」

　そっと控ひかえ室しつをのぞき込こむと、直立不動で話している風太郎と、ソファでワイングラスをかたむけているマルオがいる。

「事じ故こが起きたのは、母の夢ゆめであった自分の料理店を出した直後でした。うちに残されたのは、開業資し金きんのために借りた多た額がくの借金だけ……。親おや父じが二乃と三玖にあの空あき店てん舗ぽを貸かしたのも、半分はあいつらを助けるため。そして半分は、母の夢を託たくすためだったのかもしれません。」

　風太郎は少し照れながらも、迷まよいのない、まっすぐな目で言った。

「一人の女じょ性せいを一生かけて愛する。俺おれは、そんな男になりたい──二人の父のように。」

「……よしてくれ。」

　マルオはそっけなく言い、ワインに口をつける。

「あっ、すみません……。」

「慣なれていないんだ、父と呼よばれることにね。」

　そこへ、さっきの女じょ性せいスタッフが顔をのぞかせた。

「新しん郎ろう様。新しん婦ぷ様がお呼よびですのでお越こしください。」

「えっと……。」

　困こまっている風太郎に、「行きたまえ。」とマルオが目を向けずに言う。

　風太郎は義ぎ父ふに深々と頭を下げ、部屋を出ていった。

「へへへ……。マルオよぉ、俺おれらも老ふけたもんだな。」

　入いれ替かわりに勇也が入ってきて、マルオの隣となりに腰こしを下ろした。

「酒は祝い事のときにしか飲まないんじゃなかったのか？」

　ワインをひと口飲んでから、マルオが答える。

「そうだ……だから飲んでいる。」

　相変わらずの鉄てっ仮か面めんだが、娘むすめの結けっ婚こんを祝福しているらしい。勇也はニカッと笑った。

「あいつら、うまくいくと思うか？」

「そんなもの、親が判はん断だんできる事こと柄がらではないだろう。ただし、一ひと筋すじ縄なわではいかないことはたしかだ……なにしろ、相手は僕ぼくの娘だからね。」

　その言葉、だてに五つ子の父親をしてきたわけではないと言わざるをえないだろう。




　新しん婦ぷの控ひかえ室しつの、仕切りのカーテンが開く。風太郎は、目の前の光景にあぜんとした。

「風太郎。」

「五つ子ゲーム。」

「ファイナルだよ。」

「愛があれば。」

「見分けられるよね。」

　そこにいたのは──まったく同じ髪かみ型がたで、同じウエディングドレスをまとった五人の花はな嫁よめだった！
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「皆みなさま。本日はご多た忙ぼうの中、僕たちの結けっ婚こん披ひ露ろう宴えんにお集まりいただきまして、誠まことにありがとうございます。」

　招しょう待たい客きゃくに挨あい拶さつを述のべながら、風太郎はさっきの出来事を思い出していた。




「五つ子ゲームって……。」

　風太郎は結けっ婚こん指輪を手に、怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「馬鹿か！　ってか四葉以外の四人！　こんなお遊びでウエディングドレス着てんじゃねぇ！　何してるかわかってんのか！」

「たしかに、ちょっと複ふく雑ざつだけど……。」

「思いついちゃったもんね。」

「それに、お遊びじゃないよ。これでも花はな嫁よめの親族だからね。っていうのは噓うそで、私わたしが花嫁本人です。」

「ちがうよ、私だよ。」

「花嫁といえば私！」

「風太郎ならわかるよね？」

　御ご託たくを並ならべる五人を前にして、風太郎はやれやれと手で顔を覆おおった。

「ったく、馬鹿野や郎ろう……。少しは分別のつく大人になったかと思えば……相変わらずのようで安心した。俺おれを舐なめんな。」

　風太郎は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべると、五人のうちの一人をビシッと指さした。

「おまえだ。」




　披ひ露ろう宴えんはクライマックスに入り、花はな嫁よめが家族への感かん謝しゃを伝えるレターセレモニーに移うつった。

「あらためて家族に感謝します。今日の私わたしがあるのは父、母、そして……姉し妹まいのみんなのおかげです。お父さんが私のお父さんになってくれてよかった。」

　会場の扉とびらの前にスポットライトが当たり、それぞれの妻つまの写真を抱かかえたマルオと勇也を照らし出す。

「長女の一花は個こ性せい豊ゆたかな私たちをまとめてくれるお姉さんです。ご存ぞんじのとおり大だい活かつ躍やくの女じょ優ゆうさんで、私の憧あこがれの存そん在ざいです……。」




「おまえが一花だ。」

　風太郎に指さされた花嫁が、まとめていた髪かみをほどいた。

「なーんだ。お姉さんびっくりしたよ。」

　ショートカットの一花が現あらわれ、いたずらっぽくウインクする。

「懐なつかしいな……おまえにはずいぶん手を焼かされた。クールビューティーなんて世間ではうたっているが、俺おれは騙だまされねぇ。」

　風太郎がくわっと目を見開く。

「自じ堕だ落らく！　愚ぐ鈍どん！　惰だ眠みんを貪むさぼる！　怠たい惰だだ！」

「そ、そこまで言わなくても……。」

「それでも、強くあろうとする姿すがたが俺にはまぶしく見えた──大した長女だよ、おまえは。」

　風太郎にとって、一花は言うなれば同どう志しだ。

「……うん！」

　一花はこみ上げる涙なみだをグッとこらえて、笑え顔がおを見せた。

　風太郎は、一人険けわしい顔をしている花嫁に視し線せんを移うつした。

「次はおまえだ──二乃。」




「次女の二乃は、ちょっぴり怒おこりん坊ぼうだけど、強くて厳きびしくて、私わたしたちの背せ中なかを押おしてくれるお姉さんです。女子力抜ばつ群ぐんで、私も見習わなくっちゃいけません。」




　二乃は髪かみを二つ分けにして結び直しながら、ぶっきらぼうに言った。

「そうよ、正せい解かい！　はいはい、よかったわね。」

　その目から、ぶわっと涙なみだがあふれ出す。

「なんでこんなときに……。四葉だけ当てればいいのよ……。」

「おまえの強さは、その人一倍の弱さの裏うら返がえしだ。厳しさも、それだけ大きな愛あい情じょうがあるからなんだろうな。あのころの俺おれは、その答えを見つけることができなかった……すまん。」

　なぜか距きょ離りが近い、愛すべきケンカ友達。風太郎は、ぽろぽろ涙が止まらない二乃に頭を下げた。

「いいわよ……アタシは後こう悔かいしてない。」

「……そうか。」

　風太郎は、次の花はな嫁よめの前に立った。

「三玖だな。」

「うん。」




「三女の三玖は、不思議とお姉さんという感じではありません。同じ立場で接せっしてきた親友に近いかもしれません。だからこそ、自分の夢ゆめを叶かなえた三玖を尊そん敬けいしています。」




　三玖がいきなり、風太郎に抱だきついてきた。

　まとめていた髪かみがはらりとくずれ、もとの姿すがたに戻もどる。

「たまに不安になる……。私わたし、うまくやれてるかな……。」

　三玖は風太郎の胸むねに顔を埋うずめて、誰だれにも言えない胸の内を打ち明けた。

「俺おれが答えるまでもない。おまえはそうやって常つねに自分と戦ってきた。そうして勝かち得えた結果は、まちがいなくおまえの戦果だ。」

　成長する姿すがたを見守ってきた妹のような三玖の肩かたに手を置くと、風太郎は力強く言った。

「自分を信じろ。おまえは昔からできるやつだ。」

　三玖が顔を上げ、晴れやかな笑え顔がおを風太郎に向ける。

「そう言ってくれると思ってた。ありがとう、フータロー。」

　風太郎はフッとほほえみ、次の花はな嫁よめに目を向けた。

「残るはおまえだ、五月。」

「えっ!?」

「……え？」

「私わたしが四葉だけど……。」

　とたんに風太郎の顔から汗あせが噴ふき出だす。するとその花嫁は、「なーんて！」と髪かみをほどいて星の髪かみ飾かざりをつけた。

「じゃーん、五月でした！　どう？　うまくなったでしょ？」




「五月は私わたしが唯ゆい一いつ、お姉さんをできる可か愛わいい妹です。実じっ際さいは私なんかより、ずっとちゃんとしてるんですけどね。私がどうしていいか悩なやんでいるとき、背せ中なかを押おしてくれたのも五月でした……。」




　五月の頭のてっぺんのアホ毛が、まんまとだまされた風太郎を嘲笑あざわらうようにゆらゆら揺ゆれる。

「この……焦あせらせやがって……。」

　風太郎は引きつりながら、前のめりになって五月を糾きゅう弾だんした。

「この際さいだから言わせてもらうが、おまえに会ってからだ！　俺おれの人生が狂くるいはじめたのは！　諸しょ悪あくの根こん源げん！　妖よう怪かいカレー喰くい女！」

　五月もヒクヒクッと頰ほおを引きつらせて風太郎に食ってかかる。

「わ、私だって！　あなたと出会うまで、こんなデリカシーのない人がいるなんて想そう像ぞうもつきませんでした！　頭でっかち！　天然キス魔ま！」

　て、天然キス魔……風太郎の顔がカーッと赤くなる。

「やっぱりあなたとは一生ウマが合いそうにありません！」

「別に俺おれからしたわけじゃないだろ！」

「だから天然なんですよ！　反省してください！」

　言い争いながらも、どこか息が合っている親友のように見えるのが不思議だ。

「五月……昔の口調に戻もどってるわ。」「しかたないよ。フータロー相手だとね。」

　二乃と三玖が苦く笑しょうする。

「これでも精せいいっぱいで生きてるんだよ！」

　風太郎が言うと、五月はほっぺたをむうっとふくらませた。

　懐なつかしい顔に、風太郎は思わずクスリとする。

「そして、おまえが──。」

　風太郎は、最後に残った花はな嫁よめの左手を取った。

「四葉だ。」

　その薬指に、結けっ婚こん指輪をはめる。

　四葉は指輪を見つめてほほえむと、泣き笑いの顔で言った。

「……はい！　正せい解かいです！」




　感かん極きわまって泣きそうになった四葉の肩かたに、風太郎が手を置いた。

　顔を見合わせてうなずくと、四葉が手紙の続きを読み上げる。

「姉し妹まいのみんながいなかったら、私わたしの人生はまったく別のものになっていたでしょう。五つ子ということを負い目に感じたこともあったけど、その何倍、何百倍も楽しかった記き憶おくが残っています……。」




　最後の試練をクリアした風太郎は、腕うでを組んでふて腐くされたように言った。

「これだけ長くつき合ってりゃ、嫌いやでも覚える。俺おれは家庭教きょう師しだったが、おまえたちからも多くのことを教わった。」

　五人の花はな嫁よめたちに、あらためて向き直る。

「おまえたち五つ子に出会えたこと──数少ない俺おれの自じ慢まんだ。」




　我が慢まんしようと思っていた涙なみだが、四葉の目にあふれてきた。

「私わたしは、みんなと五つ子の姉し妹まいとして生まれることができて幸せでした。」

　パーティードレスに着き替がえた姉妹たちも、涙ぐんで四葉を見守る。

「ほかの家とはちょっとちがって、人から見たら奇き妙みょうなのかもしれませんが──私は、そんな家族が大好きです。」

　手紙を読み終えた四葉と風太郎は、顔を見合わせて幸せそうにほほえみ合った。







　披ひ露ろう宴えんが終わり、堅かた苦くるしいタキシードから解かい放ほうされて私し服ふくに着替えた風太郎は、ぐったりしてソファに座すわり込こんだ。

「五年か……。これでようやく一いち段だん落らくだな。」

「私も緊きん張ちょうの糸が解とけて、一気に疲つかれがきたよ……。」

　ラフなかっこうに戻もどった四葉も、ホッとしたように頭をかく。

「やっぱおまえも緊張してたんじゃねーか。」

「あはは……風太郎ほどじゃないけど。誓ちかいのキスのとき、手ブルブルだったもん。」

「あ、あれはしかたねーだろ！　みんな見てるし……おまえとだって……五年前のこと、思い出してな……。」

　五年前の春休みの旅行。見晴らしのいい展てん望ぼう台だいにあった、『誓いの鐘かね』の下で風太郎とキスしたのは──。

「あれはやっぱり……。」

　確たしかめようとしたそのとき、女じょ性せいスタッフがやってきた。

「新しん婦ぷ様。控ひかえ室しつにお忘わすれ物ものがございました。」

　手に持っているのは、四葉のグリーンのリボンだ。

「わっ。ありがとうございます。」

　四葉はさしだされたリボンをしばし見つめ──そして、言った。

「……ごめんなさい。やっぱりもういらないので、捨すてておいてください。」

　女性スタッフが「かしこまりました。」と一礼して去っていく。

　あせったのは、風太郎のほうだ。

「いいのか？　トレードマークだろ。」

「いいんだよ。」

　いつも心の片かた隅すみにあった、母の言葉を思い出す。

　──あなたたちは一人一人特別です。

「どんなにそっくりでも……私わたしに気づいてくれる人がいるから。」

「……！」

　風太郎もまた、ほほえんでうなずいた。

　自分だけに向けられたその笑え顔がおを、一生守っていこうと誓ちかいながら──。




　風太郎と四葉が手をつないで階かい段だんを下りると、ロビーのソファに五つ子たちがいた。

「何してんだ、おまえら……。」

　嫌いやな予感がよぎるのは、習しゅう性せいになっているとしか言いようがない。

「ごくろーさま。いい式だったね。」ニコニコと手を振ふる一花。

「何って、決まってるわ。式が終わればすることは一つ。」二乃がビシッと風太郎を指さす。

「新しん婚こん旅行よ！」

「は？　ま、待て!?　ついてくるつもりか!?」

「当然。」三玖がボソリ。

「その行き先に悩なやんでるところ。」と五月が言う。

　見れば、テーブルの上は旅行のガイドブックやパンフレットで隙すき間まなく埋うまっている。

「こいつらめちゃくちゃだ……。」

「あははっ。みんな一いっ緒しょのほうがもっと楽しいよ。」

　四葉が「ねっ？」と風太郎をのぞき込こむ。

「「「「そーだそーだ。」」」」

　まったくついていけないが、花はな嫁よめの可か愛わいい笑え顔がおには勝てない風太郎である。

「それなら、行きたいトコ指さそっ。」

　言いながら、四葉が四人の会議に参加する。

「四葉がそう言ってくれるのなら。」

　三玖がテーブルの上に世界地図を広げた。

「なんかまえにも同じことでもめなかった？」「あー、高校の……。」

　二乃と一花が、卒業旅行を思い出しながら話している。

　あらためて五人が世界地図を囲かこむと、四葉が言った。

「じゃ、行くよ！　せーのっ！」




「──上杉くん、起きて。」

　五月の声で、風太郎はハッと目を覚ました。

「……えっ？」

　ここはタワーマンションのリビングだ。いつの間にか、ソファで眠ねむっていたらしい。

　五つ子たちが顔をそろえ、風太郎をのぞき込こんでいる。

「おはよーございます！」

「フータローくん見てたら、私わたしも眠ねむくなってきたよー……。」

「風か邪ぜひいちゃう。」

「そんなトコで寝ねてないで早く起きなさいよ。」

　四葉、一花、三玖、二乃が次々と声をかけてくる。

　風太郎は、ぼんやりした頭でソファから起き上がった。

「結けっ婚こん式しきは……？」

　一いっ瞬しゅん、リビングに沈ちん黙もくが舞まい降おりる。

「えぇえええ～～～っ!?」

　四葉が真っ赤になってのけぞった。

「えっ、なに？」不ふ審しんそうな五月に、「気が早いねー。」とニヤニヤする一花。

　しまった、夢ゆめを見ていたか──。

「いつまでも寝ぼけてないで、さっさと決めるわよ。」二乃が言う。

「ん？　何をだ……？」

　キョトンとする風太郎に、三玖がうれしそうに手を合わせて言った。

「卒業旅行。フータローが提てい案あんしてくれたんでしょ？」

　テーブルの上には、日本地図が広げてある。言われてみれば、そんなことがあったような……。

「そ、そうだったな……。」

　まだ動どう揺ようしている四葉が「と、とりあえず五人で指さししよっ！」と提案した。

「俺おれの意見は？」

「結果は知れてるけどねー。」と一花。

「俺もやめといたほうがいいと……。」

　風太郎の声は、ことごとく無む視しされるか聞き流される。

「じゃあ、せーので行きますよ！」

　今度は、五月が号令役だ。

「お、おいっ！」

「「「「「せーのっ！」」」」」

　案の定、五本の指は見事にバラバラの場所を指している。

「坂さか本もと龍りょう馬ま見にいくの。」「それ修しゅう学がく旅りょ行こうと変わんないじゃない！　行くなら沖縄よ。」

　三玖と二乃がさっそくバトルを始めた。

「北海道は美お味いしいものいっぱいあるもんねー。」「ステキな場所もたくさんあるんです！」

　こっちでは、北海道を指した五月を一花がからかう。

　困こまった四葉が、オロオロしながら手を挙げた。

「み、みんな！　ここはジャンケンで！」




　風太郎は、大きなため息を漏もらした。

（そうだ……あのときも同じことを思ったんだ……。）

　大人になった五つ子たちが、笑え顔がおで世界地図のあちこちを指さしている。

「「「「「あ。」」」」」

「……全然ちがうね。」

　一花が言って、みんながクスクス笑う。

　五つ子たちは、バラバラの新しん婚こん旅行先についてにぎやかにおしゃべりを始めた。

「風太郎は？」

　四葉の声に顔を上げると、みんなが笑え顔がおで風太郎を見ている。

「はあ……。」

　まったく、いつまで続くのやら。

　風太郎は笑いながら、今度は楽しそうなため息をついた。

「五つ子ってめんどくせー……。」
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